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第Ⅴ章　弥生時代集落と出土遺物の分析・検討

第１節　レプリカ法による午王山遺跡の栽培穀物調査

                                                           遠 藤　英 子

１　はじめに

　㛵東地方で本᱁ⓗ㎰⪔社会が成❧したとࡉれる弥生時代中期後半から後期にかࡅて、午王

山遺跡でどのような✐≀᱂ᇵが行われていたのかを᳨ウするため、ᙜヱ期の出土土器をほᐹ

してࣞ࢝ࣜࣉἲㄪᰝをᐇした。その⤖果をሗ࿌し若干の分析を行いたい。

　午王山遺跡の弥生時代は、中期後半の宮ノ台式期にはࡌまࡾ、間᩿期をᣳࢇで岩鼻式２・

３期（久ヶ原Ⅰ式ΰ成）、下戸塚式（久ヶ原Ⅱ式ΰ成）との流れが、᳨出住ᒃと出土土器の

ᵝ┦からண ࡉれている（柿沼本編第Ⅴ❶第３⠇）。ඛ行◊✲では東ி‴ᓊ域の久ヶ原式の

系⤫と、中部㧗地系᷸ᥥᩥを≉ᚩとする岩鼻式ࡸ、東海地方東部の菊川式系などእ来系土器

⩌との᥋ゐ地ᖏとしてὀ目を集め、集ᅋの⛣ືࡸ流について᳨ウࡉれてきた（松本 2007、

篠原 2009 など）。弥生時代中期後半から後期後半にかࡅて、武蔵野台地北➃、Ⲩ川ྑᓊのప

地をᮃࡴ⊂❧ୣに❧地する午王山遺跡では、␗なる土器をᦠ࠼たே々のどのようなඹ生もし

ࡳは代がᒎ㛤していたのだろうか。本稿では᱂ᇵ✐≀というど点からそれを᳨ウしてࡃ

たい。

　また᳜≀⪃古Ꮫⓗ㛵ᚰからは、一遺跡という、ྠ一生ែ環ቃ下で、␗なる✐≀᱂ᇵが行わ

れていたとすれば、それはẼೃࡸ土ተ、Ỉなどの生ែ環ቃせᅉによる㑅ᢥではなࡃ、それ

らも⯆῝い᳨ウㄢ㢟であࡕこ、ࡾのᩥ化系⤫ᕪに⏤来するྍ⬟ᛶがあࣉ࣮ࣝࢢれの土器ࡒ

る。 

２　荒川中下流域の弥生時代後半の栽培穀物データ

　まࡎは、午王山遺跡周辺の弥生時代中期後半から後期後半の遺跡ですでにሗ࿌ࡉれている

᱂ᇵ✐≀ሗについて⤂しておきたい。

　宮ノ台式土器では東ி㒔北区㣕㫽山遺跡でࣞ࢝ࣜࣉἲㄪᰝがᐇࡉれ、ࢿ 11 点とࣅ࢟

１点がሗ࿌ࡉれている（Ᏺ屋 2014）。またගᕷ西隣のᮅ㟘ᕷ向山遺跡ではࡸはࣜࣉࣞࡾ

４点をྠᐃしている（遠藤ࢿἲで宮ノ台式土器から࢝ 2014）。一方、宮ノ台式とేࡰ

行する北島式をయとするጔ沼ప地の⇃谷ᕷ北島遺跡ྠࡸ前中西遺跡では、北島遺跡で

ࢿ 10 点、࣡ 20 点、１ࣅ࢟点、前中西遺跡でࢿ 17 点、࣡ 31 点をྠᐃしている（遠藤

2014）。

　岩鼻式土器ではᮍሗ࿌資料ながらⴭ者がࣞ࢝ࣜࣉἲで、東松山ᕷ岩鼻遺跡で３ࢿ点、

࣡２点、ྠඵᖭ遺跡で２ࢿ点、࣡㸶点、１ࣅ࢟点、ྠ㧗ᆏ二␒町遺跡で３ࢿ点、࣡

２点、１ࣅ࢟点をྠᐃしている。

　久ヶ原式、下戸塚式、弥生町式のࣞ࢝ࣜࣉἲㄪᰝはᑡないが、午王山遺跡と 600P どと

近ࡃ、時期ⓗにもేᏑもしࡃはわࡎかに後⥆すると⪃࠼られるගᕷ吹上遺跡では、下戸塚
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式土器から３ࢿ点と４ࣅ࢟点、弥生町式土器から２ࢿ点をྠᐃしている（遠藤 2016）（１）。

　一方、岩鼻式３期からኚᐜしたとࡉれ（柿沼 2013）、後期中㡭に成❧したᅾ地の⦖ᩥᩥ

を≉ᚩとする吉ヶ谷式土器（下戸塚式 "前野町式ే行）のࣞ࢝ࣜࣉἲㄪᰝでは、ᆏ戸ᕷ下田

遺跡でࢿ 46 点、࣡ 16 点、ࣅ࢟㸴点を（柿沼・遠藤 2019）、ᔒ山町大野田西遺跡でࢿ

㸴点と࣡㸳点をྠᐃしている（遠藤 2014）。

　またගᕷᕷሙᓙ・ᕷሙ上遺跡の弥生時代後期後半と⪃࠼られる第 41 号住ᒃ跡出土土器

137 点からは４ࢿ点をྠᐃしている（遠藤 2014）。 

　一方、Ⅳ化大型᳜≀遺యࢱ࣮ࢹとしては、志木ᕷ田子山遺跡第 21 号住ᒃ跡から 81�481 点

のⅣ化ࢿと 194�993 点のⅣ化࣡がሗ࿌ࡉれておࡾ（尾形 1998）、直᥋のⅣ⣲年代 ᐃも

ᐇࡉれ、Ⅳ化ࢿ 1860 s 30\UB3、Ⅳ化࣡ 1930 s 30\UB3 という⤖果をᚓている（㧗瀬・

遠藤 2010）。土器型式でゝ࠼ば午王山遺跡での下戸塚式新・新期とే行する㡭と⨨ࡅら

れよう。また前述のගᕷᕷሙᓙ・ᕷሙ上遺跡では、第 41 号住ᒃ跡ᗋ㠃出土の台⏎ෆ部

とその周辺からⅣ化ࢿが᥎ᐃಶᩘで 10�000 点௨上᳨出ࡉれている（ගᕷ遺跡ㄪᰝ会・

ගᕷ教⫱ጤဨ会 2013）（２）。この住ᒃ跡ᗋ㠃᳨出のⅣ化ᮦ（ࣛࢼࢥᒓ）のⅣ⣲年代 ᐃも

ᐇࡉれ、1830 s 20B3 とሗ࿌ࡉれている。

　これらのሗをᴫほすると、東海地方東部に系㆕をもつ宮ノ台式土器యのࣉ࣮ࣝࢢでは、

᱂ᇵ✐≀はࢿに集中するഴ向が┳ྲྀࡉれ（３）、一方、中部㧗地ࡸ㛵東北西部と㛵㐃の῝い

北島式、岩鼻式、それに後⥆する吉ヶ谷式ࣉ࣮ࣝࢢではࢿと㞧✐の合は、ࡰ┦半ばす

るというഴ向がぢられる。弥生後期の久ヶ原式、下戸塚式、弥生町式など東海系ࡸ東ி‴ᓊ

系とࡉれる土器⩌での᱂ᇵ✐≀についてはࢱ࣮ࢹがᑡなࡃ、いまࡦとつഴ向がุ↛としない。

一方、Ⅳ化᳜≀遺యからぢると、田子山遺跡ではࢿと㞧✐が」合しているが、ᕷሙᓙ・ᕷ

ሙ上遺跡ではࢿに集中しておࡾ、ᙜヱ期の✐≀᱂ᇵがࢿに集中するഴ向にあったのか、

と㞧✐が」合する᱂ᇵ形ែであったのか、その୧方が୪Ꮡしていたのか⌧≧では明でࢿ

ある。

３　レプリカ法と種子同定基準

　土器にṧࡉれたᅽにࣥࢥࣜࢩᶞ⬡をሸしてࣞ࢝ࣜࣉを᥇ྲྀし、その型ྲྀࡾしたࣞࣜࣉ

ἲは、ᅽをṧしたᵝ々な࢝ࣜࣉを㉮ᰝ型㟁子㢧ᚤ㙾（6(0）などでほᐹ、ྠᐃを行うࣞ࢝

原ᅉ≀㉁を᥎ᐃできる᭷ຠな◊✲ᡭἲである（ଢ଼野・田川 1991）。なかでもᅽからそれを

ṧした᳜≀をྠᐃできる☜ᐇᛶの㧗い◊✲ἲとして、生ᴗ◊✲の分野で近年ᛴ㏿にᬑཬし、

日本ิ島ྛ地の⦖ᩥ時代から弥生時代の᳜≀ࢱ࣮ࢹが✚ࡉれつつある。ࡌつは土器の⫾土

は 500 ಸの㢧ᚤ㙾ほᐹがྍ⬟などの㌿ຊをᣢっておࡾ、✀子表㠃⤌⧊の⣽かい形ែまで

ほᐹがྍ⬟なため、✀子のྠᐃ精ᗘが㧗まる。また日本の⪃古Ꮫが㛗年構⠏してきた精緻な

土器編年という時間のࣔノࢩࢧをってྠᐃ資料の時期を᥎ᐃすることもྍ⬟である。

　ලయⓗᡭ㡰としては、まࡎ⫗║およ࣮࣌ࣝࡧによࡾ土器のෆእ㠃᩿ࡸ㠃をほᐹし、✀子⏤

来と᥎ᐃࡉれるᅽを᳨出し、ᅽෆの◁などをᰂらかいࢱࣈẟṑࢩࣛࣈなどでࣥࢽ࣮ࣜࢡ

ࢻࣟࣛࣃ）した上で、ձ㞳型ࢢ B�27 を㸳㸣⁐かしたࣥࢺࢭ）のሬᕸ、ղࣥࢥࣜࢩᶞ

⬡（本ㄪᰝではࣝࢱࣥࢹ࣐ࣖࢡࢺ社〇࣮ࢱࢫࢸࢺࢵࣇ࣐ࣖࢡࢺを用）のሸ、ճ◳化を
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待ってࣞ࢝ࣜࣉのྲྀࡾ出し、մ 100㸣ࣥࢺࢭによる㞳型の㝖ཤ、յ㉮ᰝ型㟁子㢧ᚤ㙾 (本

ㄪᰝでは明大Ꮫ日本古代Ꮫ◊✲ᡤᡤ蔵の .(<(1&( 9(�8800 を用 )によるほᐹ、ᙳ、ྠ

ᐃ、記㘓という、おおよそ⚟岡ᕷᇙ蔵ᩥ化㈈࣮ࢱࣥࢭ方式（ẚ佐・∦ከ 2005）にᇶ࡙ࡃᡭ

㡰でᐇした。

　また✀子のྠᐃは、⌧生✀子との形ែⓗẚ㍑によࡾ行うが、な᱂ᇵ✐≀のྠᐃᇶ‽は௨

下の通ࡾである。

 ձ 2ࢿU\]D VDWLYD㸸⋞⡿（✛果）がෆእ㢒（いわࡺる࣑ࣔࣛ࢞）にໟまれた≧ែが⢄

である。⢄のഃ㠃ほは⣳㗽形で㸪⥔⟶᮰が⭡㠃㸪୧ഃ㠃㸪⫼㠃にྛ１本ࡎつ⦪㉮すること

から、ෆእ㢒でพฝのある表㠃形ែを࿊しておࡾ、⫗║では୧➃に᮰する⦪➽のように

ぢ࠼る。ෆእ㢒の表⓶⣽⬊には㢛⢏≧✺㉳（直ᚄ⣙ 50 ȣ）（図∧ 20 ┿１）、≧ែのⰋい

資料ではᇶ部にㆤ✛（図∧ 20 ┿２）ࡸ小ᯞ᱾などがほᐹࡉれる。⋞⡿のሙ合はこの

㢛⢏≧✺㉳はほᐹࡉれࡎ、⬇がኻわれた部分がพࡳとしてほᐹࡉれる（図∧ 20 ┿３）。

 ղ 6࣡HWDULD LWDOLFD　（/㸬）3�BHDXY�㸸ࣞ࢝ࣜࣉでほᐹࡉれる⏘≧はෆእ㢒のṧᏑし

た᭷ࡩ果の≧ែがከࡃ、⫼⭡㠃ほは༸≧形～ᴃ形で、ඛ➃は㕌㢌であまࡾ✺出しない。

ഃ㠃ほは、ࡸࡸ⊃い༸≧ᴃ形になࡾ、⫼㠃（እ㢒）ഃが⭾らࡳ、⭡㠃（ෆ㢒）ഃがࡸࡸ

平ᆠなಶయがከいが、୧方が⭾らࡴሙ合もある。ෆእ㢒の表⓶⣽⬊には࢚ノࢧࢢࣟࢥᒓ

≉᭷のங㢌≧✺㉳がㄆめられ、≉にእ㢒のங㢌≧✺㉳の直ᚄが 15�20 ȣ P であることࡸ、

それࡒれの✺㉳が␇≧に㐃なることなࡃ⊂❧している≉ᚩは、࣡の野生✀࢚ノࢧࢢࣟࢥ

（㸶�15 ȣ P）との区分のᣦᶆの一つとࡉれる（1DVX HW DO 2007）（図∧ 20 ┿４� 㸳）。

ෆእ㢒のቃ目にはங㢌≧✺㉳のない平な部が୕日᭶≧にほᐹࡉれる。ෆእ㢒のࡅた

㢒果の≧ែでほᐹࡉれるࣞ࢝ࣜࣉもࡳられるが、このሙ合は⢏㛗の２㸭３どの㛗ࡉでＡ

Ꮠ形をした⬇が≉ᚩである（図∧ 20 ┿㸴）（ᳺᆏ 1993）。

 ճ 3ࣅ࢟DQLFXP PLOLDFHXP　/�㸸࣡とྠࡃࡌ᭷ࡩ果の≧ែでほᐹࡉれることがከいが、

ࡴഃ㠃ほはෆ㢒ഃとእ㢒ഃの୧方が⭾ら、ࡾて大型で、⫼⭡㠃ほでは୧➃がᑤとẚ࣡

ಶయがከい（図∧20┿㸵�㸶）。ෆእ㢒の表⓶は平で、࣡のようなங㢌≧✺㉳はない。

果⓶が࣡よࡾཌいため、እ㢒がෆ㢒をໟࡳ㎸ࡴ部分で明░なẁᕪがつࡃ（図∧ 20 ┿

㸷）。㢒果の≧ែでほᐹࡉれるࣞ࢝ࣜࣉもࡳられ、⫼㠃の中ኸには⢏㛗の１㸭２どの㛗

れる（ᳺᆏࡉの⬇がほᐹࡉ 1993）。

４　観察対象資料

　2013 年から 2014 年にᐇした午王山遺跡のࣞ࢝ࣜࣉἲㄪᰝについてはすでにගᕷࢪࢹ

ගᕷで㎰⪔がጞまった㡭ࠖࠗࠕ）で公㛤しているが࣒ࢪ࣮࣑ࣗࣝࢱ ගᕷ࣮࣑ࣗࣝࢱࢪࢹ

紀せ࠘第２号࣒ࢪ UHNLWDPD�ZDNR�MS/PXVHXP/2016BZDNRBNL\R2B023�034�SGI）、今ᅇ、⥲

ᣓሗ࿌᭩ห行に㝿して二次ㄪᰝをᐇし、本稿では一次・二次のㄪᰝ⤖果をまとめてሗ࿌す

る。なお一次と二次のࢱ࣮ࢹを⤫一するため、࣒ࢪ࣮࣑ࣗࣝࢱࢪࢹሗ࿌での土器型式ࡸ時

期ẚᐃを一部ಟ正している。

　一次ㄪᰝでは◚∦資料ྵめ 751 点の土器をほᐹした。ṧᛕながら土器型式ูの点ᩘを࢘࢝

出来ていない。二次ㄪᰝでは◚∦資料ྵめࢺࣥ 909 点の土器をほᐹし、その土器型式ูෆヂ
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は、宮ノ台式 27 点、岩鼻式 30 点、久ヶ原式 23 点、下戸塚式 829 点である。⥲ィで 1�660

点の土器をほᐹした。

５　調査結果

　第 28 表にᅽ᳨出土器のᒓᛶとともにࣞ࢝ࣜࣉ資料のྠᐃ⤖果を示した。また第 29 表に

は土器型式ูのྠᐃ᱂ᇵ✐≀の集ィを示した。

　௨下に一部の資料の土器ᐇ 図、ᅽࣉࢵࢬ࣮ࣟࢡ┿、㉮ᰝ型㟁子㢧ᚤ㙾でᙳした

ീをᥦ示しながら、✀子ྠᐃ᰿ᣐをㄝ明する。ྛ土器の型式⣽分については柿沼⏬࢝ࣜࣉࣞ

ᖿኵのほᐹᡤぢにᇶ࡙いている。

GBY-0001 は、岩鼻式２期新ẁ㝵の土器をయとする第 74 号住 13 で⅔య土器とሗ࿌ࡉれて

いる山形ᩥをᣢつ久ヶ原Ⅰ式新（岩鼻式２期新ే行）のና᩿㠃から᥇ྲྀしたࣞ࢝ࣜࣉで、⣳

㗽形の形ࡸ表㠃の㢛⢏≧✺㉳からࢿ⢄とྠᐃした（図∧ 20 ᐇ 図１・┿ 10�11）。

GBY-0002 は、岩鼻式土器がึ⌧する時期とࡉれる第 97 号住１から出土し、柿沼がཱྀࠕ縁部

がཷཱྀ≧のྡṧをṧすが跡に㐣ࡎࡂ、⬗部には᷸ᥥ⦪⩚≧ᩥ・ᩳ᱁子≧ᩥがぢられࡎ、㢕

部᷸ᥥ⡘≧ᩥ・Ἴ≧ᩥにࡸࡸれがある。ᢡࡾ㏉しཱྀ縁のᏑᅾなどのㅖ≉ᚩࠖから岩鼻式２

期（古）の≉ᚩをᣢつとした⏎の⬗部እ㠃から᥇ྲྀしたࣞ࢝ࣜࣉで、⣳㗽形の形ࡸ表㠃の

㢛⢏≧✺㉳からࢿ⢄とྠᐃした（図∧ 20 ᐇ 図２・┿ 12�13）。

GBY-0005 ～ 0015 は、岩鼻式３期ẁ㝵をయとする第 105 号住１出土の、᷸ᥥᩥをᣢࡕ岩鼻

式３期とした小型⏎の⬗部ෆ㠃に３点、እ㠃に㸶点のᅽがほᐹࡉれた。᥇ྲྀしたࣞ࢝ࣜࣉ

から、ࢿ⢄１点、࣡✛果２点、ࣅ࢟᭷ࡩ果㸳点をྠᐃした（図∧ 21 ᐇ 図３）。

GBY-0005 は、⬗部እ㠃から᥇ྲྀしたࣞ࢝ࣜࣉで、୧➃がツࣥとᑤる形ࡸෆእ✛ቃ目のẁ

ᕪからࣅ࢟᭷ࡩ果とྠᐃした（図∧ 21 ┿ 14�15）。

GBY-0006、-0009 は、⬗部እ㠃から᥇ྲྀしたࣞ࢝ࣜࣉで、⢏㛗の２㸭３どの㛗ࡉでＡᏐ形

をした⬇がほᐹࡉれたため࣡㢒果とྠᐃした（図∧ 21 ┿ 16�19）。

GBY-0012 は、⬗部ෆ㠃から᥇ྲྀしたࣞ࢝ࣜࣉで、⣳㗽形の形ࡸ表㠃の㢛⢏≧✺㉳から

∧⢄とྠᐃした（図ࢿ 21 ┿ 20�21）。

GBY-0015 は、⬗部እ㠃から᥇ྲྀしたࣞ࢝ࣜࣉで、୧➃がツࣥとᑤる形ࡸෆእ✛ቃ目のẁ

ᕪからࣅ࢟᭷ࡩ果とྠᐃした（図∧ 21 ┿ 22�23）。

GBY-0016 は、第 107 号住４出土の、下戸塚式中・古（久ヶ原Ⅱ式（古）ే行）とした⏎⬗

部እ㠃のᅽから᥇ྲྀしたࣞ࢝ࣜࣉで、⣳㗽形の形ࡸ表㠃の㢛⢏≧✺㉳からࢿ⢄とྠᐃ

した（図∧ 21 ᐇ 図４・┿ 24�25）。

GBY-0017 は、第 128 号住１出土の、下戸塚式中・古とした台⏎⬗部እ㠃のᅽから᥇ྲྀ

したࣞ࢝ࣜࣉで、⣳㗽形の形ࡸ表㠃の㢛⢏≧✺㉳からࢿ⢄とྠᐃした（図∧ 21 ᐇ 図

㸳/図∧ 22 ┿ 26�27）。

GBY-0018 ～ 0020 は、第 137 号住３出土の、久ヶ原Ⅰ式新（岩鼻式２式新ే行）とした㍯✚

表㠃の㢛⢏≧✺㉳からࡸれも⣳㗽形の形ࡎで、い࢝ࣜࣉ部ෆእ᩿㠃から᥇ྲྀしたࣞ⬗⏎ࡳ

∧⢄とྠᐃした（図ࢿ 22 ᐇ 図㸴・┿ 28�33）。

GBY-0022 は、第 141 号住 12 出土の、久ヶ原Ⅰ式新（岩鼻式３期୪行）とした㍯✚ࡳ⏎⬗部
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第 28 表　午王山遺跡ࣞ࢝ࣜࣉἲㄪᰝྠᐃ資料一ぴ
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第 29 表　午王山遺跡ࣞ࢝ࣜࣉㄪᰝ土器型式ูྠᐃ✐≀集ィ

እ㠃から᥇ྲྀしたࣞ࢝ࣜࣉで、⣳㗽形の形ࡸ表㠃の㢛⢏≧✺㉳からࢿ⢄とྠᐃした（図

∧ 22 ᐇ 図㸵・┿ 34�35）。

GBY-0023 は、第 50 号住㸴出土の、下戸塚式中・新としたናのᗏ部እ㠃から᥇ྲྀしたࣞࣉ

∧⢄とྠᐃした（図ࢿ表㠃の㢛⢏≧✺㉳からࡸで、⣳㗽形の形࢝ࣜ 22 ᐇ 図㸶・┿

36�37）。

GBY-0025 は、Ａ溝（第４次２号溝）出土の、下戸塚式中・新としたናのᗏ部እ㠃から᥇ྲྀ

したࣞ࢝ࣜࣉで、ෆእ㢒表㠃のங㢌≧✺㉳から࣡᭷ࡩ果とྠᐃした（図∧ 23 ᐇ 図㸷・

┿ 38�39）。

GBY-0027は、第 30 号住出土の、下戸塚式中・新としたናのᗏ部እ㠃から᥇ྲྀしたࣞ࢝ࣜࣉで、

⣳㗽形の形ࡸ表㠃の㢛⢏≧✺㉳からࢿ⢄とྠᐃした（図∧ 23 ᐇ 図 10・┿ 40�41）。

GBY-0029 は、第 104 号住出土の、下戸塚式新・新とした台⏎⬗部እ㠃から᥇ྲྀしたࣞࣉ

∧⢄とྠᐃした（図ࢿ表㠃の㢛⢏≧✺㉳からࡸで、⣳㗽形の形࢝ࣜ 23 ᐇ 図 11・┿

42�43）。

GBY-0030 は、第 101 号住出土の、宮ノ台式のྍ⬟ᛶがある⏎ᗏ部እ㠃から᥇ྲྀしたࣞࣜࣉ

∧⢄とྠᐃした（図ࢿ表㠃の㢛⢏≧✺㉳からࡸで、⣳㗽形の形࢝ 23 ᐇ 図 12・┿

44�45）。ただし↓ᩥのᗏ部資料のため☜ᐇに宮ノ台式とはẚᐃできない。

GBY19-0031 は、第２次ㄪᰝ区一ᣓの久ヶ原Ⅰ式としたና㢕部᩿㠃から᥇ྲྀしたࣞ࢝ࣜࣉで、

⣳㗽形の形ࡸ表㠃の㢛⢏≧✺㉳からࢿ⢄とྠᐃした（図∧ 23 ᐇ 図 13・┿ 46�47）。

GBY19-0040 は、第 114 号住出土の、下戸塚式新・新とした小型ና⬗部እ㠃から᥇ྲྀしたࣞ

∧⢄とྠᐃした（図ࢿ表㠃の㢛⢏≧✺㉳からࡸで、⣳㗽形の形࢝ࣜࣉ 24 ᐇ 図 14・

┿ 48�49）。

GBY19-0048 は、Ａ溝（第 10 次１号溝）出土の、下戸塚式中・新としたና⬗部እ㠃から᥇ྲྀ

したࣞ࢝ࣜࣉで、⣳㗽形の形ࡸ表㠃の㢛⢏≧✺㉳からࢿ⢄とྠᐃした（図∧ 24 ᐇ 図

15・┿ 50�51）。

GBY-0053 は、Ａ溝（第２次１号溝）出土の、下戸塚式中・新とした㧗ᆗᆗ部ෆ㠃から᥇ྲྀ

したࣞ࢝ࣜࣉで、⣳㗽形の形をᣢࡕ୧➃に向かう⦪➽≧のẁᕪはほᐹࡉれるものの、表

㠃には㢛⢏≧✺㉳がほᐹࡉれないため、ࢿ⋞⡿とྠᐃした（図∧ 24 ᐇ 図 16・┿ 52�

53）。

GBY19-0054 は、第 84 号住出土の、下戸塚式中・古とした台⏎⬗部ෆ㠃から᥇ྲྀしたࣞࣉ

∧⢄とྠᐃした（図ࢿ表㠃の㢛⢏≧✺㉳からࡸで、⣳㗽形の形࢝ࣜ 24 ᐇ 図 17・┿

54�55）。
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６　分析

　本ㄪᰝのලయⓗな◊✲目ᶆは、㛵東地方で本᱁ⓗ㎰⪔社会が成❧したとࡉれる弥生時代中

期後半から後期後半にかࡅて、午王山遺跡では (1) ✐≀᱂ᇵがすでに㛤ጞࡉれていたのか㸽 

(2) 系⤫が␗なる土器型式ࣉ࣮ࣝࢢでは、✐≀᱂ᇵ形ែにも㐪いはあるのか㸽 (3) ᱂ᇵ✐≀

に通時ⓗኚ化はࡳられるか㸽などのၥいにある。ṧᛕながら今ᅇのㄪᰝࢱ࣮ࢹからそれらす

ともẚ㍑しながら分ࢱ࣮ࢹることは㞴しいが、周辺地域の᪤Ꮡ࠼⟆とࡾてのၥいにしっか

析をヨࡳたい。

　宮ノ台式土器からの同定穀物　☜ᐇに宮ノ台式とẚᐃできる土器から᱂ᇵ✐≀はྠᐃでき

なかった。前述した通ࡾ *B<�0030 はࢿであることは☜ᐇな資料だが、ᅽ᳨出土器はᗏ

部のࡳの遺Ꮡのため☜ᐇに宮ノ台式土器とẚᐃできない。したがって午王山遺跡での弥生時

代ึ⌧期の宮ノ台式期に、✐≀᱂ᇵが㛤ጞࡉれていたのかどうか今ᅇのࣞ࢝ࣜࣉἲㄪᰝから

は明らかにすることはできなかった。ただ午王山遺跡での宮ノ台式の☜ᐇな住ᒃ跡は３㌺に

㐣ࡎࡂ、出土する宮ノ台式土器もᑡない。したがって、本ㄪᰝでの✐≀のᅾはほᐹ土器点

ᩘ㊊に原ᅉがあるྍ⬟ᛶが㧗い（４）。一方で、ྠࡃࡌⲨ川下流域のᮅ㟘ᕷ向山遺跡ࡸ北区

㣕㫽山遺跡での宮ノ台式土器をᑐ㇟としたࣞ࢝ࣜࣉἲㄪᰝ⤖果から類᥎すれば、その生ᴗに

༨める合はᑡないとしても、すでに✐≀᱂ᇵが㛤ጞࡉれていたྍ⬟ᛶは㧗いと⪃࠼る。

　岩鼻式土器からの同定穀物　午王山遺跡での岩鼻式は２期古ẁ㝵から３期までの時間幅を

ᣢつとࡉれているが（柿沼 2009、2013）、岩鼻式２期古ẁ㝵のࢿ⢄を１点と、岩鼻式３期

のࢿ⢄１点、࣡㢒果２点、ࣅ࢟᭷ࡩ果㸳点をྠᐃした。この⤖果からは㞧✐がでࢿ

がకうような᱂ᇵ形ែとண ࡉれる。ただ１ࢿ点௨እはすて一ಶయの小型⏎にほᐹࡉれ

たᅽからのྠᐃであるため、ὀ意がᚲせであろう。一ಶయの土器から大㔞の✀子がྠᐃࡉ

れるഴ向は⦖ᩥ時代ᬌ期末のᾋ⥺ᩥ土器ࡸ弥生時代前半のⴿ墓出土土器などにᩘከࡃぢཷ

られる≉ᚩで（遠藤ࡅ 2012、遠藤 2017 など）、これを✀子のഅ↛のΰධとするか意図ⓗな

ΰࡐ㎸ࡳとするかุ᩿が㞴しい。しかし、いࡎれにしても一ಶయの土器から࢟、࣡、ࢿ

れていたことࡉと㞧✐が」合ⓗに᱂ᇵࢿれたことは、岩鼻式土器期にࡉでྠᐃࢺࢵࢭがࣅ

の一つの᰿ᣐとなࡾᚓるのではないだろうか。前述した東松山ᕷෆ３遺跡での岩鼻式土器の

。でྠᐃしているࢺࢵࢭと㞧✐をࢿれの遺跡でもࡎἲㄪᰝでも、い࢝ࣜࣉࣞ

　久ヶ原式土器からの同定穀物　岩鼻式２期およ３ࡧ期とే行するとࡉれる（柿沼 2009）

久ヶ原式土器では、久ヶ原Ⅰ式新ẁ㝵（岩鼻式２期新ే行）の山形ᩥをもつናから１ࢿ点、

久ヶ原Ⅰ式新ẁ㝵の㍯✚２⏎ࡳ点（岩鼻式２期新ే行と３期ే行）からࢿ㸳点、久ヶ原Ⅰ

式のና㢕部᩿㠃から１ࢿ点のィ㸵点のࢿをྠᐃしている。ほᐹ資料ᩘがᑡないため㞧✐

の᭷↓はุ᩿できないが、今ᅇの⤖果のࡳから᥎ᐃすれば、岩鼻式土器と久ヶ原式土器がే

Ꮡした㡭、午王山遺跡では、岩鼻式土器ࣉ࣮ࣝࢢによるࢿと㞧✐が」合する✐≀᱂ᇵと、

久ヶ原式ࣉ࣮ࣝࢢによるࢿの集中ᗘが㧗い✐≀᱂ᇵ、二つの✐≀᱂ᇵがేᏑしていたྍ

⬟ᛶがある。

　下戸塚式土器からの同定穀物　下戸塚式土器からはࢿ 20 点、２࣡点、１ࣅ࢟点をྠ

ᐃした。ከࡃが下戸塚式中ẁ㝵とした土器からのྠᐃで、新・新ẁ㝵資料からはࢿ㸳点で

ある。ࢿに集中しഹかに㞧✐がకうഴ向が┳ྲྀࡉれ、午王山遺跡での✐≀᱂ᇵはこのẁ㝵、
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稲సయに㌿したྍ⬟ᛶがある。

　

７　考察

　土器型式と栽培穀物　弥生時代後期前半の岩鼻式土器からはࢿと㞧✐をྠᐃし、一方

久ヶ原式土器からはࢿのࡳをྠᐃした。もしも、ྠ一住ᒃෆで土器がΰࡾࡊ合うどඹᏑ

していた２つの土器型式で、␗なる✐≀᱂ᇵが行われていたとしたら大ኚ⯆῝い≧ἣであ

る。ࢿと㞧✐が⤌ࡳ合わࡉる᱂ᇵとࢿに集中する᱂ᇵ、二つの᱂ᇵ形ែが一つの生ែ環

ቃ下でేᏑしていたとするなら、それは᱂ᇵ✐≀の㑅ᢥがᚲࡎしも༢⣧に生ែ環ቃにつᐃࡉ

れるものではなࡃ、土器型式などのᩥ化ⓗ社会ⓗ⫼ᬒに⏤来するྍ⬟ᛶを示しているとゝ࠼

るのではないだろうか。ただṧᛕながら午王山遺跡での岩鼻式、久ヶ原式土器の出土㔞はᑡ

なࡃ（㸳）、今ᅇ二次ㄪᰝでほᐹできた資料も、岩鼻式 30 点、久ヶ原式 23 点に㐣ࡂない。今

後のࢱ࣮ࢹの✚を待って、ᗘ᳨ウしたい。

　なおᆏ戸ᕷ下田遺跡は、岩鼻式からኚᐜしたとࡉれる弥生時代後期後半の吉ヶ谷式をయ

とする遺跡で、本来ୣ㝠などに❧地するとࡉれる吉ヶ谷式の中で、Ⲩ川中流域のప地❧地

を⛣しているᩘᑡない遺跡である。一ぢこのような集落❧地のኚ化はỈ田稲సを志向しての

⛣ືともゎ㔘ࡉれるが、しかし前述したとお࢝ࣜࣉࣞ、ࡾἲㄪᰝ⤖果はࢿと㞧✐が」合し

ていた。

　栽培穀物の通時的変化　午王山遺跡で環濠が⠏造ࡉれたのは弥生時代後期下戸塚式期と

ᐃࡉれているが（柿沼 2009）、今ᅇのㄪᰝではࡻࡕうどこの時期に、ࢿと㞧✐が」合する

᱂ᇵ形ែから、稲సの集中という㌿機がண ࡉれた。ただ前述したように、ేࡰ行し後

⥆する吹上遺跡のࣞ࢝ࣜࣉἲㄪᰝではࢿの集中はぢられࡎ、一方、Ⅳ化✐≀からは後⥆

するᕷሙᓙ・ᕷሙ上遺跡で一住ᒃෆでのࢿの集中がぢཷࡅられるが、志木ᕷ田子山遺跡

住ᒃでは大㔞のࢿと࣡が᳨出ࡉれている。したがってࢿと㞧✐が」合する᱂ᇵとࢿ

に集中する᱂ᇵ、二つの᱂ᇵ形ែが弥生時代後期のⲨ川下流域でేᏑしていたのか、༑分

なࡸࢱ࣮ࢹㄪᰝἲによるࢫࣂなのか、こࡕらも⌧≧でのุ᩿は㞴しい。ただⲨ川中流域

の吉ヶ谷式土器のࣞ࢝ࣜࣉἲㄪᰝ⤖果からࡳても、この地域では弥生時代後期にධっても᱂

ᇵ✐≀はᚲࡎしもࢿに集中していたわࡅではなࡉそうで、そのከᵝᛶのせᅉも今後の᳨ウ

ㄢ㢟である。

８　おわりに

　弥生㎰⪔の㛵東地方のἼཬについては、土器のᵝ┦࢝ࣜࣉࣞࡸἲㄪᰝ⤖果からࡳてከᵝ

な࣮ࣝࢺがᐃࡉれるが、弥生時代中期の中部㧗地では、おそらࡃ北㝣地方の小松式土器

からのᙳ㡪をཷࡅたᰩᯘ式土器ᅪでࢿと㞧✐が」合した✐≀᱂ᇵがᗈ⠊ᅖにᒎ㛤してお

㤿ሙ・遠藤）ࡾ 2017）、その」合ⓗ✐≀᱂ᇵはᰩᯘ式土器とともに中期後半には⇃谷ᕷ北島

遺跡ࡸ前中西遺跡に฿╔している（遠藤 2018D）。そして、後期吉ヶ谷式యのᆏ戸ᕷ下田

遺跡でも㋃くࡉれている（柿沼・遠藤 2019）。一方、ኴ平ὒἢᓊを東に㎺る࣮ࣝࢺでは、よ

かれていたようで（篠原ࡉした✐≀᱂ᇵがᑟධࢺࣇࢩにࢿࡾ 2012、遠藤・㧗瀬 2012）、

中期後半の南㛵東を中ᚰとした宮ノ台式土器ᅪでは、大塚遺跡で┳ྲྀࡉれたように（佐々木
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。れているࡉの集中がሗ࿌ࢿ（2017

　このような、࣮ࣝツをྠࡃࡌしながらも系㆕の␗なる✐≀᱂ᇵᣑᩓの２本のࣝࢺࢡ࣋が㛵

東地方でࡧᕪしたሙᡤこそが、午王山遺跡だったのではないかというのが筆者のண で

ある。

　午王山遺跡出土土器のࣞ࢝ࣜࣉἲㄪᰝならࡧに本稿のᇳ筆にᙜたっては、鈴木一郎Ặ、中

岡㈗⿱Ặはࡌめගᕷ教⫱ጤဨ会のⓙᵝに大ኚおୡヰになった。午王山遺跡出土土器の時期

ẚᐃにᙜたっては、柿沼ᖿኵẶに㈗㔜なご教示を㈷った。また東松山ᕷのᮍⓎ表資料の࣮ࢹ

の㢧ᚤ㙾ほᐹに㝿࢝ࣜࣉ用については、東松山ᕷ教⫱ጤဨ会のご㓄៖があった。᥇ྲྀࣞࢱ

しては、明大Ꮫ日本古代Ꮫ◊✲ᡤᡤ蔵の㉮ᰝ型㟁子㢧ᚤ㙾（.(<(1&( 9(�8800）を用ࡉ

せていただいた。おୡヰになったⓙᵝがたにこのሙをࡾてお♩⏦し上ࡆます。

࠙トࠚ

１）本稿ではࠗගᕷ࣒ࢪ࣮࣑ࣗࣝࢱࢪࢹ紀せ࠘第２号での土器時期ẚᐃを一部改めて⣽分して分析し

ている。

２）ᕷሙᓙ・ᕷሙ上遺跡では、ࣞ࢝ࣜࣉἲでࢿが４点のྠࡳᐃࡉれたのにᑐして、Ⅳ化ࢿが 10�000 点

௨上᳨出ࡉれている。ྠᵝのഴ向は志木ᕷ田子山遺跡でも┳ྲྀࡉれ、81�481 点のⅣ化ࢿと 194�993

点のⅣ化࣡にᑐして、ࣞ࢝ࣜࣉἲからは２ࢿ点と１࣡点しかྠᐃできていない。土器にᅽが

ṧる☜⋡は㠀ᖖにపいとᛮわれるため、ࣞ࢝ࣜࣉἲのྠᐃᩘがయ㔞をᫎしているとはゎ㔘できな

い。一方でࡸはࡾ㝈ᐃⓗなⅣ化✐≀の᳨出もごࡃ一⯡ⓗなᩘなのか≉Ṧななのか明であࡾ、どࡕ

らがᐇ㝿にᏑᅾした✐≀のᐇែに近いのかุ᩿が㞴しい。ただᙜヱ期のࣞ࢝ࣜࣉἲㄪᰝをᐇすると

ᩘはᑡないながら᱂ᇵ✐≀がࡰいࡎれの遺跡資料からもྠᐃࡉれるが、Ⅳ化✀子の᳨出は࣮ࣟࣇ

㝈ᐃⓗである。⌧≧ではᐃ㔞ⓗな㆟ㄽはなかなか、ࡾἲが༑分にᬑཬしていないこともあࣥࣙࢩ࣮ࢸ

ᅔ㞴であるが、ࡉまࡊまなᡭἲからࢱ࣮ࢹを✚し、そのࢱ࣮ࢹをすࡾ合わせて分析していࡃことが

ᚲせと⪃࠼る。

３）宮ノ台式土器をయとするᶓᕷ大塚遺跡のࣞ࢝ࣜࣉἲㄪᰝでは、ࢿࠕと࣐ࢦ࢚のᅽが᳨出ࡉれ 、ࠖ

3000ࠕ 点௨上の土器◚∦ࡸ完形土器のᅽをㄪᰝしたが、ࣅ࢟ࡸ࣡などの㞧✐は１点も᳨出ࡉれて

いない （ࠖ佐々木 2017）とのሗ࿌がある。一方、㏸子ᕷ池子遺跡のࣞ࢝ࣜࣉἲㄪᰝでは、宮ノ台式土

器から28ࢿ点、２࣡点、ࣅ࢟㸳点をྠᐃし、ࢿがయとなࡾ㞧✐がకうഴ向が┳ྲྀࡉれている（遠

藤 2018E）。

４）ṧᛕながら一次ㄪᰝでは土器型式ูのほᐹ土器点ᩘをࢺࣥ࢘࢝していないが、二次ㄪᰝでは宮ノ台式

27 点、岩鼻式 30 点、久ヶ原式 23 点、下戸塚式 829 点をほᐹしている。このෆヂからも下戸塚式土器

がほᐹ土器のとࢇどを༨めていることは☜ᐇで、また午王山遺跡の弥生土器の型式ูෆヂもそれ

ど㐪わないと⪃࠼る。

㸳）ᅾ地系とࡉれる久ヶ原式土器ではあるが、松本　完によれば午王山遺跡で久ヶ原式土器のࡳを出土す

る遺構はᏑᅾせ124、ࡎ ㌺中㸵㌺の住ᒃから山形ᩥのናࡸ㍯✚ࡳ⏎が出土しているが、そのとࢇど

が◚∦資料であると述ている（松本 2007�S�287）。
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第２節　東日本の環濠集落からみた午王山遺跡

                                                                                                                         小 倉　淳 一

１　はじめに

　午王山遺跡は南㛵東地方におࡅる弥生時代後期の環濠集落のዲとしてよࡃ▱られるᏑᅾ

である。しかし、遺跡ෆの小区域をᑐ㇟としたㄪᰝが᩿⥆ⓗに進行したこともあࡾ、これま

でそのయീについてはゎ明が進ࢇできたとはい࠼なかった。また、環濠下ᒙからの出土資

料がẚ㍑ⓗᑡないなど、環濠のᡤᒓ時期がᚲࡎしも明☜ではなかったことも、本遺跡のホ౯

を㞴しࡃしてきた。

　今ᅇの⥲ᣓሗ࿌᭩స成にあたって、これらのၥ㢟をゎᾘし午王山遺跡の環濠集落ീを構

成することが、今後の弥生時代集落およࡧ社会の᳨ウに資することはㄽを待たない。午王山

遺跡を東日本の環濠集落遺跡としてどのように⨨࡙ࡅるかについての㆟ㄽは、本ሗ࿌を

もって本᱁ⓗにጞまることとなるはࡎである。

　筆者はこれまで㛵東地方の環濠集落を集成するとともに、それらの大ูⓗなᡤᒓ時期、環

濠のつᶍ、ᒎ㛤㐣⛬などについていࡃつかの᳨ウを行ってきた (小倉 2015㺃16㺃17)。中期の

環濠とそれ௨㝆の環濠との間につᶍの上でかなࡾのᕪがあࡾ、後期の環濠は᥀๐土㔞の点で

も小型化が進ࡳ、┬ຊ化ࡉれた環濠としてタ⨨ࡉれていることについてᩘ್をᥦ示しつつㄽ

。てきたところであるࡌ

　本稿ではこうしたど点にᇶ࡙き、これまで本᱁ⓗな᳨ウにஈしかった午王山遺跡の環濠の

あࡾ方をඖするとともに、その≉㉁に㛵する⌧≧の⌮ゎをまとめておࡃこととしたい。筆

者のຊ㔞では東日本యをᢅうことはலか荷が㔜いこともあࡾ、に㛵東地方の環濠集落を

中ᚰとしてㅖ✀のၥ㢟について⪃࠼てࡳることをおことわࡾしておࡃ。

２　午王山環濠の全体像

a．３条の溝の存在

　午王山遺跡はすでに一部が๐平ࡉれ、遺跡南部を中ᚰにᪧ地形がኻわれている部分がある

が、これまでの 15 次にཬࡪㄪᰝの成果をඖにするとᑡなࡃとも３᮲の溝のᏑᅾをㄆめても

よࡉそうである（第217図）。⥲ᣓሗ࿌᭩⟇ᐃጤဨ会ではこれをＡ溝㺃㹀溝㺃㹁溝とྡした。

Ａ溝は午王山㡬部の平ᆠ㠃を中ᚰにタ⨨ࡉれ、集落ෆのከࡃの❿✰住ᒃをྲྀࡾᅖࡴ溝で、環

濠と⪃࠼ているものである。第２次 㺃第３次・第４次 㺃第㸳次 㺃第㸵次 㺃第 10 次・第 11 次

ㄪᰝなどで᳨出ࡉれ、遺跡北ഃのᩳ㠃にἢってタᐃしたࢳࣥࣞࢺㄪᰝにおいてⓎぢࡉれてい

る溝にも⥆いているものとࡳられる。Ａ溝のእഃに、一ぢしてＡ溝と୪行するように᥀๐ࡉ

れたように࠼ࡳるẚ㍑ⓗつᶍの小ࡉな溝が㹀溝である。第２次 㺃第３次 㺃第４次 㺃第㸳次 㺃

第 10 次ㄪᰝにおいて᳨出ࡉれておࡾ、⌧地㋃ᰝによる地形☜ㄆを行った⤖果、この溝は

周せࡎ、遺跡北➃のᓴで㏵ษれるものと⪃࠼られる。Ａ・㹀溝間の間㝸は第２次・第㸳次ㄪ

ᰝ区において最も⊃ࡃ㸵P ⛬ᗘ、第３次ㄪᰝ区およࡧ第 10 次ㄪᰝ区においては間㝸がᗈが

ࡾ 12P ⛬ᗘとなる。これらの溝とはูに、ഴᩳをᙉめながら下っていࡃ午王山の西➃部を南
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北方向に㉮る溝が㹁溝であࡾ、第２次 㺃第 13 次ㄪᰝ区から᳨出ࡉれている。この溝は南部

のᓴ㠃において᩿㠃が☜ㄆࡉれておࡾ、➼㧗⥺にἢいながらᘼをᥥࡃようにタ⨨ࡉれたもの

とࡳられる。なお、本稿では㹁溝をᗈ⩏の環濠と⨨࡙ࡅるが、本来の意においては᮲濠

というྡ⛠でࡪ方が㐺ษであろう。

b．環濠の時期と重複遺構

　午王山遺跡では、Ａ溝においてその中ᒙ 㺃上ᒙを中ᚰに土器の出土が㢧ⴭであࡾ、㹀溝で

は出土遺≀はᑡなࡃ、㹁溝においてはとࢇど遺≀がㄆめられなかった。

　⥲ᣓሗ࿌᭩のస成にあたって、本᭩の中で柿沼ᖿኵが土器編年の㠃から時期ูのᡤᒓ遺構

を明らかにしておࡾ (柿沼 2019㸪本❶第３⠇ )、その成果によると、午王山遺跡は弥生時代

中期後半から後期後半までの集落遺跡であࡾ、そのయは後期中ⴥ前後にある。また、環濠

は東ி‴ᓊの土器型式に↷らして後期前半の久ヶ原Ⅱ式期古ẁ㝵に᥀๐ࡉれるものとࡳられ

る。この時期は柿沼によるᙜ地域の土器編年では下戸塚式中・古期に┦ᙜし、⥆ࡃ下戸塚式

中・新期になると環濠と㔜」する形で時期を᥎ᐃできる❿✰住ᒃ跡が営まれる。Ａ溝上にࡳ

られる第４次 50 号住ᒃ跡、51 号住ᒃ跡、㹀溝上には第４次 52 号住ᒃ跡が構⠏ࡉれている。

なお、出土土器の㠃からはＡ溝と㹀溝との間に時間ⓗなᕪ␗がᏑᅾするとはゝいษれない。

また、下戸塚式新期になると第㸳次㹀区 62 号住ᒃ跡が構⠏ࡉれる。これら下戸塚式中・新

期から下戸塚式新期にかࡅては久ヶ原Ⅱ式新ẁ㝵に┦ᙜすると⪃࠼られる。

　このように出土土器と遺構┦の㛵ಀにᇶ࡙ࡃ集落のኚ㑄㐣⛬からは、午王山遺跡の環濠

が᥀๐ࡉれてからᇙἐするまでの時期が久ヶ原Ⅱ式期の中にまること、久ヶ原Ⅱ式新ẁ㝵

において溝のᇙἐがጞまることをᐃすることがྍ⬟である。なお、㹁溝については時期を

≉ᐃすることができない。

ಓࢢ
273号

ઢ

ಓ273号ઢࢢ

20�0

16�0

17�0
18�0
19�0

21�0
22�0
23�0

24�0

15�0

20�0

14�0

16�0

17�0
18�0

19�0

21�0

22�0

23�0
15�0

14�0

16�0

10�
0

15�0

20�0

11
�0

12�0

13�
0
14�0

16�0 17�0
18�0
19�0

21�0
22�0
23�0

10
�0

15�0

20�0

9�0

11�0

12
�0

13�0

14�
0

16�0
17�0
18�0
19�0

21�0

22�0
23�0

24�0

10�0

15�0

20�0

8�0

9�0

11�0
12�0
13�0
14�0

16�0

17�0
18�0
19�0

21�0

22�0

23�0
24�0

10�0

15�0

20�0

8�0

9�0

11�0
12�0
13�0

14�0

16�0
17�0
18�0
19�0

21�0

22�0

23�0

24�0

20�0

21�0

22�0
23�0
24�0

24�0

24
�0

15�0

15
�0
15
�0

ۚ
ઘ
ષ
ࣉ
ڥ


ؒڱ
Ҵՙ
ਆࣾ

6�836�73
6�756�85

6�91
6�977�07

7�28

7�59

7�88

8�42

8�61

8�70

9�06

9�45
9�50

22�5
5

23�9
1

23�9
2

24�4
2

24�4
2

24�6
1

24�5
9

24�6
1

24�0
7

24�2
1

24�0
624�3

9

24�2
1

24�4
1

24�3
3 24�3

9

23�6
7

23�5
9

24�4
3

24�2
0

24�1
2

24�5
0

24�2
7

24�3
3

24�2
0

24�2
3

24�1
3

24�1
5

24�0
9

24�0
3

24�1
7

24�1
2

24�3
1 24�4

0

24�3
6

24�5
1

24�4
824�0

9

23�6
3

23�8
0

23�4
8

22�4
5

22�4
2

21�8
8

21�7
8

20�6
1

19�1
218�5

8

21�8
1

23�9
9

23�9
5

24�0
7

24�0
5

24�1
0

17�9
9

18�0
1

24�9
5

24�3
2

24�7
7

24�6
5

24�3
8

24�3
0

24�1
8

24�2
6

24�2
8 24�4

7

20�7
2

20�7
5

20�7
6

21�6
8

21�5
221�4

1

11�0
2

12�3
7

14�2
6

14�5
8

13�9
9

13�5
3

12�4
3

11�5
9

10�6
9

15�0
3 15�4

112�7
6

10�9
6

11�6
9

12�8
5

13�8
9

15�3
5

17�8
9 19�8

7
22�2
4

23�4
7

23�9
5

24�1
0

24�2
6

24�4
8

24�5
7

24�5
6

24�5
5

24�4
7

24�3
8

24�2
0

24�1
1

23�9
8

23�9
6

23�4
3

23�0
2

23�0
6

23�6
5

23�5
2

9�81

10�0
3

9�82

15
�0

20
�0

14
�0

16
�0

17
�0

18
�0

19
�0

21
�0

22
�0

23
�0

15
�0

20
�0

14
�0

16
�017
�018
�019
�0

21
�0

22
�0

14�5
1

14�7
8

ಓࢢ
273号

ઢ

ಓ273号ઢࢢ

20�020�020�0

16�0

17�0
18�0
19�018�0
19�018�0

21�021�021�0
22�0
23�0

24�0

15�015�015�0

20�020�020�0

14�0
15�014�0
15�0
16�0

17�0
18�0

19�0

21�0

22�0

23�0
15�015�015�0

14�0

16�0

10�
0

10�
0

10�
0

15�015�0

20�020�020�0

11
�0

12�0

13�
0
14�015�014�015�0

16�016�0 17�0
18�0
19�0

21�0
22�0
23�0

10
�0
10
�0

15�015�0

20�020�020�0

9�0

11�011�0

12
�0

13�0

14�
01
3�0

14�
01
3�0

16�0
17�0
16�0
17�0
16�0

18�0
19�0

21�0

22�0
23�0

24�0

10�010�010�0

15�015�015�0

20�020�020�0

8�0

9�0

11�0
12�0
13�0
14�0

16�0

17�0
18�0
19�0

21�0

22�0

23�0
24�0

10�010�0

15�015�0

20�020�020�0

8�0

9�0

11�0
12�0
13�0

14�0

16�0
17�0
18�0
17�0
18�0
17�0

19�0

21�0

22�0

23�0

24�0

20�020�020�0

21�0

22�0
23�0

24
�0

15�015�0

15
�0
15
�0
15
�0
15
�0
15
�0
15
�0
15
�0
15
�0
15
�0
15
�0
15
�0
15
�0
15
�0
15
�0
15
�0
15
�0

ۚ
ઘ
ષ
ࣉ
ڥ


ؒڱ
Ҵՙ
ਆࣾ

6�836�73
6�756�85

6�91
6�977�07

7�28

7�59

7�88

8�42

8�61

8�70

9�06

9�45
9�50

22�5
5

23�9
1

23�9
2

23�9
2

24�4
2

24�4
2

24�6
1

24�5
9

24�6
1

24�0
7

24�2
1

24�0
624�3

9

24�2
1

24�4
1

24�3
3 24�3

9

23�5
9

24�4
3

24�2
0

24�1
2

24�5
0

24�2
7

24�3
3

24�2
0

24�2
3

24�1
3

24�1
5

24�0
9

24�0
3

24�1
7

24�1
2

24�3
1 24�4

0

24�3
6

24�3
6

24�3
6

24�5
1

24�4
824�0

9
24�0
9

24�0
9

24�0
9

24�0
9

23�6
3

23�8
0

23�4
8

22�4
5

22�4
2

21�8
8

21�8
8

21�7
8

21�7
8

20�6
1

19�1
218�5

8

21�8
1

23�9
9

23�9
5

24�0
7

24�0
5

24�1
0

17�9
9

17�9
9

17�9
9

17�9
9

17�9
9

18�0
1

24�9
5

24�3
2

24�7
7

24�6
5

24�3
8

24�3
8

24�3
8

24�3
8

24�3
8

24�3
0

24�1
8

24�2
6

24�2
8 24�4

7

20�7
2

20�7
5

20�7
6

21�6
8

21�5
221�4

1

11�0
2

12�3
7

14�2
6

14�5
8

13�9
9

13�5
3

12�4
3

11�5
9

10�6
9

15�0
3 15�4

112�7
6

10�9
6

11�6
9

12�8
5

12�8
5

13�8
9

15�3
5

17�8
9 19�8

7
22�2
4

23�4
7

23�9
5

24�1
0

24�2
6

24�4
8

24�5
7

24�5
6

24�5
5

24�4
7

24�3
8

24�3
8

24�2
0

24�1
1

23�9
8

23�9
6

23�4
3

23�0
2

23�0
6

23�6
5

23�5
2

9�81

10�0
3

10�0
3

9�829�829�82

15
�0

15
�0

15
�0

20
�0

20
�0

20
�0

16
�0

16
�0

17
�0

18
�0

19
�0

19
�0

21
�0

21
�0

21
�0

22
�0

22
�0

23
�0

23
�0

23
�0

15
�0

15
�0

15
�0

20
�0

20
�0

20
�0

14
�0

14
�0

16
�0
16
�017
�0
17
�0

24�4
7

24�4
7

18
�0

18
�019
�0

19
�0

21
�0

21
�0

21
�0

22
�0
22
�0
22
�0

14�5
1

14�7
8

14
�0

14
�0

A 溝
24�4
7

24�4
7

24�4
7

24�4
7

24�4
7

24�4
7

A溝

B溝
ୈ2࣍ௐࠪ۠

ୈ2࣍ௐࠪ۠

24�1
0

B 溝

3溝 7溝

A 溝

A溝

B溝

ୈ ௐࠪ࣍5 B۠

ୈ ௐࠪ۠࣍4

4溝

A溝

ୈ ௐࠪ۠࣍7

ୈ ௐࠪ۠࣍6

7溝

ୈ ௐࠪ࣍9 B۠

7溝

ୈ̔࣍
ௐࠪ۠

7溝

A溝

B溝

ୈ3࣍ௐࠪ۠

ୈ10࣍ௐࠪ۠

A溝

B溝

ୈ11࣍ௐࠪ۠

A溝

A溝

ୈ5࣍ௐࠪA۠

24�4
7

117 号住

10 号土坑 11 号土坑

14 号土坑

118 号住 119 号住

120・121 号住

13 号土坑

12 号土坑

116 号住

122 号住

124 号住

8溝

9号土坑

13 号住

24�3
8

24�3
8

J20 号
土坑

15 号住16 号住

152 号住

150 号住

J21 号
土坑

151 号住

13 号住

ୈ 15 ௐࠪ۠࣍

128 号住

16 号土坑

J19 号土坑

17 号土坑

H18 号住

136 号住

135 号住

Bトレンチ

12 溝

34 号住

145 号住

134 号住

9溝

15 号土坑

27 号住

ୈ 12 ௐࠪ۠࣍
ୈ 14 ௐࠪ۠࣍

132 号住

133 号住

10 溝
131 号住

130 号住

137 号住

138 号住

129 号住

9溝

146 号住

144 号住

142 号住

147 号住

148 号住

149 号住

143 号住

139 号住

140 号住

Aトレンチ

141 号住

J18 号土坑

H17 号住

1号方形周溝墓

2号方形周溝墓

3号方形周溝墓

24�2
8

24�2
8

ୈ ��� ਤɹޕԦࢁҨͷਪఆ෮ݩҊ



ɹɹɹɹୈ̎અɹ౦ຊͷूམ͔ΒΈͨޕԦࢁҨɹ

ʖ ��� ʖ

c．多重環濠の推定

　これまでのㄪᰝにおࡅる成果を⥲合すれば、午王山遺跡の環濠は、地形上の最㧗ᡤとഴᩳ

のኚ化を意㆑しながら㓄⨨ࡉれているものとࡳられる (第 217 図 )。Ａ溝はᶆ㧗 25P の午王

山最㡬部をྲྀࡾᅖࡴように᥀๐ࡉれ、その周ᅖのࡸࡸ下った部分にＡ溝をྲྀࡾᕳࡃように㹀

溝が㓄ࡉれる。㹀溝と㹁溝との間㝸は第２次ㄪᰝ区で⣙ 60P を ࡾ、㹁溝はある時期の集

落域の西➃部を区⏬するかのように࠼ࡳる。㹁溝との㛵ಀについてはᥐࡃとして、Ａ溝と㹀

溝はそれࡒれ↓㛵ಀに᥀๐ࡉれたものがたまたま➼㧗⥺≧に୪行する形となったものではな

れたࡉらかのᏑᅾを意㆑しながら᥀๐ࡕど、ࡾ溝┦の平㠃図上での㓄⨨㛵ಀをぢる㝈、ࡃ

ものと⪃࠼る方が⮬↛であろう。そのሙ合は、わࡊわࡊᒃ住✵間を⦰小するように後からෆ

ഃに᩿㠃✚の大きなＡ溝を᥀ったとは⪃࠼にࡃい。ࡸはึࡾめに午王山の最㧗ᡤを意㆑し、

Ａ溝を環濠として᥀๐したྍ⬟ᛶが㧗いのではないだろうか。ၥ㢟はその㝿㹀溝をྠ時に᥀

๐したのか、それとも後になってＡ溝のእഃに㹀溝をタ⨨したものなのかということである

が、ᑡなࡃともある時点ではＡ溝 㺃㹀溝ともに機⬟していたと⪃࠼られよう。すなわࡕこの

ᐃが正しいሙ合には、午王山遺跡には二㔜環濠の時期があったことになる。

　また、前㡯でゐれた通ࡾ、久ヶ原Ⅱ式期新ẁ㝵のうࡕに㹀溝がᇙἐしたྍ⬟ᛶが㧗いこと

は、Ａ溝、㹀溝がᙜึから二㔜環濠として成❧していたというᐃと▩┪しない。యのᩚっ

た環濠が本来のጼをಖっていたとい࠼るのは、久ヶ原Ⅱ式期中のある時点までに㝈ᐃࡉれる

とࡳておいた方がよࡉそうである。

d．環濠集落の規模

　上記の成果から午王山遺跡の溝のయീを᳨ウしてࡳよう。Ａ溝を環濠とすると、㛗㍈㛗

⣙ 153P、▷㍈㛗⣙ 93P となる。㹀溝の㛗㍈㛗は 172P となࡾ、一ᅇࡾ大きな⠊ᅖを区⏬する。

Ａ溝の周㛗は⣙ 419P、溝をྵࡴ⠊ᅖの㠃✚は 11�589 ੍と᥎ィࡉれる。㹀溝は周しないこ

とが前ᥦではあるが、Ａ溝の⠊ᅖもྵめて 14�000 ੍⛬ᗘのつᶍを区⏬すると⪃࠼てよいの

ではないだろうか。これらの溝は午王山の㡬部をᅖࡳ、集落の 㺀⦖ᙇࡾ 㺁を明☜化したもの

とも⪃࠼られよう。それではどの⛬ᗘの溝であったのか、ᙜ時のປാ㔞をඖⓗに⪃࠼るど

点から、⡆᫆ⓗな方ἲによって᥀๐土㔞をぢ✚もることにしよう。

　これには小宮ᜏ雄がᶓᕷ大塚遺跡の環濠᥀๐土㔞の᥎ᐃを行ったがཧ⪃となろう

(小宮 1991)。ྠ遺跡においてはᙜ時の生ά㠃 (ᪧ地表㠃 )が㐣ᗘに๐平ࡉれることなࡃṧ

Ꮡしていた部分がከいことから、環濠᩿㠃がࡰᙜ時の᥀๐≧ἣをᫎしていたとุ᩿でき

る⟠ᡤがあࡾ、環濠᩿㠃✚の平ᆒ್から᥀๐土㔞をぢ✚もることができた。そのయ✚は古い

環濠 (㹀環濠 )で 2�730 ੑとࡉれ（１）、᥀๐そのものにᚑ者１ேあた１ࡾ日３ੑの㔞

としての 910 ே、土ฎ⌮と土ሠᩚഛのためにその半分の日ᩘがかかるとぢ✚もって、30

ேがかࡾで⣙１か᭶半のᕤ⛬が᥎ᐃࡉれている。

　午王山遺跡のሙ合、第 217 図に示したＡ溝の周㛗が⣙ 419P とඖྍ⬟である。遺跡上㠃

は⪔స➼によࡾ๐平が進行しておࡾ、弥生時代の生ά㠃のᏑᅾはᮃࡳにࡃい（２）。このため、

最もṧࡾがよいと᥎ᐃできる第２次ㄪᰝ区 ( 第２号溝としてሗ࿌ ) を用して⡆᫆ⓗに᥎

ᐃを行った。この溝の最大幅は３P ⛬ᗘ、῝ࡉは 1�5 ࠥ 1�7P ⛬ᗘである。３かᡤの᩿㠃図

がṧࡉれておࡾ (本᭩ 129 㡫第 192 図 )、このうࡕ北ഃ（.�. ）̓と中ኸ（/�/ ）̓の᩿㠃が溝
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の㛗㍈にࡰ直していることから᥎ィに㐺しているとุ᩿した。北ഃの溝᩿㠃の㠃✚は⣙

2�26 ੍、中ኸ部の溝᩿㠃は 2�14 ੍とィ したため、この平ᆒ್を 2�20 ੍とし、周㛗を

るとＡ溝の᥀๐土㔞はࡅ 921�8 ੑとなる（３）。

　㹀溝は㛗ࡉのᥦ示がᅔ㞴ではあるが、図上では 284P とᐃした。Ａ溝にẚて小型の環

濠とࡳられ、なおかつ上部が๐平ࡉれている≧ἣであったため、ẚ㍑ⓗṧࡾのよい第３次ㄪ

ᰝ区を用して᥎ᐃした。溝幅は最大で 2�3P、῝ࡉは最大で 1�2P ⛬ᗘである。ሗ࿌᭩には

４⟠ᡤの᩿㠃図がṧࡉれておࡾ ( 本᭩ 129 㡫第 192 図 )、このうࡕṧࡾのよい +�+ 、̓,�,̓

の᩿㠃✚はそれࡒれ 0�49 ੍、0�47 ੍であった。これらの平ᆒ್を 0�48 ੍とし、㹀溝の㛗

๐土㔞を᥀、ࡅをࡉ 136�3 ੑと᥎ィした。㹀溝のつᶍはＡ溝にẚてきわめて小ࡉいこと

もわかる。

　これらのᩘ್はあࡃまで目安となるものではあるが、２᮲の溝の᥀๐土㔞を合ィすると

1�050 ੑを㉸࠼ることになる。中期の大塚遺跡が㛗㍈㛗 230P を ࡾ、溝の᩿㠃形も㏫台形

でẚ㍑ⓗしっかࡾとసられた環濠であるのにẚればつᶍは小ࡉいが、これらがྠ時期に᥀

๐ࡉれたከ㔜環濠であるとすれば、᥀๐にかかる㔞はの 350 ேとな10、ࡾ ேయไで

35 日、土のฎ⌮にࡉらにその半分の㔞がᚲせと⪃࠼れば、環濠の᥀๐とᩚഛには 10

ேయไで 50 日௨上 (52�5 日 ) かかるィ⟬となる。

　こうした᥎ィをもとに、㛵東地方యの環濠集落のなかで午王山遺跡のつᶍについて⪃࠼

てࡳることにしよう（第 218 図ࠥ第 222 図）。環濠㠃✚については、㛵東地方において㠃✚

の᥎ᐃできる環濠集落యの中では中⛬ᗘであるが、中期の環濠の方がẚ㍑ⓗ大きいഴ向に

あࡾ、後期から古墳時代前期にかࡅての環濠集落に㝈ってࡳればẚ㍑ⓗ大型の部類にධる（第

218 図）。溝の㛗ࡉ（周㛗）については、㹀溝は周しないためཧ⪃್であるが、Ａ溝はࡸ

はࡾ後期の環濠としてはẚ㍑ⓗ㛗い（第 219 図）。㠃✚と周㛗の┦㛵㛵ಀをࣇࣛࢢ化したの

が第 221 図であࡾ、午王山遺跡がヱ期の中型集落からはつᶍの㠃においてᢤࡅ出たᏑᅾであ

ることがわかる。

　᥎ᐃࡉれる᥀๐土㔞についてもྠᵝのഴ向をㄆめることができる（第 220 図）。午王山遺

跡のＡ溝は後期から古墳時代前期にかࡅての環濠集落の中ではẚ㍑ⓗ᥀๐土㔞のከいことが

᥎ᐃࡉれ、᥀๐土㔞と周㛗との┦㛵㛵ಀ（第 222 図）においてもつᶍの大きなことがわかる。

これにᑐして㹀溝はＡ溝にẚて᩿㠃✚がきわめて小ࡃࡉ、周しないことをᕪしᘬいても

ヱ期の中型集落にẚして᥀๐土㔞がᑡないことが᥎ᐃࡉれる。

　このように、Ａ溝と㹀溝のつᶍの㠃からの大きな㐪いは、集落のᪧ地表㠃がある⛬ᗘ๐平

をཷࡅているとしても、୧者の間に┳㐣できないᕪ␗がᏑᅾすることを示しているとい࠼る

だろう。これは類がᑡないながらも㛵東地方のከ㔜環濠の≉㉁としてᣦできるᐇかも

しれない。

e．環濠の付帯施設

　環濠のタ営に㛵してたࡧたࡧၥ㢟となるのは土のฎ⌮と土ሠࡸ木ᰙなどのᖏタのこ

とである。午王山遺跡においては目❧った遺構はⓎぢࡉれておらࡎ、今のところこれらタ

のᏑᅾを✚ᴟⓗにᐃ 㺃ホ౯することはできそうにない。ከ㔜環濠という前ᥦに❧てば、一

⯡にእ環濠とෆ環濠の間、あるいはෆ環濠のෆഃに土ሠがタࡅられることなどをᐃできる
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こともあろう。午王山遺跡のሙ合、環濠集落１期の❿✰住ᒃ跡はෆ環濠であるＡ溝からෆഃ

におおよそ㸳P௨上㞳れて構⠏ࡉれておࡾ、✵間ⓗなつไのᏑᅾしたかに、土を⡆༢に

┒る行Ⅽがなࡉれたなどのྍ⬟ᛶはṧࡉれよう。㛵東地方の環濠においてはᴫして土ሠに

㛵する᰿ᣐはஈしいが、⩌㤿県日ᙳ平遺跡では環濠ෆഃに࣮࣒ࣟ土を┒った跡がㄆめら

れるという (小池 2003)。ど野を西にᣑࡆれば、㟼岡県川合遺跡 (㟼岡県ᇙ蔵ᩥ化㈈◊✲ᡤ

1985㺃90) において土ሠ≧の┒ࡾ土が᳨出ࡉれているか、ឡ▱県⊧島遺跡においては、土

ሠ≧遺構とᰙิをకった中期前ⴥの二㔜環濠集落がⓎぢࡉれている (赤塚か 2002㸪第 223

図 )。ㄪᰝࡉれたのは集落のおよそ半分であるが、ప地に営まれておࡾ、大塚遺跡の環濠に

類ఝしたつᶍと⪃࠼られる。溝の୧ഃに 20FP 土があるため、溝と溝の間ࡾ┒のࡉどの㧗

に小ࡉな㧗まࡾのある部分がㄆめられる（４）。午王山遺跡がከ㔜環濠をもつと仮ᐃしたሙ合、

Ａ溝と㹀溝との間に土ሠをᐃできるかどうかはၥ㢟であるが、⊧島遺跡のように溝の間

㝸がᥞっておらࡎ、そのの᰿ᣐにもஈしいため、溝間が土ሠの構⠏を前ᥦにした✵間であっ

たという☜ドはᚓられない。

ୈ ��� ਤɹೣౡҨͷूམʢ௩・ੴࠇ΄͔ ���� Λվมʣ
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　そのかに環濠の㛵㐃タとしてᐃできるのはᶫなどのධཱྀタであるが、ᐇ㝿にその

᰿ᣐとࡉれるのは、溝ෆにᰕ✰≧のࢺࢵࣆ➼がㄆめられᶫ⬮のᏑᅾがᐃできるሙ合であࡾ、

ᶓᕷ大塚遺跡 (武編 1991) においてはそのྍ⬟ᛶがあるものの、ᐇ㝿のᶫがṧっていた

わࡅではない（㸳）。また、環濠の中にはある⛬ᗘᇙἐした部分に◳化㠃がṧࡉれているሙ合

がある。こうしたものを日ᖖ用していた通㊰として⨨࡙ࡅることもྍ⬟であろう（㸴）。

　これらのタがᏑᅾするとしても、かなࡾὀ意῝ࡃ、なおかつそのᏑᅾを前ᥦに᥈ࡉなࡅ

ればぢ落としかࡡないことにもὀ意がᚲせである。たと࠼ばᶓᕷ୕Ẋ台遺跡 ( 島か

1965) においては、集落ෆに営まれたと⪃࠼られる大型方形周溝墓のᏑᅾがㄪᰝのかなࡾ後

になってから᥎ᐃࡉれているが (安藤 1992)、これはㄪᰝ時には方形周溝墓という墓がまだ

▱られておらࡎ、そのㄆ㆑がࡃ㊊していたことがᙳ㡪している。また、近年になって

ྠ遺跡の中ኸ近に⊂❧Ჷᣢᰕのᘓ≀がᏑᅾしたྍ⬟ᛶがᣦࡉれてもいる (鈴木㔜2017)。

午王山遺跡においては遺構がᐦ集してはいるものの、環濠が東西方向に㛗㍈⥺をもࡕ、南東

部に墓域をもっていたことがわかっているだࡅに、集落にకうྛ✀タの᥎ᐃをὀ意῝ࡃ進

めていࡃᚲせがあろう。

f．集落域と墓域

　午王山遺跡では第１次ㄪᰝ区と第 10 次ㄪᰝ区から方形周溝墓の᳨出をࡳておࡾ、環濠እ

に墓域を営ࡴことも☜ㄆできる。方形周溝墓は四㝮のษれる形ែⓗに古いࣉࢱのものと

周するྍ⬟ᛶのあるものがᏑᅾするようであࡾ、୧者の間には時間ᕪをᐃすることもྍ⬟

である。前者は中期にከࡃㄆめられるため、宮ノ台式期の集落にకうྍ⬟ᛶもṧࡉれる。こ

れらが集落に近いሙᡤに造営ࡉれていることは、午王山の㡬部に形成ࡉれたヱ期の集落のつ

ᶍに↷らしてもጇᙜである。ただし集落にẚ㍑ⓗ近い第４号・第㸳号方形周溝墓にకう遺≀

はなࡃ、土器から時期を☜ᐃすることはできない。第２号方形周溝墓には中期・後期の土器

が、第３号方形周溝墓にも後期の土器がࡳられることから、第１次ㄪᰝ区の方形周溝墓の中

には環濠の時期にకうものがᏑᅾするྍ⬟ᛶがある。墓域は本来ࡉらにᗈがっていたことで

あろうが、๐平をཷࡅて⌧Ꮡしていない部分もከい。

３　東日本の環濠集落と午王山遺跡

a．午王山遺跡の可能性

　日本ิ島の環濠集落はึ期の℺₅Ỉ稲⪔సにకうᩥ化せ⣲のࡦとつとしてิ島にᑟධࡉ

れ、北部ᕞ地方から中部 㺃㛵東地方までᗈい⠊ᅖにわたって営まれたことがわかっている。

ᕞ地方では㛗ᓮ県原の㎷遺跡 (⚟田か 2005)、⚟岡県ᯈ遺跡 (川道か 2016)、ྠ県

平塚川ῧ遺跡(松尾か2001㺃04)、佐㈡県吉野ヶ㔛遺跡(谷か2015)などがよࡃ▱られ、

近␥地方の大㜰ᗓ池上᭮᰿遺跡(第２㜰ᅜ道ෆ遺跡ㄪᰝ会1970)、ዉⰋ県၈古㺃㘽遺跡(藤

田か 2009)、㈡県下அ郷遺跡 (川⏿か 2017)、東海地方のឡ▱県ᮅ日遺跡 (石黒か

1991)などの大型環濠集落もⴭྡである。ただし東日本の環濠集落にはᕧ大なものはᑡなࡃ、

㛵東地方においては環濠にᅖまれる㠃✚がおよそ 30�000 ੍までにとどまるものがとࢇど

である（㸵）。一方、㛵東地方では遺跡のⓎ᥀がከࡃ、弥生時代を中ᚰとして溝をᣢつ集落

のⓎぢ 㺃ㄪᰝは 200 ௨上にのࡰっている。その中でも環濠のయീを᥎ᐃできるものは⌧
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ᅾのところ 30 ⛬ᗘに㝈られ、午王山遺跡もその一に加࠼ることがྍ⬟である。

　それらの中でも環濠集落が≉に集中ⓗにㄪᰝࡉれているのはᶓᕷ域である。㭯ぢ川 㺃᪩

ῲ川流域では㠃ⓗにⓎ᥀ࡉれた大塚遺跡、その墓域であるṓ土遺跡などをはࡌめとする

弥生時代中期後半の環濠集落がᩘおきに点ᅾするᵝ子がุ明しておࡾ、ิ島におࡅる弥生

社会のෆᐇを᳨ウするための᱁ዲの⣲ᮦをᥦ౪している。この地域では土器編年◊✲の῝化

にకって流域の遺跡⩌をືែⓗにᢕᥱしようとするヨࡳが⥆いておࡾ、弥生集落の構造ࣔࢹ

ࣝをᥦ౪するとともに、㎰⪔社会のᐃ╔ 㺃ᒎ㛤㐣⛬に㛵する㆟ㄽもまた῝まࡾをࡳせている。

　午王山遺跡の環濠はⲨ川流域の弥生時代後期社会をゎ明するための㘽となるものである

が、周辺の遺跡⩌との㛵ಀを㍈とした分析を進めていࡃことによࡾ、東日本におࡅる弥生社

会యのື向を᥈るためのⰋዲなとなることが期待ࡉれるものである。

b．東日本の環濠集落の特徴

　㛵東地方を中ᚰとして、東日本にᏑᅾする環濠集落の≉ᚩについてまとめておこう。

　環濠をもつ集落の形ែは、㛵東地方においては弥生時代中期後半から一⯡化する。これは

直前の時期から東海地方からのᙳ㡪を大きࡅཷࡃためとࡳられる。㛵東地方においては弥生

時代前期の㎰⪔集落のᏑᅾは明☜でなࡃ、本᱁ⓗな㎰⪔集落とࡉれるものは中期中ⴥからで

あࡾ、神ዉ川県中㔛遺跡 (࿋地か 1997� Ἑ合か 2015) で集落、墓域、生⏘域の᳨出をࡳ

ている。ྠ時期の遺跡はᇸ⋢県池上 㺃小敷田遺跡 (中島 1984� 吉田か 1991)、༓ⴥ県ᖖ代

遺跡 かᩫ⏥) 1996) などでⓎぢࡉれているが、中㔛遺跡のが最もよࡃまとまっている。

この時期にఀໃ‴ᓊから㥴Ἑ‴ᓊを⤒てఏしてࡃる方形周溝墓の形ែが東海地方とのぶᐦ

な㛵ಀを≀ㄒっている。ただしこの時期には環濠のጼは明☜ではない。

　㛵東地方の集落に環濠がⓏሙするのは弥生時代中期後半の宮ノ台式期になってからであ

る。宮㺧台式土器は㟼岡県域の白岩式土器との㛵ಀが῝い土器で 6LⅠ期からⅤ期までに区分

ࡾれておࡉ (安藤 1990)、ඛ述したᶓᕷ域におࡅる環濠のⓏሙはⅢ期のことである。この

時期に東ி‴ᓊを中ᚰとする南㛵東ྛ地で環濠の形成がጞまるものとࡳられ、༓ⴥ県域の㣴

⪁川流域にᒓするᕷ原台地、㮵島川がὀࡂ㎸ࡴ༳᪠沼南ᓊ域などでも型ⓗな環濠集落が形

成ࡉれる。ただしྠࡌ宮ノ台式期といっても、環濠の形成時期にはἼがあࡾ、Ⅲ期の後には

Ⅴ期に環濠集落の形成が㢧ⴭになる (安藤 1991� 大村 2005� 小倉 2017)。その後は上⥲地域

の一部を㝖いてከࡃの集落が一᪦ᗫ⤯するようで、ከᩘの環濠集落が営まれた㭯ぢ川流域に

おいても、ከࡃの遺跡がጼをᾘしている。

　後期になるとࡧ集落が増加するとともに、環濠の造営も㛤ࡉれるが、中期ẁ㝵の環濠

にẚして、後期௨㝆の環濠は㠃✚およࡧ᥀๐土㔞の㠃で⥲ࡌて小型化する。午王山遺跡の環

濠が営まれるのは後期中ⴥ㡭と⪃࠼られ、㛵東地方においては後期後半から古墳時代ึ㢌に

かࡅてはࡉらに小型化する集落とẚ㍑ⓗ大型の集落とに分化して集落⮬యはከᵝ化するもの

とࡳられるが、ࡸがてᾘ⁛していࡃ。

　これら環濠集落の❧地は、㛵東地方ではἈ✚地とのẚ㧗ᕪ༑ᩘ Pからᩘ༑ Pの台地上にあ

るとࡳられていたが、その後Ἀ✚地に❧地する集落のもㄆめられるようになࡾ、そのከ

ᵝᛶにᑐするㄆ㆑も進ࢇでいる。そのゎ㔘については大塚遺跡をはࡌめとする台地上の集落

を⏿స集ᅋとするもある (田 2011) が、ྠ遺跡については流域の最ึの㛤Ⓨᣐ点として
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ᩒ࠼て台地の㧗ᡤでἈ✚地から㞳れたሙᡤにᒃ住したとする意ぢ (石 2010) もあࡾ、㝈ら

れたἈ✚地の㛤Ⓨをᐜ᫆に進めるためのᕤኵがなࡉれていることもᣦしうる。

　また、㛵東地方の環濠集落は分ᕸに㛵しても≉ᚩⓗである。中部地方௨東にࡳられる環濠

集落のうࡕኴ平ὒഃにᡤᅾするものは༓ⴥ県域までにࡰ㝈ᐃࡉれる。ලయⓗには᰿川を

ቃとして௨東 㺃௨北にはとࢇど分ᕸしないことがわかっている (第 224 図 )。これは方形

周溝墓をకう集落遺跡の分ᕸとも㔜なࡾ、弥生ᩥ化の地域ᛶを示す⌧㇟の一➃とࡳられるも

のである。環濠の分ᕸには、東海地方からのᩥ化ⓗᙳ㡪をⵚࡾながらも᪤Ꮡのᩥ化せ⣲を⤌

。きであろうるࡳれているとࡉてそれにᑐᛂしていった㛵東地方の集ᅋの⠊ᅖが示࠼᭰ࡳ

　これら環濠集落に㛵しては、㜵ᚚタとしての᭷ຠᛶについての㆟ㄽがከࡃᥦ示ࡉれてい

る。これはඛ述のᶓᕷ大塚遺跡の環濠のㇺが明らかになࡾ、そのጼがᏲࡾをᅛめた集落

のጼをᙸᙿとࡉせるとしたことがዎ機のࡦとつとなࡾ、その後佐㈡県吉野ヶ㔛遺跡において

大型の環濠集落がⓎ᥀ࡉれたことによって増幅ࡉれたぢゎであるようにឤࡌられる。環濠を

㜵ᚚタとしてホ౯し、社会の⥭ᙇ≧ែにᑐᛂしたものとするぢゎは᰿ᙉい ( 佐原 1979�

㒔出 1983㺃89� 武 1986 ➼ )。しかし大塚遺跡の環濠Ⓨぢ௨㝆も、そのつᶍとෆᐜから㜵ᚚ

タとしては༑分であるとのㄆ㆑に❧ࡕ、環濠の構⠏に集落域を༨᭷して集ᅋの⤖᮰を示

すための 㺀 ᶆ 㺁 としての⌮ゎを加࠼るㄽ ( 本ᇽ 1976) もࡳられ、⌧≧では東日本のከࡃの

環濠の㜵ᚚタとしてのᐇ用ᛶについてはከࡃのㄽ者がⓗな❧ሙを表明している (石黒

1988㺃90㺃96� 中間 1990� 篠原 1999� 久ୡ 2001� 小出 2006㺃07㺃11 ➼ )。

　なお、安藤ᗈ道はᢥ一ⓗな㆟ㄽでは環濠の意⩏とᗈ域ⓗなᐃ╔を⪃࠼ることはできないと

して、環濠の機⬟をᑐ❧ⓗにᤊ࠼るきではないとしておࡾ (安藤 2003)、ᐇ用ᛶに㛵する

ㄽ点の㐣ᗘのഴಽが環濠の意⩏に㛵する㆟ㄽをࢻ࣮ࣜࢫ࣑しかࡡないことにὀ意をಁして

いる。

　௨上のような環濠集落にᑐするㄆ㆑をもとに、午王山遺跡をどのようにホ౯できるだろう

か。௨下では午王山環濠の≉㉁について᳨ウしてࡳることにしよう。

c．午王山環濠の特質

　これまで述てきたように、午王山遺跡は弥生時代後期前半期にᒓするከ㔜環濠集落遺跡

とࡳられる。集落㠃✚はＡ溝とした環濠ෆഃでおよそ 10�500 ੍を ࡾ、እഃに᥀られた㹀

溝で区⏬する⠊ᅖもྵめると、およそ 14�000 ੍となるྍ⬟ᛶもある。これは、㛵東地方の

弥生時代の環濠としてつᶍを᥎ᐃすることができるの中ではẚ㍑ⓗ小型の部類にᒓする

ことになる。しかしこれは中期の環濠集落のᐃ㠃✚の平ᆒが 20�000 ੍を前後するためで

あࡾ、᥎ᐃඖྍ⬟な後期の環濠集落の平ᆒ್ (⣙ 7�900 ੍とᐃ )からࡳると、弥生時代

後期としては大型の部類にධる。ྠࡌ後期の環濠としてつᶍの上で最も近いのは、神ዉ川県

ᶓᕷの大
おっࡥら

原遺跡 (鈴木㔜か 2011㸪第 226 図 ) であࡾ、ྠ県ᐮ川町の倉ぢᡯ戸遺跡 (ᢲ木

編 2006㸪第 226 図 ) もそのྍ⬟ᛶがあるがㄪᰝ⠊ᅖが㝈ᐃࡉれておࡾ☜ᐇではない。これ

を㉸࠼るつᶍの環濠は、東ி㒔北区赤⩚台遺跡 (大谷編 1992㸪第 225 図 )、新ᐟ区下戸塚遺

跡 ( 菊池か 1996㸪第 225 図 ) などであ14�000、ࡾ ࠥ 21�000 ੍の㠃✚となる。㛵東地方

の弥生時代後期に㝈ってい࠼ば、午王山遺跡はẚ㍑ⓗ大型の部類にධࡾ、ṧᏑᗘが㧗ࡃㄪᰝ

も進ࡳሗ㔞のከいⰋዲな環濠集落遺跡とい࠼よう。
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　また、午王山遺跡の❧地はⲨ川ప地をぢ下ろす⊂❧した台地上にあࡾ、≉␗なᵝ┦を示し

てもいる。ୣの上を༨めた集ᅋが最㧗ᡤをめࡄる環濠をタ⨨してそのሙᡤに⥅⥆ⓗにᒃ住し

たとい࠼るだろう。環濠の᩿㠃幅ࡉ῝ࡸからᐇ用ⓗな機⬟について✚ᴟⓗなホ౯はでき

ないが、後期の環濠集落としてࡳれば、Ａ溝の᩿㠃✚はṧࡾのよいところではඛ述の下戸塚

遺跡ࡸ神ዉ川県⥤瀬ᕷ神ᓮ遺跡 ( ẚ␃川か 1992㸪第 226 図 ) のそれに༉ᩛする。後期と

してはしっかࡾసられた環濠であるとホ౯することができる。

ࡌらに午王山遺跡の大きな≉ᚩは、ከ㔜環濠にある。ከ㔜環濠そのものはᕞ地方をはࡉ　

めとしてከᩘ☜ㄆࡉれておࡾ、環濠のሗに本来ⓗにకうせ⣲のࡦとつとࡳられるが、㛵東

地方ではあまࡾὀ目ࡉれてこなかった。その⌮⏤は明らかで、ㇺの᥎ᐃできる遺跡の中に、

ከ㔜環濠とࡉれるものがこれまでとࢇどᏑᅾしなかったためである。したがって、午王山

が二㔜の環濠であるとすればయീを᥎ᐃできる㈗㔜なとなる。

　中期後半ẁ㝵においては、」ᩘの溝を᳨出した集落遺跡として、神ዉ川県⛙野ᕷ◁田台遺

跡 (戸か 1989)、༓ⴥ県⿇ヶᾆᕷ西
いばらࡉ

原遺跡 (ఀ藤 1999) などがࡳられるが、◁田台遺跡

は出土する宮㺧台式土器の᳨ウの⤖果、中期にᒓする溝が時期を㐪࠼て営まれたであるこ

とがわかっている（安藤2013）。また西原遺跡は部分ⓗなㄪᰝであࡾయീࡸ⣽分時期がはっ

きࡾせࡎ、溝が୪㉮するとも⪃࠼にࡃい。溝が」ᩘᏑᅾするからといって、直ࡕにከ㔜環濠

集落とはㄆᐃできない㞴しࡉがある。ྠᵝに、༓ⴥ県木更ὠᕷ㮵島塚Ａ遺跡 㺃ᗒ⏦塚㹀遺跡

(岡野編 1994・1997㸪␜┾編 2001㸪⠼島編 1992㸪第 226 図 ) のも一ぢすると二㔜環濠

ୈ ��� ਤɹՖϊҨͰݕग़͞Εͨߔʢ৽΄͔ ���� Λվมʣɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ
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に࠼ࡳるが、ෆഃは中期の溝、እഃは後期の溝だという。

　一方、後期のᇸ⋢県域にはගᕷ花ノ木遺跡（新屋か1994）、ࡉいたまᕷ中㔛前原遺跡(⛙

野か 1980) で」ᩘの環濠をもつ集落遺跡のሗ࿌がある。

　花ノ木遺跡では⯉≧にఙࡧる台地を᩿ࡕษるようにෆഃから環濠１・環濠２の２᮲の溝が

᳨出ࡉれている（第 227 図）。㍍ࣈ࣮࢝ࡃをᥥきながら東西に୪㉮する溝であࡾ、እഃの環

濠２はࡸࡸつᶍが小ࡉい。このつᶍのᕪは午王山によࡃఝていると⪃࠼られ、⯆῝い。た

だし、部分ⓗな᳨出であࡾ、環濠集落のయീはุ明していない。小出輝雄は 㺀環濠のෆእ

にᏑᅾする方形周溝墓と❿✰住ᒃ跡の時期 㺁によって環濠の時期を久ヶ原期としている (小

出 2007)。環濠２からは出土遺≀がᑡなࡃ、土器の点からは୧環濠のྠ時ᛶをᙉㄪすること

はᅔ㞴である。

　中㔛前原遺跡では第 1次ㄪᰝにおいて 3᮲の溝のᏑᅾがሗ࿌ࡉれている（第 228 図）。☜

かにෆഃの２᮲の溝は୪行し、最もእഃの溝も類ఝしたࣈ࣮࢝をᥥいておࡾ、ከ㔜環濠のྍ

⬟ᛶがある。ሗ࿌᭩にはእഃから１ࠕ号㹔Ꮠ形ቸ ２号㹔Ꮠ形ቸࠕࠖ ࡉ３号⟽形ቸࠖとྡࠕࠖ

れた溝がࡳられ、２号・３号は近᥋して୪㉮するように࠼ࡳる。しかしながら、୧溝はྡ前

からもわかるように᩿㠃形≧が␗なࡾ、ྠ一のᛶ᱁をᣢつྠ時ᒎ㛤の溝と⪃࠼ることは㌋㌉

れる（㸶）。１号は２号にẚして小型の溝で、その点では午王山遺跡の㹀溝に類ఝするかもࡉ

しれないが、ྠ時ᛶを᥎ᐃする᰿ᣐにはᮍだஈしい。ሗ࿌᭩においてはあらࡺるྍ⬟ᛶをᥦ

示しながらも、３᮲の溝のྠ時ᛶにはៅ㔜なែᗘが示ࡉれている。また、これ௨㝆のㄪᰝを

ୈ ��� ਤɹதཬલݪҨୈ̍࣍ௐࠪ۠Ͱݕग़͞Εͨߔʢਇ΄͔ ���� Λվมʣɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ
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ྵめても溝のయീは明らかになっておらࡎ、集落のつᶍについても明☜にし࠼ない。

　これらにẚして午王山遺跡はయീがᐃྍ⬟で、なおかつ集落ኚ㑄も追うことができる

点では、きわめてከࡃのሗをᚓることができる遺跡であることがわかる。

る午王山遺跡であるが、環濠ෆ࠼て、このように㛵東地方においては≉␗なᏑᅾともいࡉ　

の集落のᵝ子は弥生時代後期におࡅる一⯡ⓗな環濠集落と大きな㐪いはなࡉそうである。㛵

東地方では中期の環濠集落においては環濠ෆに❿✰住ᒃ跡がᐦ集するように分ᕸし、大塚遺

跡のように㧗ᗋ倉ᗜとࡳられるᘓ≀もㄆめられるがある。また、一⯡ⓗな❿✰住ᒃ跡よࡾ

もかなࡾ大型の住ᒃ跡がෆ部にྵまれることもあࡾ、大型方形周溝墓が༢⊂またはᑡᩘ、集

落ෆに営まれるもぢཷࡅられる。後期の遺跡においてはከᩘの❿✰住ᒃ跡がṧࡉれるഴ向

はあࡾ、大型の❿✰住ᒃ跡もᏑᅾするが、集落ෆに営まれる≉Ṧな方形周溝墓などは㢧ⴭで

はない。午王山遺跡も大小の❿✰住ᒃ跡が㧗いᐦᗘで分ᕸするもので、㛵東地方の環濠集落

ෆ部のᇶ本ⓗな構成から㐓⬺するようなᛶ᱁はࡳせていない。

　一方、東海地方において午王山遺跡と時期が近ࡃ、ྠつᶍかそれに近いከ㔜環濠集落のⴭ

ྡなとして㟼岡県松ᕷఀሙ遺跡 (鈴木敏か 2008) がᣲࡆられる。ప地に営まれ、南

北⣙ 150P、東西⣙ 120P のᗈࡉで平㠃形が⎭⟸形をしておࡾ、幅 11 ࠥ 14P の⠊ᅖに୕㔜の

ୈ ��� ਤɹҏҨͷଟॏʢླහ΄͔ ���� ΑΓʣɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ
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環濠がめࡄるもので、溝と溝との間には土ሠがᏑᅾするとࡉれる。南東部分がᮍㄪᰝである

が、୪㉮する溝のᵝ子からは弥生時代後期におࡅるྠ時ᛶが明らかである。溝ෆからは木⏥

などもⓎぢࡉれておࡾ、⥲ᣓሗ࿌᭩では 㺀༑分に㜵⚪用の機⬟をഛ࠼ていたとゝ࠼る 㺁とࡉ

れている (ྠ㸸79 㡫 )。しかしながら、ఀሙ遺跡は北ഃにᗈがる大つᶍ環濠集落であるྠ時

期のᲚ子遺跡（㸷）（ཱྀか 2017）に隣᥋し、環濠ෆから⬺した㤳㛗ᒃ㤋のᵝ┦を࿊するも

のとホ౯ࡉれておࡾ(寺ἑ1998)、環濠ෆ部も᥀❧ᰕᘓ≀ࡸ周ሐをᣢつ平地式の住ᒃ跡によっ

て構成ࡉれるなど、大小ከᩘの❿✰住ᒃ跡が環濠ෆにᐦ集する午王山遺跡とはࡃ␗なるᛶ

᱁をᣢつものと᥎ᐃࡉれる。

　こうしてࡳると、❿✰住ᒃというẚ㍑ⓗ➼㉁なᒃ住タをከᩘ㓄⨨する午王山集落が⊂❧

ୣ≧の台地に༨地してከ㔜環濠を᥀るという≧ែは、後期ẁ㝵の集落として⊂≉のあࡾ方を

示しているのではないだろうか。中期௨来の環濠集落ෆの住ᒃ㓄⨨を形ែⓗに⥔ᣢしつつ、

㛵東地方にはᑡないከ㔜環濠をタ⨨することは、午王山におࡅる環濠集落の一⯡ᛶと≉␗ᛶ

の୧㠃をあらわしているようにぢཷࡅられる。こうした点でも集落のయീを᥎ᐃඖする

ことができる午王山遺跡は、東日本の弥生時代社会యを᳨ウする上で㔜せなとい࠼る

だろう。

おわりに

　௨上のように、午王山遺跡におࡅる環濠のయീならࡧに㛵東地方を中ᚰとする東日本の

環濠集落からࡳたその≉㉁についてㄽࡌてࡳた。今ᅇの᳨ウの⤖果、午王山遺跡が㛵東地方

におࡅる弥生時代後期の環濠集落としてはẚ㍑ⓗ大型であࡾ、環濠そのものもよࡾ᥀ࡃ㎸ま

れていることがわかった。また、類のᑡないከ㔜環濠集落としてඖすることがྍ⬟であ

した台地上に❧地するといった≉␗ᛶを᭷することも☜ㄆできた。こうした≉ᛶは❧⊃、ࡾ

弥生時代後期の㛵東地方の集落のあࡾ方を⪃ᐹするために᭷ຠなど点をᥦ౪するものと⪃࠼

られる。環濠集落にはᙜ時の社会㛵ಀがᢞᙳࡉれていることは間㐪いなࡃ、Ⲩ川流域の弥生

時代後期社会をよ᳨ࡃ῝ࡾウしていࡃために、本遺跡はḞࡃことのできないとして大

きな౯್をもつことが明らかとなった。

　今後は、午王山遺跡それ⮬యのඖࡸෆ部構造の᳨ウを進めるとともに、午王山遺跡を᰾

としたⲨ川流域の後期集落遺跡のㅖ㛵ಀを᳨ウし、そのኚ㑄㐣⛬に一ᐃのぢ通しを❧てるこ

とがᚲせとなろう。すでに㛵東地方では㭯ぢ川流域の遺跡⩌において中期の集落⩌に㛵する

㆟ㄽが῝まࡾつつある。Ἑ川とྍ⪔地のつᶍにおいて㭯ぢ川流域を㉸࠼る࣮ࣝࢣࢫをもつこ

の地域で集落のᒎ㛤ㄢ⛬ࡸ集落⩌のືែを明らかにすることによって、東日本の集落◊✲に

ることができるだろう。午王山遺跡の᳨ウは、弥生時代社会のゎ明࠼らに㇏かな▱ぢを加ࡉ

につながっているのである。

　本稿をまとめるにあたっては、石川日出志、遠藤英子、柿沼ᖿኵ、佐藤康二、鈴木一郎、

鈴木敏弘、前田秀則、ᇸ⋢県教⫱ᗇᕷ町村ᨭ部ᩥ化資※ㄢ、ගᕷ教⫱ጤဨ会ົᒁのྛ

にごຓゝを㈷った。記してឤ謝⏦し上ࡆる次第である (ᩗ⛠␎ )。
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࠙トࠚ

１）小宮はㄪᰝ原図から᥎ᐃ್をィ⟬したものとࡳられるが、筆者は後にⓎ᥀ㄪᰝሗ࿌᭩をもとにィ⟬を

ヨࡳた (小倉 2015)。その㝿には㹀環濠で 2�915 ੑという್をᚓている。ྠᵝにＡ環濠についてもィ⟬

すると1�896ੑとなࡾ᥀、ࡾ直ࡉれた環濠はປാ㔞の上では⠇⣙の進ࢇだものであることが᥎ᐃࡉれた。

２） 筆者は㛵東地方の環濠のつᶍを᥎ᐃする㝿にṧᏑ⋡の㧗い環濠᩿㠃✚をとࡾあࡆて᥎ᐃඖを行った

(小倉 2015)。ᙜ時の生ά㠃がṧࡉれているは㝈られていることから、᩿㠃のṧᏑᗘにᛂࡌてＡࠥ㹄

の類型をタࡅて᳨ウの前ᥦとした。今ᅇ新たに᳨ウした午王山遺跡は類型㹃に分類ࡉれる (第 220 図 )

が、これはࠕ溝の上㠃が๐平をཷࡅている、あるいは᩿㠃図と環濠㛗㍈のなすゅᗘが明░などの⌮

⏤で、᩿㠃のつᶍが明☜なもの。ẚ㍑ⓗṧࡾのよい᩿㠃から㠃✚を᥎ᐃせࡊるをᚓないሙ合がከい。ࠖ

というᇶ‽に則ったものである。

３）ただし第 217 図に表⌧した通ࡾ、遺跡北部の溝などはẚ㍑ⓗ小つᶍであるとも⪃࠼られる。

４） 小出輝雄はこれをࠕ濠の᥀ࡾ上ࡆた土を┒ったと⪃࠼られる土┒ࡾ≧遺構ࠖと⪃ࠕ、࠼㜵ᚚのために᭷

ຠであるどの㧗ࡉの土ሠを⠏いているともᛮ࠼ないࠖことから、ࠕ㜵ᚚຊを増ᙉするためのものでは

なࠕ、ࡃ㤋ࠖⓗな意合いにつながるࠖと⪃࠼ている (小出 2011)。
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第 3節　午王山遺跡出土弥生土器の編年的位置づけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柿 沼　ᖿ ኵ

１　はじめに

  本稿は、午王山遺跡のせ遺構である弥生時代後期の環濠集落の成❧とᒎ㛤㐣⛬を明らか

にするために、時間ⓗ⨨࡙ࡅとᩥ化ⓗ系⤫ᛶを土器によって述ることを目ⓗとする。午

王山遺跡をせる武蔵野台地周辺の弥生時代後期土器編年◊✲は、≉に 1970 年代௨㝆、岡

本孝அẶの久ヶ原・弥生町式ే行ㄽをዎ機とするΰ㏞≧ἣ（久ヶ原・弥生町ၥ㢟）にあった

が、近年、一ᐃの方向ᛶがぢ࠼つつある。

  2000 年前後の研究概況　2000 年前後までの松本 完Ặと黒ἑ ᾈẶによるᏛྐⓗ⥲ᣓ（ࢩ

南㛵東の弥生土器ᐇ行ጤဨ会編࣒࢘ࢪ࣏ࣥ 2005）では、୧者ともに原ともゝ࠼るᡓ前のࠗ 弥

生式土器⪹成図㘓 （࠘森本・小ᯘ編 1938・1939）、ᡓ後のࠗ弥生式土器集成図㘓 （࠘小ᯘ・ᮡ

原編 1968D・E）がࠕ南㛵東ࠖというᯫ✵の領域をඛ㦂ⓗにタᐃし、ྠ一の土器ᩥ化ᅪとし

たところにΰのせᅉがあるとしていた。こうしたၥ㢟意㆑をもとに、黒ἑẶは、ᶓᕷ二ࢵ

池遺跡の分析から二ࢵ池式をタᐃし（黒ἑ 2003・2005）、松本Ặは新ᐟ区下戸塚遺跡出土土

器の分析（松本 1996）、更にはගᕷ午王山遺跡とその周辺遺跡の土器⩌を分析した（松本

2007）。前者は東ி‴西ᓊ域（ከᦶ川下流・㭯ぢ川下流域）の、後者は武蔵野台地北半域の

後期土器⩌のᵝ┦と編年をᐇయⓗな領域からᢕᥱしようとした点に意⩏があった。更に、東

ி‴東ᓊ域をᑐ㇟とした編年◊✲では、大村 直Ặがᕷ原ᕷ周辺の土器⩌を分析し、後期前

半に久ヶ原式を⨨き、後期後半には山田ᶫ式をタᐃした（大村 弥生町式ࠖというࠕ。（2004

⛠を用せࡎにࠕ山田ᶫ式ࠖを用いたのも、地域ᵝ┦から土器編年を構⠏しようとした

◊✲ጼໃとぢられる。

  一方、ẚ田ඞோẶはᵝ式ㄽの❧ሙから後期を３期区分し、Ⅰ期が久ヶ原式で、Ⅱ・Ⅲ期

௨㝆に୕つのᵝ式ᅪに分かれるとした。篠原大Ặの➃末⤖⠇⦖ᩥと⮬⦖⤖⠇⦖ᩥの◊✲（㩪

島 1994）もྲྀࡾධれて、⏎のᩚ形ᡭἲの分ᕸをᇶ‽に┦ᶍ地域の┦ᶍᵝ式（➃末⤖⠇⦖ᩥ・

、（⏎⤫系ࡳ✚⠇ᩥ・㍯⤖⧙⮬）ㄪᩚ⏎）、東ி‴東ᓊᡣ⥲地域と୕ᾆ半島のᡣ⥲ᵝ式ࢣࣁ

୧者がΰᅾする東ி‴西ᓊの南武蔵ᵝ式に分ࡅ地域区分した（ẚ田 2005）。更に、南武蔵

ᵝ式の⠊ᅖは୕つの地域ᛶがあるとし、第一の地域ᛶがᶓ・川ᓮ・ከᦶ川下流域、第二の

地域ᛶがከᦶ川下流域の一部を㝖ࡃ武蔵野台地一ᖏ、第୕の地域ᛶが大宮台地南ഃとした。

  2010 年以降の研究概況　2010 年の㰻藤⍞✑Ặのࠕ下戸塚式ࠖのᥦၐは、武蔵野台地北半

の後期中ⴥ前後の土器の≉ᚩをよࡃᤊ࠼たものであࡾ（≉に１式）、ᢈุⓗ⥅ᢎをなすき

౯್をഛ࠼ていた（㰻藤⍞ 2010・2018）。㰻藤Ặは、武蔵野台地を้ࡴ神田川流域にある下

戸塚遺跡の環濠ෆ住ᒃ⩌から出土した㣭ናをᑐ㇟に、松本Ặのᢈุⓗ⥅ᢎという❧ሙから

᳨ウを行い、その成❧に東海地方の菊川式の㛵があったことをㄆめつつも時間の⤒㐣に

ᚑって⊂⮬のኚ㑄をたどったとした。一方で環濠እ࢚ࣜの土器⩌は、久ヶ原式のㅖせ⣲を

ཷᐜしつつ平行区⏬ᖏ⦖ᩥと下向き୕ゅᩥを≉ᚩとして⊂⮬のኚ㑄を㐙ࡆⲨ川Ỉ系ἢいにἼ

ཬしていったとする。そして、前者を下戸塚１式、後者を下戸塚２式と⛠することをᥦ

した。
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　2014 年、古屋紀அẶはẚ田Ặࡸ㰻藤Ặの地域ᛶの⪃࠼をྲྀࡾධれながら᳨ウを加࠼

て、南武蔵地域を北部ᵝ式と南部ᵝ式に二分し、そのቃを目黒川としている（古屋 2014・

2015）。南武蔵南部ᵝ式はከᦶ川下流域と㭯ぢ川流域が中ᚰ域で、 北ࣥ࢘ࢱ࣮ࣗࢽ中の北

川谷遺跡⩌の土器編年を行い時間㍈のᣦᶆとした。後期前半はỿ⥺区⏬の⩚≧⦖ᩥᖏ・山形

ᩥᖏናとࢹࢼㄪᩚከẁ㍯✚ࡳ⏎をᣦᶆとする久ヶ原式土器ᅪで、後期後半には北部とのቃが

ከᦶ川北ᓊまで下がࡾ、ናは㔜山形ᩥ系ᗄఱᏛᩥのከ㔜化が進ࢹࢼ、ࡳ台⏎にࢣࣁ⏎がΰ

るようになる。南武蔵北部は、武蔵野台地東部は後期前半には久ヶ原式土器が分ᕸするࡌ

が、北半では筆者の⪃࠼（柿沼 2013）をྲྀࡾධれて白子川流域を中ᚰに北武蔵の岩鼻式の

南下があって久ヶ原式とΰ成するとした。そして、後半には菊川系のᙳ㡪がᙉまる一方、ና

におࡅる」合ཱྀ縁のⓎ㐩ࡸ幅ᗈ一ᖏの⦖ᩥᖏなど久ヶ原式のせ⣲が⊂⮬にⓎ㐩する、とした。

2018 年にはᏛྐⓗ⫼ᬒと近年に⮳るまでの◊✲ື向を⥲ᣓし、久ヶ原式と弥生町式に代わ

るᵝ式・型式ྡのᩚ⌮を次のようにᥦ示した（古屋 2018）。

 古屋Ặが後期後半の南武蔵南部のᵝ式（型式）ྡに久ヶ原式、弥生町式の⛠を用いる

ことにᑐしているのにᑐし、安藤ᗈ道Ặはᮡ原ⲮẶの久ヶ原式、弥生町式、前野町式

というᏛྐⓗྡ⛠のάと⌧ᅾの資料による編成をᙉㄪしている（安藤 2015D・2015E・

2017）。その方ἲは、山ෆ清⏨Ặの⦖ᩥ土器◊✲のᩥᵝᖏ分析をᇶ‽に、ናのᩥᵝをཱྀ縁部

（Ⅰ）と㢕⬗部（Ⅱ）に分ࡅ、その構成を型式ⓗにᤊ࠼直すもので、久ヶ原式に㛵しては菊

池⩏次Ặの久ヶ原Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ式をホ౯し⥅ᢎすきとしている（１）。そして、南武蔵北部

域の༢⣧な➃末⤖⠇ࡸ⮬⦖⤖⠇ᩥ区⏬の幅ᗈ⩚≧⦖ᩥᖏ、Წ≧ᾋᩥをከ用する≉ᚩⓗな」合

ཱྀ縁を弥生町式土器とࡪことも༑分ྍ⬟としている。௨下、安藤・㰻藤・古屋Ặのㄽᨳと

松本 完Ặの下戸塚遺跡ࡸ午王山遺跡➼に㛵する分析⤖果（２）をᇶ本ࢫ࣮࣋に、一部ᢈุⓗ

᳨ウを加࠼て午王山遺跡出土土器を分析していࡃことにする。

後期前半 後期後半

東京湾東岸 久ヶ原式 山田橋式（久ヶ原式系）

南武蔵南部 久ヶ原式 大原式（久ヶ原式系）

南武蔵北部 下戸塚式前半

菊川式・久ヶ原式混在

下戸塚式後半

狭義の弥生町式（東海東部・相模系）

仮称田端道灌山式（久ヶ原式系）

２　午王山遺跡出土土器群の段階区分　
ɹ午王山遺跡出土土器については、松本�完Ặの精緻な分析によるඃれた編年◊✲があࡾ（松

本 2007）、大方は‽ᣐすることに␗Ꮡはない。ただ、筆者は⣽かいいࡃつかの点で␗ぢをもっ

ておࡾ（柿沼 2009・2013）、次㡯では⌧時点の⪃࠼もྲྀࡾධれながら記述を進めることにする。

⤖ㄽめࡃが、午王山遺跡出土土器からぢた集落形成のẁ㝵区分は次のとおࡾである。１期・

２期と時期区分せࡎẁ㝵としたのは、㐃⥆ᛶがあるとは㝈らないからである。

第１ẁ㝵　弥生時代中期後半　宮ノ台式Ⅴ期

第２ẁ㝵　弥生時代後期前半　岩鼻式２・３期と久ヶ原Ⅰ式のΰ成

第３ẁ㝵　弥生時代中ⴥ前後～後半　下戸塚式（菊川式系と久ヶ原Ⅱ式のΰ成）
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（1）第１段階

  ① 旧入間川流域の状況　ᪧධ間川流域（⌧・Ⲩ川流域）には、安藤ᗈ道Ặの 6L 編年（安

藤 1990・1996）の宮ノ台式Ⅲ期からⅤ期に⮳る遺跡が点ᅾしておࡾ、下流域の武蔵野台地

ᓴ⥺には東ி㒔北区 /㣕㫽山・赤⩚台、ᯈᶫ区 /中台␊中、Ἀ山、氷川神社北方、白子川を

越࠼てᇸ⋢県ගᕷ / 午王山、花ノ木、ᮅ㟘ᕷ / 向山、新屋敷第１地点（台の城山）、富士

ぢᕷ /南通などの遺跡をあࡆることができる。更に遺跡はධ間川を越࠼たⲨ川中流域ྑᓊに

もཬࢇでいて、ධ間台地の川越ᕷ /川越城跡、⊧田、㟘ヶ㛵、Ⓩ戸、ᆏ戸ᕷ /木᭮ච、㝃島、

塚越Ώ戸、㧗ᆏ台地の東松山ᕷ /代正寺、野本Ặ㤋跡、吉ぢୣ㝠の吉ぢ町 /大行山などの遺

跡があࡾ、周辺のప地ᖏᚤ㧗地にも東松山ᕷ / 町、吉ぢ町 / ୕の⪔地などの遺跡がある。

そして、ẚୣ㝠と吉ぢୣ㝠にᣳまれた東平台地には⇃谷ᕷ /山、⯪木などの遺跡があࡾ、

⌧時点におࡅる宮ノ台式の分ᕸ北㝈をなす。6L Ⅲ期の分ᕸ北㝈は越辺川௨南の木᭮ච遺跡、

㝃島遺跡であࡾ、ᨃ流Ỉᩥᩳࡸ᱁子ᩥなど東海東部の白岩式系⤫の᷸ᥥᩥ土器が≉ᚩⓗであ

る。6L Ⅴ期では更に北上したⲨ川௨南の山遺跡が北㝈で、㢕⬗部にᩳ⦖ᩥをしたናが

యである。山遺跡からは、║下に新期Ⲩ川ᡪ≧地と東ഃప地ᖏとからなるጔ沼ప地をᮃ

る℺₅Ỉ田稲స㎰⪔のᐃ╔を示す池上、前ࡅことができる。ጔ沼ప地には、㛵東地方におࡴ

中西、北島、ㄶゼ木遺跡➼がᒎ㛤している。Ⲩ川௨北の中期中ⴥから後半の土器は池上式

（古・新）Ѝ北島式（古・中・新）Ѝ仮⛠用土・平式とᒎ㛤するが（石川・松田 2014 、柿

沼 2014）、時間が下るにつれて北ಙ地方のᰩᯘ式土器のᙳ㡪が⃰ཌになる。Ⲩ川௨南のẚ・

ධ間地方でもᰩᯘ式が宮ノ台式にΰࡌて出土する木᭮ච遺跡ࡸ塚越Ώ戸遺跡➼があࡾ、木᭮

ච遺跡では北島式土器もకっている。

　② 午王山遺跡とその周辺域　午王山遺跡の３㌺の住ᒃ跡から出土した土器⩌（第 230 図

1 ～ 15）は、完形土器ࡸ器✀構成が༑分であるが、ናの構成は住ᒃごとにࢸ࢚ࣛࣂに富ࡴ。

82 号住出土の小型ናཱྀ縁部１・３の⦖ᩥᖏは༢⠇⦖ᩥ（/5）であ２、ࡾの㢕部には 6 Ꮠ≧

⤖⠇ᩥがぢられる。この⤖⠇ᩥは、おそらࡃ㔜␚⤖⠇ᩥとして㢕部ᩥᵝᖏを構成するもので、

大宮台地南部ではࡉいたまᕷ / ᚚ蔵山中遺跡、松木遺跡、大北遺跡など 6L 編年のⅤ期に┒

行している（柿沼 2003）。133 号住出土のና２点（14・15）は㢕部に✺ᖏがࡉれたもので、

14 にはཱྀ縁部ෆ㠃⢓土ᖏがある。２点ともに↓ᩥで赤ᙬがなࡉれࡎ加㣭ᛶにஈしいが、㢕

部✺ᖏは㔜␚⤖⠇ᩥとྠᵝに大宮台地南部では大北遺跡ࡸ正寺遺跡などⅤ期に㢧ⴭにㄆめ

られる。87 号住出土のናは⣽㢕部に２ẁの่✺の加࠼られた㍯✚ࡳがあࡾ、⫪部に᷸ᥥ

Ἴ≧ᩥがࡉれ↓ᩥ部は⦪に࣑࢟࢞ࣛ࣊・赤ᙬがなࡉれている。82 号住では赤ᙬࡉれた㧗

ᆗ⬮部が４点（㸵～ 10）出土しているが、宮ノ台式の㧗ᆗにはᆗ部が㖊・῝㖊≧をなすも

の（第１図 18 ～ 20）とཱྀ縁部が㘥≧をなすもの（29）があࡾ、後者の⬮は末ᗈがࡾである。

㸵～ 10 の⬮はいࡎれも台≧であることから、ᆗ部は㖊≧のものと᥎ᐃできる。

　ところで、１・２の/5ᩳ行⦖ᩥを近隣のⅤ期のとẚ㍑してࡳると、新屋敷遺跡第1地点（台

の城山遺跡）の２（第 230 図 16・17）、南通遺跡２号住の３（第 230 図 24 ～ 26）、花ノ

木遺跡４次㸷号住出土大型ና⫪部のỿ⥺区⏬⦖ᩥ（第 231 図㸴）は、いࡎれも༢ᩳ方向の

⦖ᩥ（/5）である。更に北方の川越城跡 11 次３号土ᆙでは㢕部に✺ᖏをもࡕ赤ᙬࡉれたና

（第 231 図 15）とඹకしたና（16）も༢ᩳ方向の⦖ᩥ（5/）である。このようなから午王
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山遺跡周辺のⅤ期の⦖ᩥናは༢ᩳ方向の⦖ᩥ（/5 ඃໃ）が流のようにぢ࠼るが、୕ⰾ町 /

本村南遺跡出土ᗈཱྀና（第 231 図 17）の２ᖏ⦖ᩥと⤖⣣ᩥは⩚≧⦖ᩥである。そして、ཱྀ

辺部の山形ᩥ・⤖⣣ᩥ㡬部のࣥࢱ࣎≧㈞ᩥࡸ、ና 18 の⩚≧⦖ᩥではないがỿ⥺区⏬ࡉれ

た２ᖏ⦖ᩥᖏは後期の久ヶ原式土器に⧅がる新しいせ⣲をもつ。代正寺遺跡 11 号方形周溝

墓出土ና㢕部⦖ᩥᖏは⩚≧⦖ᩥであࡾ（第 231 図 20）、⬗部上半の⤖⣣ᩥは㐃᥋して山形ᩥ

㢼になっている。10 号方形周溝墓の大型ና（21）は㢕部✺ᖏ下の⦖ᩥᖏも⩚≧⦖ᩥである。

このようにࡳると午王山遺跡の宮ノ台式は 6L 編年のⅤ期であるとしてもその前半であࡾ、

後半は⩚≧⦖ᩥを᭷する土器⩌をてるきかもしれない。ᚑって、午王山遺跡の中期集落

と後期集落は時間ⓗに㐃⥆せࡎ間᩿期がᏑᅾしたྍ⬟ᛶも⪃࠼られる。

　次に、中期後半ẁ㝵におࡅる地域との流㛵ಀについてゐれてࡳたい。午王山遺跡では

82 号住出土の大型⏎（第 230 図 11）は、松本 完Ặが系⤫はᐃかでないが宮ノ台式ではない

とし、中部㧗地型᷸ᥥᩥ土器である西ẟの❳ぢ町式（ᰩᯘ式系）の⏎から᷸ᥥᩥを㝖いたも

のと᥎ しておࡾ、筆者もྠ意したい。ධ間川を越࠼た北武蔵のẚ・ධ間地方は宮ノ台式

の北㝈域でⲨ川中流域をቃにᰩᯘ式土器分ᕸᅪと᥋ゐし、Ⲩ川௨南にもᰩᯘ式系土器がΰࡌ

て出土しておࡾ、代正寺遺跡 10 号方形周溝墓出土の小型台⏎（第 231 図 22）はその一

である。それが更にධ間川を越࠼て南下し、新屋敷㸴号住の⏎（第 230 図 22）は㢕部᷸ᥥ

⡘≧ᩥのないኚ形ရ、15 号住そ土の⏎（23）は㢕部᷸ᥥ⡘≧ᩥと⬗部᷸ᥥᩳ᱁子ᩥをഛ࠼

たᛅᐇရである。ᮅ㟘ᕷ /向山遺跡１地点㸵号住では、ࢥのᏐ㔜ᩥࡡの出土もある（安

田 2017）。花ノ木４次㸷号住の⏎（第 231 図㸶）には⦪⩚≧の᷸ᥥᩥがㄆめられる。௨上の

ような㛗野県（北ಙ）から⩌㤿県（西ẟ）との㛵ಀが⪃࠼られるものがある一方、東海地方

との㛵ಀが❚࠼るものがある。そもそも宮ノ台式の成❧には東海地方東部（東遠Ụ）の白岩

式土器のᙳ㡪が⃰ཌとࡉれておࡾ、午王山遺跡の近隣でも␊中遺跡 126 号住の大型ና（第

231 図３）、Ἀ山遺跡１号溝出土のና２点（１・２）、花ノ木遺跡４次 10 号住・11 号住出土

土器（10 ～ 13）の᷸ᥥᨃ流Ỉᩥ・ᩳ᱁子目ᩥ・ᶓ⥺ᩥ・Ἴ≧ᩥなどがその≉ᚩをよࡃ示す

6L Ⅲ期である。花ノ木４次㸷号住出土のና◚∦（㸷）ࡸ県 1 号環濠出土の⦲区⏬ᩥ (14)

は白岩式の最新┦で、⛣ືရのྍ⬟ᛶがある。氷川神社北方遺跡１号方形周溝墓出土のና（４）

は、พ⥺ᩥのཱྀ縁部を᭷する西遠Ụ௨西に⏤来があるものである。後期になって㢧ⴭとなる

中部㧗地型の岩鼻式土器の南下、その後の東海東部の菊川式土器の東進にඛ❧って中期後半

から末ⴥẁ㝵に୧地方との流があったことが示ࡉれている。

（２）第２段階 

　① 岩鼻式土器の南下　弥生時代後期ึ㢌はิ島つᶍで遺跡が⃭ῶし、前期௨来Ⓨᒎして

きたྛ地の弥生社会がいったࢇᛴ⃭にしࡴࡰという（石川 2010　S�182）。東ி‴ἢᓊ地ᖏ

におࡅる後期ึ㢌から前半の⨨を༨める久ヶ原Ⅰ式土器は、大宮台地からⲨ川ప地ではᏑ

ᅾがⓙ↓であࡾ、後期ึ㢌の遺跡をぢ出すことはできない。ิ島つᶍの遺跡のᕼⷧ化はⲨ川

ప地とその周辺部でもእではない。その一方で、遺跡の⛥ᑡ化はあっても中期後半から後

期の⣒は⣽々ながらも⧅がって後期土器ᩥ化を形成する地域がある。東ி‴東ᓊのᕷ原台

地を中ᚰとする地域は、宮ノ台式から久ヶ原式の㐃⥆㐣⛬を追うことがྍ⬟であࡾ（大村

2004・ᮡ山 2010）、北武蔵の中᰾を༨めるⲨ川中流域ྑᓊ地域（ẚ・ධ間地方）でも宮ノ
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台式から後期᷸ᥥᩥ土器（岩鼻式土器）の㐃⥆した᥎⛣を㎺ることができる。

　Ⲩ川中流域ྑᓊ地域は、中期後半において宮ノ台式の分ᕸᅪ北㝈をなし、Ⲩ川をቃにして

中部㧗地型᷸ᥥᩥ土器のᰩᯘ式土器分ᕸᅪと᥋ゐする。中期末ⴥから後期にかかるかとゝう

時期には、中部㧗地型分ᕸᅪのᣑ大によって仮⛠ࠕ代正寺式ࠖ土器という㐣Ώ期を⤒て岩鼻

式土器が生成ࡉれ、中部㧗地型᷸ᥥᩥ土器の周縁部を形成する。ከᦶୣ㝠のᮅග寺原式土器

の生成もその一環であࡾ、୧地域は㛵東西部山地ἢいの山ࢵ道を通ࡌて日ᖖⓗな流が行わ

れていたものと⪃࠼ている（石川安・柿沼・宅間 2017）。岩鼻式土器は、ና・⏎がともに᷸

ᥥ⡘≧ᩥ・Ἴ≧ᩥをయとしておࡾ、大き３ࡃ時期（１期・２期・３期）に区分できる（柿

沼 2006）。

　１期（第 232 図ձ）は、ና・⏎がともに༢ཱྀ縁యの⬗部中がᙇる⟬┙⋢≧の器形で、

ᩥᵝは㢕部に集中し᷸ᥥ⡘≧ᩥ D（➼間㝸␃め）をᇶㄪにἼ≧ᩥが丁ᑀにᥥかれる（Ἴ≧ᩥ D）。

⏎はཱྀ၁に้ࡳをすのがᇶㄪでᣦ㢌ᢲᤫもあࡾ、ናとྠᵝの㢕部ᩥᵝに加࠼⬗部にも中期

後半からの系㆕をᘬいて᷸ᥥ⦪⩚≧ᩥ・ᩳ᱁子≧ᩥ・ᩳ≧ᩥをすሙ合がከい。

　２期は、ཱྀ縁部のఙᙇ化ഴ向と」合ཱྀ縁の明☜化、㢕部の⦆᭤化と⬗部の形化があࡾ、

᷸ᥥᡭἲも１期にẚして原యがࡸࡸ⣽ࡃ、⡘≧ᩥ Dが㋃くࡉれるがれが生ࡌ、Ἴ≧ᩥもྠ

ᵝである（Ἴ≧ᩥ E）。ẁ㔜ࡡの⡘≧ᩥの┒行、⏎の⬗部ᩥᵝが⛥ᑡ化するのも２期の≉ᚩ

ୈ ��� ਤɹؠඓࣜظ̍ثͱؒ࣌తซؔߦΛࣔ͢ࢿྉ
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である。２期は２区分（�１・�２）でき、�１期はናのᢡ㏉しཱྀ縁がᮍⓎ㐩であ�２、ࡾ期

はናのᢡ㏉しཱྀ縁の⫧ཌ化（᩿㠃୕ゅ形・四ゅ形）、⏎におࡅる㢕部の᭤⥺化と⬗部のᙇࡾ

がよࡾᑡなࡃなる。

　３期は、᷸ᥥᡭἲがᘱ⦆し⡘≧ᩥ Dを⥅ᢎしながらきࢇࡕとṆめないもの、⬺落するもの

があࡾ、㢕⬗部㣭ᖏ（にἼ≧ᩥ E）が幅ᗈࡃなる。筆者が㢕⬗部ᖏ⦖ᩥ⏎と⛠してい

る⏎は、㢕⬗部㣭ᖏの᷸ᥥἼ≧ᩥが⦖ᩥに⨨き࠼られたもので３期中にⓏሙし吉ヶ谷式

土器に⥅ᢎࡉれる。㢕⬗部ᖏ⦖ᩥ⏎とྠ時にናにも⦖ᩥをすものがあࡾ、୧者は後期中ⴥ

前後の一時期に東ಙ・佐久地方の⟽清Ỉ式土器、西ẟのᶡ式土器、ከᦶୣ㝠のᮅග寺原式

土器にもకっておࡾ、後期前半から後半を⧅ࡄᗈ域ⓗなᕪ編年の㘽となっている（柿沼

2016）。

　௨上のようなኚ㑄をなす岩鼻式土器を用する集ᅋが、ධ間川を越࠼てேཱྀᕼⷧな武蔵野

台地北半の一ゅ、白子川ࡸ越戸川流域に進出し、東ி‴西ᓊの久ヶ原Ⅰ式土器を用する集

ᅋとΰ成して形成した集落の一つが午王山遺跡である。近隣では、ᩘᑡないながら氷川神社

北方遺跡ࡸᮅ㟘ᕷ /稲荷山・郷戸遺跡も、ྠᵝのᛶ᱁を示す集落跡である。

　なお、白子川流域一ᖏに岩鼻式土器がཬࢇでいることを最ึに⤂したのは、ᙜ時、ᇸ⋢

大Ꮫ２年生であった谷　᙭Ặである（谷 1966）。本᭩ 23 㡫にᐇ 図がᥖ㍕ࡉれている

が（第㸵図２）、⡘≧ᩥ D をᣳࢇで上下に幅ᗈࡃἼ≧ᩥ㹠をしたናは午王山遺跡 108 号住

出土ና（第 151 図１）に近ఝしておࡾ、岩鼻式２期新に⨨࡙ࡅられる（第 233 図㸵）。

　② 午王山遺跡の後期前半 　午王山遺跡におࡅる後期集落が形成ࡉれるのは岩鼻式２期か

らであࡾ、岩鼻式１期がḞ落している。岩鼻式１期の遺跡は、ධ間川Ỉ系にᒓしẚ㒆域を

ᶓ᩿する㒔ᗄ川流域に集中しておࡾ、岩鼻式土器生成後一時期をおいて２期௨㝆、周辺分

ᕸᣑ大していࡃ≧ἣが❚࠼る。岩鼻式１期の時間ⓗ⨨࡙ࡅを示す地域間ẚ㍑資料として、

神ዉ川県大☾町 / 㤿ሙ台遺跡 19 地点 17 号住出土土器（３）をあࡆてࡳたい（第 232 図ղ）。

第 232 図㸳のናと㸴の㧗ᆗはかつて二அ宮式とゝわれていたもので、ともに白岩式の系⤫を

ᘬࡃ東遠Ụの菊川式最古ẁ㝵に⨨࡙ࡅられる。㸷はᢡ㏉しཱྀ縁をもつ୕ᾆ半島を中ᚰにぢ

られる久ヶ原式最古の⏎であࡾ、㸵・㸶は⏥ᗓ┅地の中部㧗地型᷸ᥥᩥ土器で、形≧に中期

ⓗᵝ┦をṧし⬗部には᷸ᥥきによる⦪⩚≧ᩥがぢられ、岩鼻式土器１期の⏎とඹ通する。午

王山遺跡では、こうした後期の最古ẁ㝵はḞࡃものの⛬なࡃして後期集落が㛤ጞࡉれる。

　岩鼻式２期古　午王山遺跡で岩鼻式土器がึ⌧する遺構としては、１号住、72 号住、97

号住があࡆられる（第 233 図１～㸴）。３号住は᪤ሗ࿌の小型ናに加࠼て◚∦資料が追加ᥖ

㍕ࡉれているが（第 27 図）、いࡎれも久ヶ原Ⅰ式土器で岩鼻式がㄆめられないがే行期と

ぢられる。１号住は前稿（柿沼 2009）では岩鼻式２期新としていたが、改めて出土ና（１）

を⇍ぴしたところ２期古とした方がよいとุ᩿した。なで⫪で⬗部中ኸがᙇる器形、㢕部᷸

ᥥ⡘≧ᩥとἼ≧ᩥはともに D 類でれがᑡなࡃ古┦を␃める。72 号住出土㖊（３）は、ᢡ

㏉しཱྀ縁の明☜化がㄆめられ、小型台⏎（第 115 図 11）は宮ノ台式からの系⤫とぢるよ

ࡸᩥ≦は岩鼻式の≉ᚩで、㢕部の᷸ᥥ⡘ࡳ၁部のෆ方からの้ཱྀࡸ形ᩚࢣࣁは跡のὸいࡾ

Ἴ≧ᩥが┬かれたと⪃࠼る。久ヶ原式がక出しておࡾ（４・㸳・㸴）、ỿ⥺区⏬ཱྀ縁部・

ከ᮲ᖏ⩚≧⦖ᩥና（4）は古式のᵝ┦をもつが⛶ᣋなツࣜࢡで最古期とするỴめᡭにḞࡅる。
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一ẁの㍯✚ࡳを᭷するཱྀ၁部ᢲᤫ・ᩚࢹࢼ形⏎（㸴）も、ཱྀ၁部ᢲᤫがᥞいで

⬗部の形ᗘが増している点などから、Ⅰ式古としても最古期にはいかないとุ᩿した。97

号住出土⏎（２）はཷཱྀ≧のྡṧをṧすが、⬗部に᷸ᥥ⦪⩚≧ᩥᩳࡸ᱁子≧ᩥがなࡃ、㢕部

᷸ᥥ⡘≧ᩥ・Ἴ≧ᩥにࡸࡸれがある。

　岩鼻式２期新　74 号住・108 号住・124 号住・137 号住出土土器をてる（第 233 図㸵～

17）。108 号住ではᗋ直ࡸ㈓蔵✰から出土した土器（㸵・㸶）のうࡕና（㸵）はࡰ完形で、

１にẚして⬗部の形ᗘが増し、ᢡ㏉しཱྀ縁に⫧ཌがあࡾ、㢕部⡘≧ᩥをᣳࢇで上下にἼ≧

ᩥ㹠がある。74 号住出土土器（㸷～ 12）は、⡘≧ᩥを㸳᮲も㔜ࡡた⏎（㸷）、ᢡ㏉しཱྀ縁で

⡘≧ᩥ Dをᣳࢇで上下にἼ≧ᩥ㹠がある⏎（10）がある。కった久ヶ原式ና（11）は㡬点間

がつまった新しいᵝ┦をもつ山形ᩥで、క出した㍯✚ࡳ 1ẁの（12）⏎ࢹࢼもྵめて久ヶ

原Ⅰ式新とぢたい。137 号住出土土器（13 ～ 17）は久ヶ原式యで、ና（15）は༢ཱྀ縁ཱྀ

辺部にỿ⥺区⏬ࡉれた⩚≧⦖ᩥᖏをもつもので、下戸塚 1期に⨨࡙ࡅられた下戸塚遺跡２

号土ᆙ出土ና（第 235 図㸳）よࡾ⬗部のᙇࡾがᙉࡃ後出とぢられる。ࢹࢼ⏎には㍯✚ࡳが 1

ẁのもの（16）とከẁのもの（17）があࡾ、久ヶ原Ⅰ式新とࡳたい。岩鼻式は◚∦のࡳで、

13 は㢕部᷸ᥥ⡘≧ᩥの上下にἼ≧ᩥがあࡾ㸵ࡸ 10 とྠᵝである。

　岩鼻式３期　81 号住・105 号住・141 号住がヱᙜするが、㛗方形≧で⅔がዟቨᐤࡾに೫

ᅾする 18 号住、住ᒃの」合㛵ಀから最も古ࡃ㝮㛗方形で⅔がዟቨᐤࡾの 119 号住も３期

にᒓするྍ⬟ᛶが㧗い。141 号住出土土器（第 233 図 19・20・21）は⦆᭤㢕部に᷸ᥥἼ≧ᩥ

だࡅの⏎（20）、㢕⬗部ᖏ⦖ᩥ⏎（19）は３期の≉ᚩで、平ᗏで㍯✚ࡳ１ẁの（21）⏎ࢹࢼ

は岩鼻式３期が久ヶ原Ⅰ式新ే行に␃まることを示している。81 号住では点ᩘはᑡないが

岩鼻式の↓ᩥ⏎（第 233 図 22）が出土し、◚∦（23・24）は᷸ᥥἼ≧ᩥで岩鼻式３期の≉

ᚩをよࡃ示す。

　近隣のᮅ㟘ᕷ / 稲荷山・郷戸遺跡第㸶地点㸴号住出土のና（第 233 図 18）は㢕部と⬗部

上半に２ᖏの᷸ᥥἼ≧ᩥᖏがあࡾ、༢ཱྀ縁で器㠃ཱྀࡸ縁部ෆ㠃は赤ᙬࡉれている（↷ᯘ・

2008）。この᷸ᥥᩥᖏが⦖ᩥに⨨ࡉれれば吉ヶ谷式土器であࡾ、岩鼻式３期でも新しࡃ

られる。ྠ・第㸷地点１号住の⏎（第ࡅ࡙⨨ 245 図 15）は᷸ᥥ⡘≧ᩥが健ᅾだが、㛗⬗な

器形ཱྀࡸ縁部のᣦのࣚࢹࢼࢥは岩鼻式３期に≉ᚩⓗである（ᩧ藤⣧ 2010）。

　岩鼻式３期をもって武蔵野台地北半から岩鼻式の系⤫をᘬࡃと⪃࠼られる土器はぢᙜたら

なࡃなࡾ、ᅾ地化することなࡃ跡も␃めࡎにጼをᾘしてしまう。

（３）第３段階

  岩鼻式の᧔㏥後、午王山に集落を形成するのは下戸塚式土器を用する集ᅋであࡾ、久ヶ

原式系土器（久ヶ原Ⅱ式ే行）が⥅⥆してΰ成する。下戸塚式は東海東部地方の菊川式土器

に♽型があることは間㐪いなࡃ、松本Ặは武蔵野台地北部と菊川流域とは型式ኚ化の㌶道が

一部ඹ᭷ࡉれ、ᣢ⥆ⓗな流㛵ಀがᏑᅾしていたとしている（松本 1996 SS�622�623）。

　① 菊川式土器　菊川式土器のናは↓花果形の器形が≉ᚩⓗで、⣽㢕で⫪のᙇらないもの

から⬗部のᙇࡾがᙉࡃなるもの、㢕部のᒅ᭤がᙉࡃなるものにኚ㑄する（第 234 図）。安藤

ᗈ道Ặは菊川式のናにᩥᵝがࡉれるᩥᵝᖏを記号化し（安藤 2009）、ཱྀ縁部をⅠᩥᵝᖏと

しཱྀ၁㠃㣭ᖏ（D）・ෆ㠃㣭ᖏ（E）、ཷཱྀ≧ཱྀ縁はཷཱྀ部እ㠃（A）・ཱྀ ၁（B）と区分する。
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㢕⬗部のⅡᩥᵝᖏは一㈏して⫪部からጞまるが、⫪部㣭ᖏ（.L1）、⬗部㣭ᖏ（.L）に分

その⨨は、ࡾれるሙ合があࡉる。」ᩘಶのᾋᩥがࡅ .L1 と .L のቃ⏺である。

　菊川式は３期（古・中・新）に大ูࡉれ（中ᔱ 1988）、その後㸳期（Ⅴ㸫１・２・３・４・

㸳）に区分ࡉれている（篠原・山下 2000、篠原 2002）。菊川式のᩥᵝᖏを .L1 と .L に分ࡅ

たሙ合、最古・古ẁ㝵（Ⅴ１・２期）は⣽㢕でᩥᵝが下⭾れの⬗部最大ᚄ近までᗈがࡾ、

.L1にはࢣࣁ目ỿ⥺่ࢣࣁࡸ✺➼が、.Lには⦖ᩥ᷸ࡸᥥ⩚≧ᩥ➼がࡉれる（第234図１～４、

㸳・㸵～㸷）。古ẁ㝵（Ⅴ２期）からは .L1 だࡅのಶయ（㸴）もᏑᅾする。中ẁ㝵（Ⅴ㸫３期）

になると .L1 の⩚≧ᩥがẁᩘを増ࡸして幅をᗈࡆるが .L の幅は⊃ࡃなࡾ、Ⅱᩥᵝᖏは上方

に集⣙ࡉれる。東遠Ụから西㥴Ἑを中ᚰに、下➃に➃末⤖⠇をもつ⦖ᩥがᐃ╔し㔜␚ࡉせる

型（12）も⌧れる（篠原ࢲ࣑ࣔ 2001）。新・最新ẁ㝵（Ⅴ㸫４・㸳期）でも㔜␚➃末⤖⠇ᩥ

がຊだがᩥᵝᖏの⡆␎化が進ࡳ、.L1 のࡳ、もしࡃは .L1、.L の区ูがなࡃなる。

　② 下戸塚式土器　武蔵野台地を้ࡴ神田川ྑᓊにある下戸塚遺跡は 1987 年から 1988 年

の１ࡰ年間にரってㄪᰝࡉれ、Ⓨ᥀ㄪᰝሗ࿌᭩は 1996 年にห行ࡉれた（ᕷẟ・㌴ᓮ・松本・

 1996）。弥生時代後期の遺構は後期⯡にரࡾ、出土土器を分析した松本 完Ặは、そも

そもᅾ来土器とࡧうる土器がᑡな４）ᩥ✺่ࢣࣁࡃ) の㝯┒ࡸ器✀構成において最も類ఝし

ているのは東遠Ụでも菊川流域の菊川式土器としている。そして、㸳期区分しẶ⮬㌟の⏎の

ኚ㑄をᇶ‽とした南㛵東編年（松本 1993）のࠕⅠ・Ⅱ期、Ⅲ期古・新ẁ㝵、Ⅳ期ࠖにᑐᛂ

できるとする。菊川式の編年（中ᔱ 1988・1991）との㛵ಀについてはៅ㔜ながらも、下戸

塚１期が菊川式古ẁ㝵の一部とే行し、３期に่ࢣࣁ✺ᩥがᾘ⁛し➃末⤖⠇が出⌧すること

から菊川式中・新ẁ㝵のቃを３期においた。⥆４ࡃ・㸳期は菊川式新ẁ㝵にᑐᛂࡉせ、下㝈

は器台・ᆣなどが出⌧する௨前とした。ࠕ下戸塚式ࠖのྡ⛠は用いなかったが、下戸塚遺跡

の菊川式系土器は器✀にまたがる⛣ືとしてㄆめられ菊川流域からのேⓗ⛣ືが㛵

するとし、その一方でࡸᩥ✺่ࢣࣁናの形ែに菊川式とは␗なる≉ᚩがあࡾ、赤ᙬ⋡が㧗い

点などもあࡆた。その後ࠕ下戸塚式土器ࠖをᥦၐした㰻藤⍞✑Ặは、松本Ặの分析について

でࡅはᵝ式が、༑分であったことを㟢わにするだࡃれてきた型式もしࡉ半ୡ紀௨上く用ࠕ

なࡃ、この分野の前ᥦであったࠕ南㛵東地方ࠖというᯟ⤌ࡳに࠼ࡉもぢ直しを㏕ったࠖとホ

౯した（㰻藤⍞ 2010 S�54）。その上で㰻藤Ặは、下戸塚遺跡の環濠ෆ部の࢚ࣜ出土土器

に菊川式土器のᙳ㡪をㄆめつつ、᷸ࡸᩥ✺่ࢣࣁᥥἼ≧ᩥの用⋡ཱྀࡸෆᖏᩥᵝ（安藤㸸ཱྀ

縁部ෆ㠃㣭ᖏ）は時期が新しࡃなるにつれて下がる点など、菊川式のせ⣲と久ヶ原式のせ

⣲とが」合した⊂⮬Ⰽをഛ࠼たまとまࡾがあるとし、ࠕ下戸塚 1 式ࠖをᥦၐした。Ặは更に

環濠እ部࢚ࣜ出土土器をࠕ下戸塚２式ࠖとྡした。ᑐ㇟としたናの≉ᚩは、幅ᗈのᩥᵝ

ᖏをഛ࠼、ཱྀෆᖏをもつものはとࢇどな２、ࡃないしは３ẁで構成ࡉれる༢⠇⦖ᩥᖏを⬗

部上半にもࡕ、最下ẁに㗬ṑᩥ୕ࡸゅᩥなど㓄している。直近では、古屋紀அẶが南武蔵北

部地域の後期土器にࠕ下戸塚式ࠖのྡ⛠を࠼ることに㈶ྠしている（古屋 2018）。筆者も

㰻藤Ặのࠕ下戸塚式ࠖのᥦၐに㈶ྠし、午王山遺跡の菊川式系土器にもてたいが、その⠊

はࠕ下戸塚 1 式ࠖである。☜かに、ࠕ下戸塚式ࠖはཱྀ縁部形≧に大きࡃእ‴するものཱྀࡸ

ෆᖏに่ࢣࣁ✺を用いるものはᑡなࡃ、.L1 だࡅ、あるいは、.L だࡅの⡆⣲な㢕⬗部ᩥᵝが

目❧つ。篠原大Ặによれば東㥴Ἑでは東遠Ụ系⤫の土器がⴭしࡃኚᐜした土器⩌がࡳられ
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るというから、下戸塚２・３期௨㝆は東㥴Ἑでኚᐜした菊川式系土器との㛵ಀᛶを⪃࠼るᚲ

せもある。これについては、後述する。そして、松本Ặが下戸塚４期としたẁ㝵にもཱྀ၁が

ෆᖏの⦖ᩥᩥなど菊川式の⥅⥆ⓗなᾐ㏱がぢられ、その系㆕は」合ཱྀࡸෆ‴ཱྀ縁ࡴพࡸࡸ

ཱྀ縁のᣑᙇഴ向ࡸ➃末⤖⠇⦖ᩥయの幅ᗈ一య型ናのᩡによって本郷弥生町出土のࠕ弥

生式土器第１号ࠖに⧅がっていࡃ（安藤 2015D SS�384�385）。ࠕ下戸塚２式ࠖの分ูの᰿ᣐ

とした２ᖏ⦖ᩥᖏࡸ㗬ṑᩥは久ヶ原式系せ⣲がΰする後期前半からの系⤫で、後期後半௨

㝆にも武蔵野台地北部の二系⤫のΰ成というఏ⤫が⥅ᢎࡉれたものであࠕ、ࡾ弥生町式ࠖの

ୈ ��� ਤɹԼށ௩ࣜثੜʹؔΘΔ܈ث
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せな構成せ⣲なのである（㸳）。ᚑって、下戸塚２式を᥇ることは㈶ྠしがたい。

　次に、ࠕ下戸塚式ࠖの㛤ጞ時期についてである。松本Ặは下戸塚遺跡の１期とした土器に

ついて菊川式古ẁ㝵の一部とే行するྍ⬟ᛶがあるとしているが（松本 1996 S�622）、ࠕ下

戸塚式ࠖの㛤ጞ時期が後期ึ㢌まで㐳るとはゝいษってはいない。第 235 図ձは下戸塚遺跡

の環濠集落形成㛤ጞ期の土器の一部で、12 号住出土のና大型◚∦（１）には⬗部にᩘẁの

は最古ẁ㝵（菊川式Ⅴ㸫１ᵝ式）から古ẁ㝵（菊川ᩥ≦⩚ࢣࣁ。れているࡉがᩥ≦⩚ࢣࣁ

式Ⅴ㸫２ᵝ式）までㄆめられ（第 234 図３・㸵・㸷）、⫪部から⬗下の⛸部近まで༨め

られる。༢ཱྀ縁のና（第 235 図２）はཱྀ၁➃部が明░に⫧ཌし、ཱྀ၁㠃 (D) とෆ㠃（E）を

をධれࡳ下方から้ࡾはཱྀ၁➃部に明░な平ᆠ㠃があ（３）⏎ࢣࣁ。で加㣭するᩥ✺่ࢣࣁ

るもので、ᢡ㏉しཱྀ縁の⏎（４）も➃㠃に⢒いࢣࣁㄪᩚを行う。௨上は、菊川式にᛅᐇな古

式のᵝ┦をもつが、┦ᶍでは菊川式最古ẁ㝵（ඹక土器との時間ⓗ⨨࡙ࡅも▩┪しない）

の土器⩌（第 232 図ղ）が出土しておࡾ、それとẚ㍑しても下戸塚遺跡ࡸ周辺の遺跡ではⅤ

㸫 1式（最古ẁ㝵）のものはぢいだせない。久ヶ原式の༢ཱྀ縁ና（第 235 図ձ㸳）は、ཱྀ縁

部にỿ⥺区⏬ࡉれた⩚≧⦖ᩥᖏをもࡕ赤ᙬࡉれている。ただし、本類は久ヶ原Ⅱ式になって

もṧࡾ、㸳が久ヶ原Ⅰ式だとしても最古ẁ㝵までいࡃとはゝいษれない。⌧時点では下戸塚

式のึ⌧は後期ึ㢌には⮳らࡎ、後期前半でも古ẁ㝵に␃めておࡃのがጇᙜとᛮわれる。下

戸塚式のయ（下戸塚１期から３期）は菊川式古ẁ㝵（Ⅴ㸫２ᵝ式）から中ẁ㝵（Ⅴ㸫３ᵝ式）

にあࡾ、一部は新ẁ㝵（Ⅴ㸫４ᵝ式）にかかるྍ⬟ᛶがあࡾ、➃末⤖⠇⦖ᩥがᩥᵝのయと

なࡾ⬗部上半幅ᗈ一ᖏ型がస出ࡉれるࠕ弥生町式 のࠖ直前までをてることがጇᙜと⪃࠼る。

  次⠇では、午王山遺跡とその周辺域の下戸塚式土器について編年し、環濠集落の形成とᗫ

⤯にかかる時間㍈のタᐃを行いたい。

３　午王山遺跡とその周辺域の下戸塚式土器　

　菊川式土器の遠来から下戸塚式土器の生成後、下戸塚式はに武蔵野台地北方域の小Ἑ川

ἢいにᣑ大していࡃ。出川・ⶈ᰿川・前谷ὠ川流域ではᯈᶫ区㸭西台、西台後藤田、四ⴥ

地区などの遺跡があࡾ、白子川・越戸川・黒目川流域ではගᕷ㸭吹上、四ツ木、午王山、

花ノ木、上அ郷、ᮅ㟘ᕷ㸭稲荷山・郷戸、向山、中道・岡台などの遺跡があࡾ、更に、富士

ぢᕷ㸭南通遺跡、東台遺跡など柳瀬川流域に㐩する。花ノ木、西台、西台後藤田、南通など

の遺跡では、.L1�.L、D・E のᇶ本構造がᔂれていない菊川式の⛣ືရないしはᛅᐇなᶍೌ

ရと⪃࠼られる土器が出土している（第 235 図ղ）。これらは菊川式古ẁ㝵から中～新ẁ㝵

のもので、後⥆して新・最新ẁ㝵のものも☜ㄆできるから（中ᔱ 1991、ẚ田 1991、松本

1991）、ᙼᡃとの流は⥅⥆ⓗであࡾ、ኚᐜし、ᩥᵝは⡆⣲化しても、東海系のせ⣲はᅾ地

化してᇙἐしてしまうことなࡃ型式ⓗなሗ更新がなࡉれ土ᖌ器形成と⧅がっていった。

　午王山遺跡では住ᒃ跡の㔜」が⃭しࡃ一ᣓ出土土器にⰋዲなものがᑡなかったが、宮ノ台

式と岩鼻式を㝖いた住ᒃ跡からẚ㍑ⓗⰋዲな資料を㑅ูし、住ᒃ間の」合㛵ಀから新古を

ᗋし構⠏した住ᒃの土器⩌、環濠ෆでࡾ㈞ᇙἐした溝上部分にࡰ出した。更に、環濠がࡾ

中ᒙから上ᒙにかࡅてまとまࡾのある土器⩌をᑐ㇟に型式Ꮫⓗ᳨ウを行った。また、Ḟኻし

ている資料➼を⿵うため近隣遺跡の資料も用いた。その⤖果、午王山遺跡とその周辺におࡅ
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る下戸塚式土器の編年は、大きࡃ古・中・新の３期区分がྍ⬟であった（下戸塚遺跡１・２・

３期とはᚲࡎしも合⮴ࡉせていない）。ただし、⣽分したྠ一時期住ᒃ間でも㔜」している

ものがあࡾ、時期を明らかにできない住ᒃ跡もᑡなࡃないから༢一時期のྠ時Ꮡᅾをࡾ出

すことはᅔ㞴である。 

　① 下戸塚式古期　下戸塚式の北方のᣑ大による進出集落⩌のうࡕ、⌧時点で最も古ࡃ

㐳るものは花ノ木遺跡（石ᆏ・ 1994）であࡾ、午王山遺跡におࡅる環濠集落㛤ጞ期௨前

である。花ノ木遺跡は環濠集落であるが、環濠እの第１号方形周溝墓から出土した土器がヱ

ᙜする（第 235 図ճ 10 ～ 13）。10 の小型ናは、⬗部下に⛸をもࢣࣁ、ࡕ目ỿ⥺と่ࢣࣁ

✺ᩥで .L1 を、⛸近まで幅ᗈࡃ /5 ⦖ᩥをして .L を構成する（第 237 図１）。ཱྀ縁部は

明であるが、㢕⬗部は成形・ᩚ形・ᩥにおいて菊川式土器にᛅᐇであࡾ、菊川式古ẁ㝵

のᵝ┦をṧす。11 は小型ናのཱྀ縁部でཱྀ၁➃部（㹟）に⦖ᩥ、ཱྀෆᖏ（㹠）に่ࢣࣁ✺ᩥ

をす。ただし、このཱྀ縁部は大きࡃእ‴しない点はᛅᐇなᶍೌရとはゝࡎ࠼ኚᐜがぢられ

る。12 はና下半部で、ᗏ㠃は中ኸがพࡳእ周にⷧい⢓土ᖏがᕠる㍯台㢼のᗏ㠃で、菊川式

の≉ᚩを示す。13 は久ヶ原式のናで、⫪部に⩚≧⦖ᩥᖏをỿ⥺区⏬したᩥᵝᖏがあࡾ、器

㠃は赤ᙬࡉれている。おそらࡃ㢕部にもỿ⥺区⏬⩚≧⦖ᩥᖏがある２ᖏ型の久ヶ原Ⅰ式新期

で、最ึから菊川式系と久ヶ原式系のΰ成であることを示す。午王山遺跡では１期をḞいて

おࡾ、白子川・越戸川流域の進ධ時期が岩鼻式３期の集落Ꮡ⥆期間中か᧔㏥した直後かは

明だが、花ノ木遺跡㛤ጞ期は岩鼻式３期 /久ヶ原Ⅰ式新期ే行にまると⪃࠼たい。

　② 下戸塚式中期　午王山遺跡の環濠集落造営期であࡾ、住ᒃは⃭しࡃ㔜」する。土器か

らは中・古期と中・新期とに分ࡅられ、環濠集落の形成は中・古期に㛤ጞࡉれる。しかし、

環濠ෆ出土土器でもＡ溝では中・古期にẚᐃできる土器がまとまって出土する⟠ᡤ（３次・

㸵次Ａ溝域と㸳次Ａ区Ａ溝域）がある。このことは、᪩いẁ㝵でのᇙἐ㛤ጞと溝中ᢞᲠが行

われたことを示している。

　ａ．中・古期　器✀は、ና・ᗈཱྀና・↓㢕ና・⏎・㖊・㧗ᆗからなる。ඛ述の３次Ａ溝、

㸵次Ａ溝、㸳次Ａ区Ａ溝出土資料にまとまࡾがあࡾ、住ᒃ跡では 11・24・57・68・86・91・

107・118・129・144 号住➼のᗋ直出土資料があࡆられる。近隣の吹上遺跡３次 26 号住出土

土器（第 239 図ղ）は午王山遺跡のḞを⿵うⰋዲなࢺࢵࢭ㛵ಀを示す（鈴木一2003）。

　ና　ཱྀ縁部形ែには、」合ཱྀ縁、ᢡ㏉し≧ཱྀ縁、༢ཱྀ縁がある。

　菊川式系の」合ཱྀ縁は、」合部下➃の✺出は目❧たたཱྀཷࡎ≧の形ែがಖたれておࡾ、ཱྀ

縁部ෆ㠃᷸ᥥἼ≧ᩥがࡉれたもの (第 236 図 16・24) が、午王山遺跡におࡅるึ⌧期の≉

ᚩをよࡃ示す。Წ≧ᾋᩥがないཷཱྀ≧幅ᗈ」合ཱྀ縁（第 236 図 31）は、そのཱྀ縁部形≧が

菊川式古ẁ㝵（Ⅴ㸫２）に⨨࡙ࡅられている༑二ᡤ遺跡出土土器（第 239 図１）に♽型が

ồめられようか。31 はⅡᩥᵝᖏが分かるᩘᑡないでもあࡾ（第 237 図４）、⬗⫪部に✺

ᖏのྡṧのような⛸があってⅡᩥᵝᖏのጞ点とな่ࢣࣁ、ࡾ✺ᩥの .L1 とその下部の .L は

5/�/5�5/ の⩚≧⦖ᩥᖏであࡾ、中間点の形ᾋᩥが୧者を⏬する。このⅡᩥᵝᖏは第 237

図１にẚし幅⊃ࡃ⬗⫪部にまとまっているから菊川式中ẁ㝵（Ⅴ㸫３）௨㝆であることは明

らかで、下戸塚式中・古の時間ⓗ⨨࡙ࡅの目安となる。一方、幅ᗈでᲬ≧ᾋᩥがࡉれた

ものも菊川式に系㆕があるようであるが、午王山遺跡の」合ཱྀ縁部に⩚≧⦖ᩥがࡉれたも
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の（第 236 図 25、第 239 図ձ４）ࡸ↓ᩥのもの（第 236 図 19）などは㥴Ἑのናに≉ᚩⓗな

」合ཱྀ縁（第 239 図２・３）との㛵ಀᛶも↓どできない。菊川式系のᗏ部形ែは、㍯台㢼の

ᗏ㠃を᭷するものが古期から⥅ᢎࡉれている（第 236 図㸵）。

　菊川式のᢡ㏉し≧ཱྀ縁ናのཱྀ縁部形ែは四ゅ形≧で大きࡃእ‴しෆእ㠃を㣭するのが≉

ᚩで（第 234 図）、武蔵野台地北部でも西台遺跡１次小型住ᒃ跡出土ና（第 235 図㸵）が近

い。しかし、午王山遺跡ではそのようなが⛥で、四ゅ形≧のཱྀ縁部を᭷するና（第 236

図㸴）も大きࡃ㛤ࡃがእ‴するとはゝࡎ࠼、ཱྀ 縁እ㠃ཱྀࡸෆᖏに㣭がなࡃⅡᩥᵝᖏもない。

༢ཱྀ縁のና（第 236 図 18）はཱྀ၁➃部に平ᆠ㠃を᭷しࡸࡸෆഴして菊川式系の≉ᚩを示すが、

ᢡ㏉し≧ཱྀ縁ናと༢ཱྀ縁ናはⅡᩥᵝᖏが .L1 のࡳで .L がないものがとࢇどである。ࢣࣁ

่✺ᩥによるᩳ行ᩥは༢ᩳと⩚≧をなすものがあるが、上下をࢣࣁ目ỿ⥺で区⏬ࡉれて⊂❧

したᩥᵝᖏをなす（第 236 図 26・32・38、第 237 図２・３）。.L1 のࡳで上下ࢣࣁỿ⥺区⏬

第）ࡾからあࡃれたものは菊川式にも᪩ࡉ 234 図㸴）、┬␎とするよࡾは完⤖したᩥᵝとࡳ

るきかもしれない。あるいは、後述する東㥴Ἑの菊川式系土器との㛵ಀᛶも⪃࠼るᚲせが

あࡾ、.L1 のࡳの構成をᅾ地化と表⌧するだࡅで∦ࡅるきではない。

　久ヶ原式系では、古期の花ノ木遺跡出土ና（第 235 図 13）の系⤫をᘬࡃ、一ᖏないしは

二ᖏのỿ⥺区⏬⩚≧⦖ᩥᖏを᭷するᢡ㏉し≧ཱྀ縁赤ᙬናのᏑᅾが目❧つ。57 号住（第 236

図㸳）、68 号住（11・12）、３次Ａ溝（28・30）、㸵次Ａ溝のና（36・37）などがあࡆられる。久ヶ

原式系のናでも山形ᩥなどがᑡないのにẚしてỿ⥺区⏬ࡉれたᖏ⦖ᩥの༟越は、松本 完Ặ

もᣦしておࡾ、久ヶ原式とは␗なるᅾ来のናとしてࠕ午王山式ࠖと仮⛠することも一方ἲ

としている（松本 2007 S�285・S�289 ト 21）。しかし、ỿ⥺区⏬ᖏ⦖ᩥናは岩鼻式にకう久ヶ

原式に系㆕がある久ヶ原式系であることは☜かであって、下戸塚式の構成せ⣲として加࠼て

おきたい。また、ᑡないとはゝ࠼山形ᩥをጞめとする久ヶ原式はక出しておࡾ、ᕪ編年の

目安になる。91 号住出土の山形ᩥ∦（第 236 図㸷・10）はᶓᖏ⩚≧⦖ᩥ中に⮬⧘⤖⠇ᩥが

２᮲ࡉれ、山形ᩥはᶓᖏᩥに近᥋し㡬点間が⊃まっておࡌ⥲、ࡾてỿ⥺は⣽ࡃなっている。

21 はᶓᖏ⦖ᩥᖏに᥋して上向き㗬ṑᩥ区⏬⦖ᩥᖏからなっておࡾ、㸷・10・21 の≉ᚩは久ヶ

原Ⅱ式古ẁ㝵に⨨࡙ࡅられるᩥᵝ構成である。

　なお、⩚≧⦖ᩥᖏናでもその区⏬に、上がࢣࣁ目ỿ⥺、下が➉Ⳣによるものがあࡾ（第

236 図３、第 237 図㸳）があࡾ、菊川式系と久ヶ原式系とのᢡ⾺型とぢられる。㛗めの原య

によるᩳ行⦖ᩥで➃末⤖⠇のないና(第236図20)は、菊川式系であろうが、赤ᙬࡉれている。

赤ᙬは、久ヶ原式系は㧗ᆗ・㖊もྵめて⥲ࡌてࡉれているが、菊川式系でも 16・25・26

は赤ᙬࡉれておࡾ、下戸塚遺跡では赤ᙬ⋡が㧗いとする松本 完Ặのᣦ (松本 1996 S�623)

が午王山遺跡でもᙜてはまる。

台⏎が流を༨めるようになるのが、菊川式系の進出による最も大きなኚ化でࢣࣁ　⏎　

ある。台⏎はཱྀ縁部がᒅ᭤ᗘのある㢕部から▷ࡃ㛤き⬗部最大ᚄがࡸࡸ上方にある形≧で、

ཱྀ၁➃部をᩚࢣࣁ形ලで㠃ྲྀし下方から้ࡳをධれるのが≉ᚩである（第 236 図 2・34）。

その一方で、久ヶ原式系のࢹࢼ⏎もకい（第 236 図 14・15・40）、後⥆してい14。ࡃ は㍯✚

15、࠼形がᇉ間ぢᩚࢣࣁを明░にṧすが、⬗部にࡳ はᩚࢹࢼ形と࣑࢟࢞ࣛ࣊だが、㍯✚

部がᙇらない。40⬗ࡾは跡化し器形もཱྀ縁部に最大ᚄがあࡳ は一ẁの㍯✚ࡳ上に้
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。形がぢられるᩚࢣࣁだが⬗部に⏎ࢹࢼ部はࡳ✚をす⏎で、㍯ࡳ

　ᗈཱྀና・↓㢕ና・㖊・㧗ᆗ　いࡎれも菊川式系と久ヶ原式系の୧者がある。菊川式系のᗈ

ཱྀና・↓㢕ና（第 236 図㸶・27）は、いࡎれもᩚࢣࣁ形をṧす↓ᩥ土器で赤ᙬࡉれない。

㖊（第 239 図 16）はཱྀ辺部とయ部間に⛸を᭷し、ෆእともにࡉ࣑࢟࢞ࣛ࣊れている。㧗ᆗ

はⰋዲな資料はᑡないが、ᆗ部だࡅの 17 はእ方に㛤ࡃが菊川式のように㘥≧にはなࡾきれ

ていない。一方、⬮部（35）は菊川式にᛅᐇで、᥋合部のⷧい✺ᖏに่ࢣࣁ✺で้ࡳをし、

〈は㘽≧に㛤き⩚≧⦖ᩥをす。久ヶ原式系は精〇土器で、ᢡ㏉しཱྀ縁部に⦖ᩥᩥし้ࡳ

がධࡾ、㢕⬗部に一ᖏのỿ⥺区⏬⩚≧⦖ᩥᖏが㓄ࡉれ赤ᙬࡉれたᗈཱྀና（第 236 図 22）、27

号住出土の㖊（第236図23）もཱྀ縁部にỿ⥺区⏬の⩚≧⦖ᩥᖏがある。㸷号住出土㧗ᆗ◚∦（第

30 図ն）もそうで、吹上遺跡３次 41 号住出土㧗ᆗ（第 240 図４）がᆗ部の形≧が分かる

であࡾ、ናとྠᵝに、ỿ⥺区⏬⩚≧⦖ᩥᖏのᏑᅾが㝿❧つ。

　ｂ．中・新期　環濠では、第２次Ａ溝東ഃ、第４次Ａ溝・第㸳次㹀区Ａ溝・11 次Ａ溝出

土土器が中・古期よࡾも新しいᵝ┦でまとまっておࡾ、環濠ᇙἐが進ࢇだ時期は中・新期の

ようである。そして、西ഃ（４次、㸳次㹀区）ではＡ・㹀溝上に住ᒃも構⠏ࡉれるようにな

る。Ａ・㹀溝上に構⠏ࡉれた 30・50・51・52・63 号住出土土器ࡸ、」合㛵ಀで新しࡃ⨨

ṧす㸳・10・95・142ࡃられる住ᒃ跡出土土器であっても菊川式系のせ⣲をⰍ⃰ࡅ࡙ 号住ᒃ

跡➼出土土器をヱᙜࡉせた（第 238 図）。

　ና　」合ཱྀ縁ናはෆ‴ᗘがᙉまるが、下➃の✺出はまだぢられࡎ、⫪部の⛸がṧるも

の ( 第 238 図 20) ・36）ࡾᲬ≧ᾋᩥをもたない中型」合ཱྀ縁ናには➉⟶ᩳ᱁子目ᩥがあ、ࡸ

37）、37 には形ᮒᩥがある。➉Ⳣᩳ᱁子目ᩥは菊川式Ⅴ � ３・４期（第 234 図 15）にあ

・12）ࡾる。ᢡ㏉し≧ཱྀ縁はཱྀ縁➃部の㠃ྲྀがṧ࠼❚その᥇用には新たな㛵ಀᛶ⥅⥆が、ࡾ

下部に㔜ᚰがある形≧は健ᅾである（13）。ᢡ࠼が増しているとはいࡳࡸࡸ、（29・14・13

㏉し≧ཱྀ縁のཱྀෆᖏには่ࢣࣁ✺ᩥはとࢇどぢられࡎ、あってもᩳ行⦖ᩥ（14）ࡸ⩚≧⦖

ᩥ（29）である。༢ཱྀ縁（１・30）は、ཱྀ၁➃部に平ᆠ㠃をもつ点はኚわࡾないが、明░に

ෆ‴するか（１)、ෆ‴Ẽ（30）である。ᩥᵝは .L1 だࡅで .L が┬␎ࡉれた⡆⣲なものと

な12・１、ࡾ（第 237 図㸵）・30・38 はࢣࣁ目ỿ⥺の上区⏬と่✺によるᩳ行ᩥであࡾ、

第 237 図㸶は⩚≧ᩥである。第 238 図㸷（第 237 図 9）は .L1 と .L のቃ⏺となるき部分

に形ᾋᩥが㓄ࡉれているが、., が┬␎ࡉれたため⤖果としての最下➃の⨨となってい

る。一方、13（第 237 図 10）は .L1 が┬␎ࡉれ .L が㛗い原యのᩳ行⦖ᩥᖏを構成するもの

で、ࢣࣁ目ỿ⥺と形ᾋᩥは最上にある。中・古期が .L1 だࡅでもあっても上下をỿ⥺区

⏬して完⤖したᩥᵝᖏがከいのにᑐし、中・新期が┬␎したままのものがከい点に新ᪧ㛵ಀ

を⪃࠼たい。10 はཱྀෆᖏに原యの▷いᩳ行⦖ᩥで㢕⬗部の⩚≧⦖ᩥもྠᵝで㥴Ἑ系とぢら

れ、菊川式系でも東㥴Ἑの菊川式系の新たなἼཬがあったこと13、ࡸ が出土した午王山 142

号住ではኚ形ながら࣡ࢫࣛࢢࣥ型㧗ᆗがక出しておࡾ（第 238 図 15）、新期௨㝆出土

が増࠼る西遠Ụ௨西との流ᣑ大もど野にධれるᚲせがある。

　久ヶ原式系のናはⰋዲな資料はないが、ỿ⥺区⏬ࡉれたᖏ⦖ᩥናには」合ཱྀ縁ና（第 238

図 17）がある。本来、久ヶ原式のናはᢡ㏉しཱྀ縁がᇶ本であࡾ 16 がそうであるが、」合ཱྀ

縁の᥇用は、その形ែが菊川式系とྠᵝのཷཱྀࡅ≧ཱྀ縁部形ែであることから୧者の⼥合と
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もྲྀれる。16・17・40 は㢕部ᩥᵝᖏの⨨から二ᖏ型になるྍ⬟ᛶがあࡾ、中・古ẁ㝵か

ら⥅⥆してᏑᅾឤがある。一ᖏ型のとしては27（第237図11）35ࡸがある。大型◚∦(18)

はỿ⥺区⏬ᶓᖏ⦖ᩥᖏの下部山形ᩥは形がᔂれ幅も⊃ࡃ༢ᩳ方向（/5）であࡾ、ྠᵝの≉ᚩ

をもつ久ヶ原式を安藤編年では久ヶ原Ⅱ式古ẁ㝵に␃めている。しかし、第 236 図㸷・10

よࡾは新しいことは間㐪いなࡃ、本稿では久ヶ原２式新ẁ㝵としておࡃ。༢ཱྀ縁でཱྀ辺部に

下部をỿ⥺区⏬する⩚≧⦖ᩥᖏを᭷するና（22・23）は、久ヶ原１式（第 233 図 15）から

の系⤫であるが、ཱྀ縁部がෆ‴している 22 は、ඛ述の菊川式系のና（１）とྠㄪした新し

いせ⣲である。

台⏎（第ࢣࣁ　⏎　 238 図２・３・21・32・33）は、ཱྀ၁部にᩚࢣࣁ形ලによる㠃ྲྀがあ

れ、２・33ࡉるᢏἲは⥅ᢎ࠼を加ࡳ下方から้ࡾ のᢡ㏉しẁがあるようなཱྀ縁部は東遠Ụ

東部からの流⥅⥆を示す資料である。中・古期にẚして㢕部のࡾがࡸࡸ᭤⥺化し、⬗⫪

部のᙇࡸࡾ⬗部中の形ᗘが増すのが新しいせ⣲である。ࢹࢼ⏎は台⏎（㸳・28）と平

ᗏ（㸴）があるが、台⏎は㍯✚ࡳがぢられࡎ、平ᗏには一ẁの㍯✚ࡳ跡がṧっている。

　ᗈཱྀና・↓㢕ና・㖊・㧗ᆗ　菊川式系と久ヶ原式系との⤌ࡳ合わせからなるが、菊川式系

は⢒〇な㖊・㧗ᆗ、久ヶ原式系は㣭ᛶがあࡾ赤ᙬࡉれた精〇の↓㢕ና・㖊・㧗ᆗである点

は、中・古期から⥅⥆する。

　⢒〇㖊（第 238 図 25・26）は、いࡎれもయ部下半とのቃに⛸をもࡕ、ᗏ㠃は周ᅖにⷧい

⢓土ᖏがあࡾ中ኸ部がพࢇでいるものがከい。菊川式の㖊にᛅᐇであࡾ、┦流の⥅⥆更

新が☜ㄆできる。ᩚࢣࣁ形を明░にṧす㧗ᆗには二✀があࡾ、㖊≧のᆗ部を᭷しཱྀ၁➃部

ࡳを᭷するもの（11）とᢡ㏉しཱྀ縁で下➃に้ࡳ形ලによる㠃ྲྀ・下方からの้ᩚࢣࣁの

を᭷しෆ‴し῝ࡳがあるもの（31）とがある。前者は、菊川式系⏎のཱྀ縁部とツࣜࢡがྠ一

である。久ヶ原式系はいࡎれもཱྀ縁部・ཱྀ辺部に⦖ᩥᖏを᭷するもので、↓㢕ና（第 238 図

34）はᢡ㏉しཱྀ縁で下➃に้ࡳを᭷し、小型↓㢕ና（19）は༢ཱྀ縁で⩚≧⦖ᩥᖏの下をỿ

⥺区⏬している。㖊 (41) は༢ཱྀ縁が㛤き、⩚≧⦖ᩥᖏの下がỿ⥺区⏬ࡉれる。ỿ⥺区⏬

ᶓᖏ⦖ᩥはናとྠᵝに㢧ⴭである。11 次Ａ溝出土の㧗ᆗ（39）はⷧࡃ幅ᗈの⢓土ᖏを㈞

してཱྀ縁部とし、⩚≧⦖ᩥをし下に้ࡳをしている。⦖ᩥᖏには形ᮒᩥの点ิを３

ิ㓄している。11 次Ａ溝には、ඛ述したように」合ཱྀ縁ና（37）にも形ᮒᩥがࡉれて

いるものもあࡾ中・古期には☜ㄆできないから、その᥇用は中・新期のྍ⬟ᛶがある。　　

　ｃ．下戸塚式中期と駿河との関係性　ඛに午王山遺跡の」合ཱྀ縁ናのཱྀ縁部形ែࡸ⩚≧⦖

ᩥᩥ・Წ≧ᾋᩥについて㥴Ἑとの㛵ಀᛶについてゐれたが、午王山遺跡㸵次Ａ溝からはⓏ

࿅式土器の小型ናが２点（第 239 図ղ 14・15）出土している。ගᕷ / 吹上遺跡３次 26 号

住出土土器⩌（第 239 図ղ 5 ～ 13）は、東㥴Ἑの菊川式系土器⩌とᑐẚしてࡳるとඹ通す

る点がᑡなࡃない。３次 26 号住は、菊川式系のᩚࢣࣁ形が明░な↓㢕ና（10）に久ヶ原

式系のỿ⥺区⏬⩚≧⦖ᩥᖏና（13）がకい、下戸塚式中・古期に⨨࡙ࡅられる。

　篠原大Ặによれば、東㥴Ἑでも㯤瀬川ᡪ≧地に⨨する瀬戸川遺跡では、東遠Ụ系⤫の

ⴭしࡃኚᐜした土器⩌がࡳられるという（篠原 2002 S�692）。吹上３次 26 号住出土のና（㸳）

は、.L1（ࢣࣁ目ỿ⥺・่ࢣࣁ✺⩚≧ᩥ）のࡳの瀬戸川 6B24 出土の༢ཱྀ縁ና（17）に、吹上

３次 26 号住出土の小形ና（㸵）はᢡ㏉しཱྀ縁でᩚࢣࣁ形だࡅの⡆⣲な小型ና（18）に近い。
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大型ና（㸶）の〈が✺き出たᗏ部形ែも㥴Ἑに≉ᚩⓗで、そのᗏ㠃形ែはࢣࣁ⩚≧่✺をࣁ

台⏎（11・12）のࢣࣁ目ỿ⥺で区⏬した大型ና（㸴）とྠᵝの㍯台㢼である。菊川式系ࢣ

ᒅ᭤㢕部から▷ࡃእし、最大ᚄが上にある⬗部形ែも、瀬戸川遺跡の台⏎（21・22）

に近ఝする。ᅉࡳに、午王山３次Ａ溝出土のὸ㖊（第 239 図 16）はཱྀ縁部が直❧する瀬戸

川遺跡の㖊（20）に近い。武蔵野台地の下戸塚式中ẁ㝵௨㝆の大きࡃእ‴しないᢡ㏉し≧ཱྀ

縁ࡸ⡆⣲化ࡉれた㣭ᖏをもつ菊川式系土器は、東㥴Ἑのኚᐜした土器⩌からもたらࡉれた

ྍ⬟ᛶがあࡾ、菊川式系とゝってもそのⓎಙ地の≉ᐃが今後᳨ウㄢ㢟になってこよう。　　　

　ｄ．周辺の下戸塚式中期の土器　午王山遺跡近隣において、下戸塚式中期の遺跡が近年の

ㄪᰝによって増加しつつある（第 240 図）。下戸塚式がᐜㄆࡉれるためには、そのᗈがࡾが

ᢕᥱࡉれるᚲせがあるが、弥生時代後期の白子川周辺の土器に東海東部地方のᙳ㡪が⃰ཌな

点を最ึにᣦしたのは、谷 ᙭Ặと㧗山清ྖẶである。୧Ặは、 40 年代の前半に　　　

ගᕷෆ（ᪧ・大町）の宅地造成ࡸ㎰地㌿用などで出土した土器をᐇ ・ሗ࿌し（谷・

㧗山 1968）、上அ郷遺跡ࡸ午王山遺跡の出土土器を⤂した。後者については、本᭩でも

ᐇ したものがᥖ㍕ࡉれてお23）ࡾ 㡫第㸵図）、ここでは上அ郷遺跡の一部を㘓する（第

240 図 12 ～ 15）。12・13 は㢕⬗部の㣭に่ࢣࣁ✺⩚≧ᩥをしているもので、いࡎれも

上のࡳをࢣࣁ目ỿ⥺で区⏬している。12 は༢ཱྀ縁ናでෆ‴しཱྀ၁部に平ᆠ㠃がある。」

合ཱྀ縁ና（15）は」合部が下に✺出しないཷཱྀࡅ≧であࡾ、㢕部⦖ᩥᖏはỿ⥺区⏬である。

௨上のㅖ≉ᚩから、下戸塚式中・新期に⨨࡙ࡅられる。上அ郷遺跡は越戸川流域にあࡾ、

花ノ木遺跡をㄪᰝ・ሗ࿌した石ᆏಇ郎Ặによって花ノ木遺跡と一యの環濠集落とゎ㔘ࡉれて

いる。花ノ木遺跡の環濠集落は下戸塚式古期から中期に（あるいは新期にまで）⥅⥆してい

るようであࡾ、石ᆏẶによる土器の分析もある（石ᆏ・ 1994）。また、篠原大Ặも第１

号環濠資料を᳨ウしているので（篠原 2009）、それらにㆡࡾたい。௨下は、⌧時点におࡅる

下戸塚式中期の北㝈域を示す土器⩌を、南から白子川、越戸川、黒目川、柳瀬川流域の㡰に

⤂する。

　白子川ᕥᓊの環濠集落であるගᕷ / 吹上遺跡３次 26 号住出土土器（第 239 図ղ㸳～

13）が下戸塚式中・古期のⰋዲなであることはඛ述したが、３次 41 号住出土土器（第

240 図１～４）は 26 号住にはない㧗ᆗがまとまっている。いࡎれも⬮部をḞࡃが、ᩚࢣࣁ

形でཱྀ၁部に่ࢣࣁ✺の้ࡳがある⢒〇㧗ᆗ（１）と࣑࢟࢞ࣛ࣊と赤ᙬの精〇㧗ᆗ（２）は

㥴Ἑもྵめた東海東部系で（ኚ形しているが）、久ヶ原Ⅱ式古の㧗ᆗ（４）がకう。10 は、

ཱྀ၁➃部が㠃ྲྀࡉれ下方からの้ࡳがある菊川式系ࢣࣁ⏎である。下戸塚式中・古期に⨨

。たいࡅ࡙

　ගᕷ / 四ツ木遺跡は越戸川流域にあ４、ࡾ次 30 号住出土の⏎（10）はཱྀ၁部ᢲᤫ

で㍯✚ࡳがࡃぢられないࢹࢼ⏎だが、久ヶ原Ⅱ式古のና大型◚∦（11）がకっている（鈴

木一 2004）。36 号住では上のࡳのࢣࣁ目ỿ⥺区⏬で่ࢣࣁ✺⩚≧ᩥのና◚∦ ( 㸳・㸴) に

ཱྀ၁➃部㠃をᩚ形し下方から่✺する菊川式系のࢣࣁ⏎（㸵）がకっておࡾ、下戸塚式中・

新期とぢる。39 号住ではࢣࣁ⏎（㸶）に⦪区⏬ᩥና（㸷）が出土している。⦪区⏬ᩥናは

古屋紀அẶが仮⛠田➃道℺山式として⊃⩏の弥生町式とᑐẚࡉせているが（古屋 2018）、本

は久ヶ原Ⅱ式ే行であࡾ、それ௨前とぢられる。⦪区⏬ᩥናの⨨࡙ࡅについては、系⤫
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㛵ಀとそのᗈがࡾ、あるいは下戸塚式との㛵ಀᛶᢕᥱにもうᑡし時間をかࡅるᚲせがある。

四ツ木遺跡の下戸塚式は、中・古期から中・新期にまたがるとぢておきたい。

　ᮅ㟘ᕷ /新屋敷遺跡第１地点 (郷戸遺跡 )は越戸川ᕥᓊにあって、ྑᓊഃの上அ郷遺跡に

ᑐᓖする。1968 年にⓎ᥀ㄪᰝࡉれた３号住出土土器が、Ụ原 㡰Ặによって᳨ウࡉれてい

る（Ụ原 1998）。16 はናで、ࢣࣁ目ỿ⥺下に่ࢣࣁ✺ᩳ行ᩥがᕠる .L1 だࡅの構成である。

17 はཱྀ၁部が㠃ྲྀࡉれるෆ‴Ẽのཱྀ縁部であ17、ࡾ とྠᵝの⫪部㣭ᖏがあってもおか

しࡃはない。18・19 の台ࢣࣁ⏎はཱྀ၁➃部の㠃ྲྀと下方からの้ࡳがほᐹできるが、⬗

部の形ᗘが増して最大ᚄが中に⛣行している。下戸塚式中・新期に⨨࡙ࡅたい。

　ᮅ㟘ᕷ / 中道・岡台遺跡は黒目川ྑᓊの環濠集落で（↷ᯘ・Ụ原・ 2012）、部分ⓗにし

かㄪᰝࡉれていないが第３地点２号住、１号溝（環濠）、ヨ᥀地点（方形周溝墓）が菊川式

系と久ヶ原式系からなっている（20 ～ 31）。菊川式系では、⩚≧⦖ᩥᖏがࢣࣁ目ỿ⥺で区⏬

ᩥ≦⩚✺่ࢣࣁがあるෆ‴Ẽཱྀ縁でࡳの้✺่ࢣࣁれているና（20）、平縁でཱྀ၁部にࡉ

の上をࢣࣁ目ỿ⥺で区⏬するና (25・26) と㖊（24）が菊川式系で、ᩚࢣࣁ形が明░な

㧗ᆗ⬮部 (21) もそのྍ⬟ᛶがある。久ヶ原式系は一ᖏ型ỿ⥺区⏬⩚≧⦖ᩥናが目❧ってお

31・22、（31・27・22）ࡾ は赤ᙬࡉれている。⏎は、㍯✚ࡳ跡をṧすもの（23）ࡸṧࡉな

いもの（30）も⬗部のᩚࢣࣁ形が明░である。㍯✚ࡳが１ẁṧる⏎（29）はࢹࢼ⏎だが、

午王山㸳号住出土⏎（第 238 図㸴）のような平ᗏかもしれない。２号住は下戸塚中・古期、

１号溝は中・新期だが 23 のような古いᵝ┦をもつものもΰࡌているようである。

　志木ᕷ / 中野遺跡は柳瀬川ྑᓊにあるが（宅間・ 2017）、91 地点 21 号住から久ヶ原Ⅱ

式のና (32) が出土している。分ཌいᢡ㏉し≧ཱྀ縁で、㢕部にỿ⥺区⏬⩚≧⦖ᩥᖏがあࡾ、

赤ᙬࡉれている。క出した（33）⏎ࢣࣁはཱྀ縁部のツࣜࢡが菊川式系とはゝいษれない。⌧

時点では、下戸塚式中期の菊川式系土器は柳瀬川流域ではᕼⷧであࡾ、ᗈがるのは次期まで

待たࡡばならないとすれば、黒目川が下戸塚式中期におࡅる北㝈となるかもしれない。

　④　下戸塚式新期　ናにおࡅる➃末⤖⠇ᩥの┒行をもって⏬期とするもので、ࡸ✺่ࢣࣁ

られる。環濠ᇙἐ後の新期には、ᩘ㌺ࡅなる新期とに分ࡃ目ỿ⥺がṧる古期とそれがなࢣࣁ

の小集落が営まれていたようであࡾ、新・新期をもって午王山遺跡におࡅる弥生時代の集落

造営は⤊↉を㏄࠼る。　

　ａ．新・古期　午王山遺跡ではⰋዲな資料にஈしいので、ගᕷ /吹上遺跡３次 12 号住、

３次３号溝出土土器（鈴木一2003）などを用いて記述する（第 241 図）。

　ና　ࢣࣁࡸᩥ✺่ࢣࣁ目ỿ⥺がṧるが、⡆␎化がよࡾ進ࡳ➃末⤖⠇ᩥのᏑᅾឤが㢧ⴭであ

る。第 241 図 1 は่ࢣࣁ✺ᩳ行ᩥをᕠらしただࡅであࡾ（第 237 図 12）、11 は่ࢣࣁ✺ᩳ行

ᩥを上下ࢣࣁỿ⥺で区⏬しているが、いࡎれもれが㢧ⴭである。10 は上ࢣࣁ目ỿ⥺に

➃末⤖⠇⩚≧⦖ᩥ（第 237 図 13）、２はࢣࣁ目ỿ⥺がなᩳࡃ行⦖ᩥの➃末⤖⠇、㸷もࢣࣁ目

ỿ⥺がなᩳࡃ行⦖ᩥの➃末⤖⠇で幅ᗈᶓ⦖ᩥᖏ（第 237 図 14）を構成する。㸷は下半部

に⛸があࡾ、ᗏ㠃中ኸがพࡴ≉ᚩは⥅ᢎしている。篠原大Ặは㛗い⦖ᩥ原యと➃末⤖⠇ᩥ

を≉ᚩとする菊川式をࣔࢲ࣑型と⛠しておࡾ（篠原 2001）、ᶆ㆑となる藤ᯞᕷ / 上⸭田ࣔ

遺跡は志ኴ平野にあって㥴Ἑにᒓする。.L1ࢲ࣑ と .L をಖᣢするもの（第 234 図 12）にᛅ

ᐇな土器は、武蔵野台地東北縁一ᖏではᯈᶫ区 /西台後藤田遺跡 <43 号住（第 235 図㸶）ࡸ
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富士ぢᕷ / 南通㸳号溝（第 235 図㸷）で出土しておࡾ、第 241 図 9 は .L だࡅの第 234 図 13

にᛅᐇであるとゝ࠼る。㥴Ἑ௨東の菊川式系のἼ≧ⓗな流ධがこのẁ㝵でもあったことが☜

ㄆでき、南通㸳号溝出土はその北㝈が柳瀬川流域にまでཬࢇだことを示す。

　久ヶ原式系のናはᩘᑡなࡃなるが、吹上遺跡３次３号溝からࣔࢲ࣑型ናとともに出土した

第 241 図 17 は、山形ᩥが㔜なって⳻形になったᗄఱᏛᩥで構成ࡉれ、赤ᙬࡉれている。更

に」㞧化する久ヶ原Ⅲ式௨前の久ヶ原Ⅱ式新に⨨࡙ࡅられる。富士ぢᕷ /東台遺跡３号方

形周溝墓では、⮬⦖⤖⠇ᩥ区⏬⩚≧⦖ᩥᖏとその下にỿ⥺区⏬山形ᩥをもࡕ赤ᙬࡉれた

久ヶ原Ⅱ式のና ( 第 243 図ղ 12) と菊川式系ና（10・11）がక出してお10、ࡾ はࣔࢲ࣑型

ናである（ᇼ 2005）。二ᖏの⮬⦖⤖⠇ᩥ区⏬⩚≧⦖ᩥᖏናは武蔵野台地東北➃地域ではึ⌧

であࡾ、この土器をホ౯した小出輝雄Ặは、久ヶ原式の土器（12）とࣔࢲ࣑型ና (10) の

ඹకから後期中㡭௨㝆、弥生町式௨前に⨨࡙ࡅた（小出 2006）。12 の」合ཱྀ縁はᲬ≧ᾋᩥ

が２᮲とᑡなࡃ幅も⊃いᮍⓎ㐩なものだが、久ヶ原式には本来」合ཱྀ縁はないからኚ形ရと

ゝ࠼る。⬗部山形ᩥは㡬点間がワまって形がᔂれておࡾ、小出Ặはከᑡ上下にᢲしつࡉࡪれ

たような器形ࡸỿ⥺も⣽いこともあࡆておࡾ、久ヶ原Ⅱ式新に⨨࡙ࡅておきたい（㸴）。こ

の土器は、吹上遺跡３次 12 号住出土ና（第 244 図 13）に系⤫ⓗに⧅がるものである。࣑ࣔ

型とした吹上遺跡３次３号溝出土ና（第ࢲ 241 図㸷）ࡸ東台遺跡３号方形周溝墓出土ና（第

243 図ղ 12）はཱྀ縁部をḞኻしているが、ཱྀ縁部形ែが分かる資料として新ᐟ区 /落合遺跡

㸳～㸵次 6,32 出土ና（第 243 図ճ 13）がある。ཌࡳのあるᢡ㏉し≧ཱྀ縁でእ方に㛤き、ཱྀ

ෆᖏに➃末⤖⠇ᩳ行⦖ᩥがࡉれておࡾ東海東部系のせ⣲がⰍ⃰い。

　⏎　ᢡ㏉し≧ཱྀ縁の⏎（第 241 図㸵・13）はཱྀ縁部形≧ࡸ⫪がᙇる器形に東遠Ụのせ⣲が

Ⰽ⃰ࡃぢられ、ࣔࢲ࣑型ናとともに東海東部からの新たなἼ≧ⓗなᙳ㡪があったことが分か

台⏎も、ࡾ 14・15 のようにཱྀ縁➃部の㠃ྲྀをṧすものは⥅ᢎࡉれている。その一方で、㸳・

㸴ࡸ午王山 62 号住出土⏎（第 243 図３）のように➃部にᢲᤫが用いられるなどཱྀ縁➃

部形成のつ᱁ᛶがⷧれ、㢕⬗部の⦆᭤化ࡸ⫪部のᙇࡾもなࡃなってࡃる。（20）⏎ࢹࢼも⣽

かな᧿がධࡾ、ᐇ 図によってはࢣࣁ⏎ともࢹࢼ⏎ともྲྀれる⏎が目❧つようになるのも

このẁ㝵௨㝆という（松本 2007　S�282）。

　㖊・㧗ᆗ　㖊は明☜に菊川式系とゝいうる≉ᚩを示すものはなࡃなる。吹上遺跡３次３

号溝出土㧗ᆗ（19）は久ヶ原式系で、ྠ・41 号住出土㧗ᆗ（第 240 図４）の系㆕をᘬࡃが、

ᢡ㏉しཱྀ縁部からయ部にかࡅての⦖ᩥᖏ下部のỿ⥺区⏬がなࡃなっている。㧗ᆗでは西遠Ụ

௨西のせ⣲が部分ⓗに⤌ࡳ㎸まれるものがࡳられるようになࡾ、 第 241 図３は、ᆗ部に幅ᗈ

の⢓土ᖏを㈞して⩚≧⦖ᩥᖏとし、ᆗ部と⬮部のቃに้ࡳ✺ᖏがつࡃが、形の㏱かしࡸ

㛤ࡃ〈部の⢓土㈞は西遠Ụのせ⣲である。ගᕷ /城山遺跡１号住出土㧗ᆗ（第 243 図ձ

㸷）も⬮部に㏱かしᏍがあࡾ、午王山遺跡 62 号住では西遠Ụ௨西そのものあるいはᛅᐇに

ᶍೌした㧗ᆗがకう（第 243 図ձ㸳）。ᕪ編年上のⰋዲな資料であࡾ、後述する。

　ｂ．新・新期　弥生時代におࡅる午王山遺跡の集落⤊↉期（第 242 図１～ 15）であるが、

志木ᕷ /田子山遺跡 21 号住一ᣓ資料（16 ～ 21）で⿵う（尾形 1998）。

　ና　このẁ㝵にはࢣࣁࡸᩥ✺่ࢣࣁ目ỿ⥺はなࡃなࡾ、東海東部系のና（第 242 図 16）

の .L1 は᷸ᥥ直⥺ᩥとἼ≧ᩥで、.L は⩚≧⦖ᩥである（上 /5 は➃末⤖⠇で、下 5/ は
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れていて明。第ࡉ࣑࢟࢞ࣛ࣊ 237 図 16）。幅ᗈ」合ཱྀ縁の下➃の✺出は明░であࡾ、⬗部

は下に㔜ᚰがあるものの⛸をもつどではない。Წ≧ᾋᩥが 3本でཌࡳがあるᢡ㏉し≧ཱྀ

縁ና（21）は、二ᖏの⮬⦖⤖⠇ᩥ区⏬ᖏ⦖ᩥで ( 第 237 図 19)、久ヶ原式系ናのỿ⥺区⏬２

ᖏから⮬⧘⤖⠇ᩥ区⏬２ᖏの⥅ᢎ・ኚとぢたい。午王山遺跡では、104 号住の幅ᗈ」合

ཱྀ縁ና（第 242 図 1）の下➃は 16 㸳・㸴（第、ࡾ出しがあࡳど明░ではないがは 237 図

17・18）は⩚≧⦖ᩥと➃末⤖⠇ᩥの⤌ࡳ合わせで次ẁ㝵での┒行が‽ഛࡉれている。

㢕⬗部が⦆᭤で⬗部の最大ᚄも中に⛣行して、ࡎられࡳはཱྀ၁➃部の㠃ྲྀは⏎ࢣࣁ　⏎　

いる（第 242 図 17・18）。ᢡ㏉し≧ཱྀ縁の台⏎（15）は、ཱྀ縁部がᡥ平となࡾ⦆᭤な㢕部

ୈ ��� ਤɹԼށ௩ࣜ৽・৽ظͷث
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から⬗部に⛣る。最大ᚄがཱྀ縁部にある㍯✚（４）⏎ࡳは㍯✚ࡳがཱྀ辺部だࡅで㢕⬗部௨

下はᩚࢣࣁ形がなࡉれ、（11・10・３）⏎ࢹࢼは㢕部が⦆᭤なまま⬗部に⛣行する。

　㖊・㧗ᆗ　㖊（㸷・19）は小型化している。㧗ᆗ（20）は、ᆗ部がෆ‴化し⦖ᩥᖏの区⏬

は⮬⧘⤖⠇ᩥであࡾ、ᆗ部と⬮部ቃの✺ᖏࡸ⬮部〈の⦖ᩥをした⢓土ᖏࡸ赤ᙬなど久ヶ原

式系の㧗ᆗである。⬮部の୕ゅ形の㏱かしは久ヶ原遺跡（久が原භ㸫２� 㸵）３号土ᆙで出

土しておࡾ（㰻藤あ 2017 S�64）、ྠ土器のᆗ部ཱྀ辺部⦖ᩥᖏにはከ᮲の⮬⧘⤖⠇ᩥがࡳら

れる。ྠ遺構からは㢕部よࡾ上だࡅに㍯✚ࡳをṧす台⏎も出土している。ྠ土器は、

久ヶ原Ⅱ式に⨨࡙ࡅられている。

ୈ ��� ਤɹԼށ௩ࣜ৽・ظݹͱͷซؔߦث
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　ｃ．下戸塚新期と東海西部との交差編年　午王山遺跡 62 号住出土土器（第 243 図ձ１～

5）は、区⏬のないࡸ（１）ᩥ≦⩚✺่ࢣࣁỿ⥺区⏬ᶓᖏ⦖ᩥ（２）がṧる下戸塚式新・古

期だが、㧗ᆗ（㸳）は西遠Ụ௨西の山中型᭷ẁ㧗ᆗである（㸵）。城山遺跡１号住出土土器（第

243 図ձ㸴～ 10）は、ỿ⥺区⏬ᶓᖏ⦖ᩥᖏ下に山形ᩥがࡎれて㔜なるがᲓ子がධࡾ㎸まない

久ヶ原Ⅱ式新の大型ና（㸶）、ࡸࡸෆ‴の༢ཱྀ縁・上ࢣࣁỿ⥺➃末⤖⠇ᩥ・⬗下部㔜ᚰの

菊川式系のና（㸴）、㎞うࡌてཱྀ၁部㠃ྲྀをṧす台⏎（㸵）、㏱かしᏍのある㧗ᆗ（㸷）は

下戸塚式新・古期の⤌ࡳ合わせを示している（∾田 1998）。కった㧗ᆗ（10）は⬮部をḞࡃが、

ཱྀ၁➃部に平➃㠃があࡾᆗ部が῝ࡃෆ‴する᭷⛸㧗ᆗであって、廻間Ⅰ式（Ḟ山式）成❧期

のᵝ┦をもつ。㸳ࡸ 10 はእ来系で、東海地方西部の山中Ⅱ式３ẁ㝵から 廻間Ⅰ式㸮ẁ㝵に

⨨࡙ࡅられるようなので（赤塚 2002）、下戸塚式新・古期と東海地方西部とのే行㛵ಀの

目安となる。

　

４　下戸塚式以後

　下戸塚式⤊↉後、武蔵野台地東北縁地域では、遺跡のᣑ大増加がㄆめられるがその土器は

弥生町式土器である。前㡯において、下戸塚式新期では菊川式系の➃末⤖⠇ᩥで一ᖏ⦖ᩥᖏ

を構成するናが流を༨めるようになるとしてきたが、その正⤫を⥅ࡄのはࠕ弥生式土器

第１号ࠖの本郷弥生町遺跡出土ና（石川 2008 SS�76�79）にならない（第 244 図１）。.L1

と .L の構成がこのẁ㝵までάきているとすれば、この土器がᶓ⩚≧➃末⤖⠇ᩥ一ᖏで上方

にᾋᩥがあるのは .L だࡅの構成だからである。この土器はཱྀ縁部をḞኻしているが、ὸ野

地区 11 号方形周溝墓から出土した２点（３・４）は幅ᗈ」合ཱྀ縁である。２点とも」合ཱྀ

縁の下➃が✺出しᲬ≧ᾋᩥも㸳᮲とከࡃなってお４、ࡾでは➃末⤖⠇⦖ᩥᖏ３ẁの構成で

形赤ᙬᩥもほᐹできる。３の㢕部直下の⦖ᩥᖏは、.L1 が↓⠇ /U ➃末⤖⠇であࡾ、下の

⩚≧⦖ᩥᖏを .L とすれば形ᾋᩥの⨨は .L1 と .L の中間点で下戸塚式中期௨㝆の構造が

⥅ᢎࡉれているのである（㸶）。３・４のような➃末⤖⠇ᩥ一ᖏ⦖ᩥᖏናとともに出土した第

244 図２は、⮬⧘⤖⠇ᩥで上下区⏬する幅ᗈ一ᖏ⦖ᩥናであࡾ、東海東部系と久ヶ原式系の

せ⣲が一య化してస出ࡉれたものとࡳる。

　午王山遺跡周辺では、富士ぢᕷ /南通遺跡第３地点出土ና（第 244 図㸳）ࡸ志木ᕷ /西原

大塚遺跡 349 号住出土ና（㸷）が⤖⠇ᩥ区⏬⦖ᩥ一ᖏናであࡾ、⤖⠇ᩥ区⏬⦖ᩥᖏの下に

ኚ㉁ỿ⥺区⏬山形ᩥና（10）ࡸ⤖⠇ᩥ区⏬二ᖏ⦖ᩥᖏና（㸴・㸶）は久ヶ原式系ናで、下戸

塚式を⥅ᢎする構成せ⣲である。ᩧ藤⍞✑Ặが下戸塚Ⅱ式のとしてあࡆた吹上遺跡３次

41 号住出土ና（13）の下⦖ᩥᖏは、ᶓᖏ⦖ᩥᖏとኚ㉁山形ᩥが一యとなࡾ㗬ṑᩥ化した

10 からの系⤫とぢられる。一ᖏ⦖ᩥናは、」合ཱྀ縁部が直❧し、よࡾ幅ᗈとなってᲬ≧ᾋ

ᩥᩘが増加するとともに⬗部の形化などのⓎ㐩をࡳせる（11・12）。古屋紀அẶがࠕ⊃⩏

の弥生町式ࠖと⛠した本郷弥生町出土ናを、改めてࢥࢵ࢝なしで弥生町式土器と⛠すき

とᙇしたい。

５　終わりに

　武蔵野台地東北縁地域の弥生時代中期後半から後期後半にかかる土器編年を記してきた
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が、午王山遺跡の環濠集落造営期である下戸塚式については古・中・新期と時期分類した。

今後、周辺資料の増加に合わせて分析が精緻化すれば、１期・２期・３期・・・に、あるいは、

１式・２式・３式・・・に分類できる日が来ることを期待したい。更に、弥生時代後期末か

ら古墳時代前期にかかる弥生町式土器・前野町式土器・五領式土器の土器編年についても記

述を進めたいところであるが、すでに紙幅も尽きている。機会があれば改めて稿を草するこ

ととし、ここではこれまでの記述と若干の追加を第245・246・247図と第30表のようにまとめ、

筆者の責を果たしたことにする。

＊宮ノ台式　安藤 (1990)、久ヶ原式　安藤（2017）、北武蔵　柿沼（2012）、北川谷（古屋 2013）

　菊川式（篠原 2001）、山中式・廻間式（赤塚 2002）

　なお、本稿を記すにあたっては下記の方々にご教示をいただいた。記して謝意を表したい。

　石川日出志、遠藤英子、尾形敏則、小倉淳一、菊池健一、小出輝雄、笹森紀己子、

　佐藤康二、鈴木一郎、鈴木敏則、鈴木敏弘、宅間清公、轟　直行、野本孝明、前田秀則

　松本　完

�ɹ第 30 表　午王山遺跡とその周辺域　弥生時代中期後半から後期末の編年
土器型式

 

武蔵野台地東北縁（白子川・越戸川・黒目川・柳瀬川流域） 北武蔵 南武蔵南部 東海東部な

ど
午王山遺跡　遺構 近隣遺跡・遺構

宮

ノ

台

式

Ⅲ期 ― 花ノ木 4次 10 住 北島式 宮ノ台式Ⅲ期

白岩式Ⅳ期 ― 宮ノ台式Ⅳ期

Ⅴ期 82 住、87 住、133 住 新屋敷第 1地点 6住

本村南

仮 用土・平式

仮 代正寺式

宮ノ台式Ⅴ期

岩鼻式１期 ― ― 岩鼻式１期 久ヶ原Ⅰ式古 菊川式最古

岩鼻式２期古 1住、3住、72 住、97 住 氷川神社北方 21 住 岩鼻式２期古

菊川式古岩鼻式２期新 74 住、108 住、124 住、137 住 岩鼻式２期新 久ヶ原Ⅰ式新

岩鼻式３期 81 住、105 住、141 住、（18 住、119 号住） 稲荷山・郷戸 9地点 9住 岩鼻式３期

下戸塚式古 ― 花ノ木 県 1方形周溝墓

下戸塚式中・

古

4住、8住、9住、11 住、20 住、24 住、27 住、

57 住、59 住、68 住、73 住、75 住、84 住、

86 住、90 住、91 住、93 住、100 住、107 住、

110 住、113 住、118 住、121 住、128 住、129 住、

138 住、144 住、Ａ溝 (3 次 2 溝・7 次 2 溝・

5次 A区 1溝 )

吹上 3次 26 住・41 住

四ツ木 4次 30 住

吉ヶ谷 1 式１

期

吉ヶ谷１式 2

期

吉ヶ谷１式 3

期

久ヶ原Ⅱ式古

北川谷 3期古

菊川式中～新

山中式Ⅲ

廻間Ⅰ式

菊川式最新

下戸塚式中・

新

5住、10 住、12 住、14 住、16 住、30 住、42 住、

44 住、50 住、51 住、52 住、58 住、63 住、

69 住、77 住、78 住、88 住、92 住、95 住、

130 住、132 住、142 住、146 住、Ａ溝（4 次

2 溝・5 次 B 区 2 溝・2 次 1 溝・10 次 1 溝・

11 次 1 溝）

中道・岡台第 3地点 1

溝

新屋敷 1地点 3号住

久ヶ原Ⅱ式新

北川谷 3期新

北川谷 4期古

久ヶ原Ⅲ式

北川谷４期新

下戸塚式新・

古

19 住、62 住、（101 住） 吹 上 3 次 12 住、3 次 3

溝

城山 1住

東台 3号方形周溝墓

吉ヶ谷２式 1

期

下戸塚式新・

新

23 住、96 住、104 住、109 住、114 住 田子山 31 地点 21 住

弥生町式古 ― 南通 3地点 105 住

西原大塚 349 住

吉ヶ谷２式 2

期

吉ヶ谷系

弥生町式新 ― 北通 38・39 地点 61 住

成増百向 5地点 3住

前野町式古 ― 富士前 15地点 1住 日吉台 / 北川

谷 5期古

北川谷 5期新

廻間Ⅱ式前半

前野町式新 ― 南通 3地点 109 住

成増一丁目 2住

廻間Ⅱ式後半
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࠙トࠚ

１）安藤Ặは、松本完Ặࡸ鈴木正༤Ặの久ヶ原式ㄽ（松本 2005・鈴木正 2009）もཧ⪃になったと記している。

後者は、菊池⩏次Ặの久ヶ原Ⅱ式（鈴木㸻久ヶ原２式）のホ౯で、大村直Ặの久ヶ原 1 式・2 式の

時期区分との┦㐪・㱈㱒、㣭ናのᩥᵝᖏ系⤫のㄗㅸを⾪いている。

２）柿沼 2013 では午王山遺跡出土土器の東ி‴ᓊ地域との編年ᑐẚを、大村　直Ặの久ヶ原 1・2 式から

山田ᶫ式とのẚ㍑・᳨ウで行ったが、久ヶ原Ⅱ式のᢅいにኻᙜがあるとの鈴木正༤Ặのᣦ（ト１）

をཷࡅ、久ヶ原式土器に㛵しては安藤Ặがタᐃした編年に‽ᣐする。大村Ặは久ヶ原式と山田ᶫ式

を分ࡅるᇶ‽をናにおࡅる⤖⠇ᩥ区⏬の᥇用としている。ỿ⥺区⏬から⤖⠇ᩥ区⏬の⛣行を久ヶ原

式 / 弥生町式区分のᇶ‽とする⪃࠼をホ౯したのは笹森紀己子Ặだが（笹森 1984）、Ặも久ヶ原Ⅱ

式のホ౯はపい。しかし、武蔵野台地東北縁ではỿ⥺ᩥ区⏬が久ヶ原Ⅱ式ే行でも᰿ᙉࡃṧࡾ、⤖

⠇ᩥ区⏬がࡳられるようになるのは下戸塚式でも➃末⤖⠇が┒行するẁ㝵௨㝆であࡾ、⣽ูのᇶ‽に

はなࡾにࡃい。下戸塚式中期にకうのは久ヶ原Ⅱ式とすれば、ᐇែに༶したక出㛵ಀが☜ㄆできる。

３）この資料は、2008 年に㛤ദࡉれたࠕ㺚㺻㺬㺽㺚㺼㺑㺯南㛵東の弥生後期土器を⪃࠼るࠖで❧花ᐇẶから⤂ࡉ

れたもので（❧花 2009、大☾町 2007）、会ሙから篠原大・鈴木敏則・大木⤀一郎ẶがⓎゝしてホ౯

を加࠼ている。

４）松本Ặは่᷸ࠕ✺ᩥࠖと表⌧しているが、そのᩥἲについて佐原　┿Ặはᐇ㦂⪃古Ꮫの成果から

ᩥලはⷧᯈ≧のᩚࢣࣁ形ලであࡾ、ᢲしつࡅることによってᩥすることからࠕ木目ỿ⥺⣠ とࠖ表⌧し、

ᕤලの㛗ࡸࡉᢲᅽの方によってࠕ木目ิ点⣠ 木目้目⣠ࠖと区分する（佐原ࠕࠖ 1987）。篠原大Ặ

は佐原Ặに‽ᣐしてࠕ木目ỿ⥺ᩥࠖを用い、ྠࡌᕤලによるࠕᨃ⦖ᩥࠖを่ࢣࣁࠕ✺ᨃ⦖ᩥࠖとして

いたが、その後ࢣࣁࠕ目ỿ⥺ᩥ などとしている（篠原ࠖᩥ✺่ࢣࣁࠕࠖ 2009）。直近では轟　直行Ặが

⥺目ỿࢣࣁࠕ 轟）ࡾとしておࠖᩥ✺่ࢣࣁࠕࠖ 2017）、筆者もこれを᥇用する。

㸳）㰻藤Ặᥦၐのࠕ下戸塚式（1 式）ࠖ には㈶ྠするが、下戸塚 1 式とした土器⩌について、東海地方のせ

⣲のఏは一時ⓗで時期を⤒るごとにῶᑡしていࡃ（㰻藤⍞ 2018　S�149）、としている点は㤳⫯しが

たい。菊川式とは、あるいは東海東部とは、松本Ặが記したようにࠕ型式ኚ化の㌶道が一部ඹ᭷ࡉれࠖ

ておࡾ、┦㛵ಀがἼ≧ⓗに⥅⥆ࡉれているのが☜ㄆできるᐇ㛵ಀである。ࠕࠕ本郷弥生町ࠖの出⮬

をことࡉら東海地方にまでồめなࡃともよいように、⚾にはᛮわれるのである （ࠖ㰻藤⍞ 2018S�158）

ともしているが、㤳⫯できない。東遠Ụから西㥴Ἑにᗈがるࣔࢲ࣑型ናの➃末⤖⠇ᩥが新たにἼཬし

てྲྀࡾධれられたのが下戸塚式新期の➃末⤖⠇ᩥናであࡾ、それが直᥋ⓗな系㆕として流化したの

が弥生町式土器である。ࠕ下戸塚２式ࠖを᥇用できないᡤ௨でもある。

㸴) 安藤Ặが久ヶ原Ⅱ式古としたናは⤖⠇ᩥࡸ加᮲３✀とỿ⥺区⏬がే用ࡉれておࡾ、⤖⠇ᩥ区⏬ᶓᖏ

⦖ᩥのとしてあࡆたᙳ向寺出土ናは久ヶ原Ⅱ式新に⨨いている（安藤 2017）。㒔❧田ᅬㄪᕸ㧗➼

Ꮫᰯ地ෆ遺跡２号方形周溝墓出土土器に４᮲の⤖⠇によࡾ区⏬した二ᖏᶓᖏ⦖ᩥと下部に山形ᩥを㓄

したናがある（ᩧ藤あ 2017）。山形ᩥはࡸࡸᔂれているが、ཱྀ縁部はᢡ㏉し≧ཱྀ縁でእ方に㛤き、㢕

⬗部も⦪に㛗ࡃ、ྠ᭩では久ヶ原Ⅱ式古ẁ㝵に⨨࡙ࡅられている（S�69）。東台遺跡出土ናは本ᩥ

中に述たとおࡸࡸࡾ新しいせ⣲があࡾ、久ヶ原Ⅱ式新ẁ㝵としたいところである。

㸵）山中型᭷ẁ㧗ᆗの⟶ぢにゐれた出土として、大田区 / ⇃野神社近遺跡 <� ４号住出土㧗ᆗ（⡿川・

 1991、野本 目黒川流域のⅲ森遺跡１次環濠上ᒙ出土㧗ᆗ（合田・本山ࡸ（2017 2012）があࡆられる。

前者は、久ヶ原Ⅱ式古にకっておࡾ、ᆗ部に᷸ᥥἼ≧ᩥがࡉれた山中Ⅱ式１ないしは２ẁ㝵とぢら



ʖ ��� ʖ

ɹɹɹɹୈ �અɹޕԦࢁҨग़ੜثͷฤతҐஔ͚ͮ

れる。後者は、᷸ᥥἼ≧ᩥをḞࡃ山中Ⅱ式３ẁ㝵で⇃野神社よࡾ新しࡃ、午王山㸳次 62 号住出

土に近い。環濠上ᒙからは吹上遺跡３次３号溝出土ና（第 12 図 17）とྠᵝの山形ᩥが㔜なっ

て㐃⥆⳻形ᩥとなったናが出土している（ただし、⩚≧⦖ᩥではなᩳࡃ行⦖ᩥ）。ྠ中ᒙからは⤖

⠇ᩥ区⏬二ᖏでその下にỿ⥺区⏬山形ᩥを㓄したናも出土しておࡾ、前後㛵ಀがあるとしても近

᥋した時期と⪃࠼たい。

㸶）タᴦ༤己Ặは、この土器は東海東部の土器とྠࡌ≉ᚩをもつとしつつ形ᾋᩥが⦖ᩥの上➃に

いていることは㥴Ἑ地方にない、との加⣡ಇẶのᣦ（㺚㺻㺬㺽㺚㺼㺑㺯南㛵東の弥生土器ᐇ行ጤဨ会

2005）を⤂し、地ඖで〇సࡉれたものとしている（タᴦ 2011S�66）。そのとおࡾであるが、本ᩥ

中に記したように本来ᾋᩥは .L1 と .L の中間点にあࡾ、.L1 と .L のどࡕらかの┬␎によってᾋᩥ

の⨨にኚືが生ࡌる。このことは、下戸塚式のẁ㝵から☜ㄆできる。

࠙ᘬ用・ཧ⪃ᩥ⊩ (図∧出をྵࡴ ࠚ(

赤塚次郎 る弥生時代後期の土器編年ࠖࠗࡅⅡ ⃰尾平野におࠕ2002 ඵ王子遺跡　⪃ᐹ編࠘ឡ▱県ᇙ蔵ᩥ化

㈈࣮ࢱࣥࢭ ㄪᰝሗ࿌᭩第 92 集 SS�25�4 ㈈ᅋἲேឡ▱県教⫱࣮ࢱࣥࢭࢫࣅ࣮ࢧ　ឡ▱県ᇙ蔵ᩥ化

㈈࣮ࢱࣥࢭ

ኳヶᔱᓅ 2003ࠗ川越城跡 (第 11 次ㄪᰝ )࠘川越ᕷ遺跡ㄪᰝ会Ⓨ᥀ㄪᰝሗ࿌᭩第 27 集  川越ᕷ遺跡ㄪᰝ

会

安藤ᗈ道 る宮ノ台式土器の⣽分ࠖ上・下ࠗ古代ᩥ化࠘第ࡅ神ዉ川県下末吉台地におࠕ1990 42 ᕳ第 6・7

号　㈈ᅰἲே 古代Ꮵ༠᭳

安藤ᗈ道 �,第Ⅲ部　編年編　南㛵東地方（中期後半・後期）ࠖࠗ<Aࠕ1996  ࠘ SS�241�258 弥生土器をㄒる

会

安藤ᗈ道 東ி‴西ᓊ～┦ᶍ川流域の後期弥生式土器の᳨ウࠖࠗࠕ2009 南㛵東の弥生土器 2 ～後期土器を

࣮ࢲる～࠘⪃古Ꮫ࣮ࣜ࠼⪄ 16 SS�114�128 㛵東弥生時代◊✲会　ᇸ⋢弥生土器ほ会　ඵ༓代ᰩ谷

遺跡◊✲会編　භ一᭩ᡣ

安藤ᗈ道 2015DࠕⅣ �ྛ地の弥生土器ཬࡧ平行期土器⩌の◊✲㸴 㛵東ࠖࠗ 弥生土器࠘⪃古ㄪᰝࢵࣈࢻࣥࣁ

ࢡ 12 SS�344�396 （ᰴ）ࢫ࢚ࣥࢧ࣮ࣗࢽ社　

安藤ᗈ道 2015E࣒ࣛࢥࠕ 1　久ヶ原・弥生町期のᮍ来㸽ࠖࠗ ิ島東部におࡅる弥生後期のኚ㠉࠘⪃古Ꮫ࣮ࣜ

࣮ࢲ 24 SS�279�286 西┦ᶍ⪃古Ꮫ◊✲会　西川ಟ一・古屋紀அ編　භ一᭩ᡣ

安藤ᗈ道 久ヶ原遺跡と久ヶ原式土器ࠖࠗ土器からぢた大田区の弥生時代―久ヶ原遺跡Ⓨぢ、90ࠕ2017 年―࠘

SS�152�161　平成 28 年ᗘ≉ูᒎ　大田区❧郷土༤≀㤋

石川日出志・藤Ἴၨᐜ・㝮田　┾・ 1994ࠗ向原遺跡࠘東ி㒔住宅ᒁ　ᯈᶫ区向原遺跡ㄪᰝ会

石川日出志・藤Ἴၨᐜ・ 1999ࠗ西台後藤田遺跡Ⓨ᥀ㄪᰝሗ࿌᭩―第１地点―࠘東ி㒔住宅ᒁ、㒔ෆ第

二遺跡ㄪᰝ会 西台遺跡ㄪᰝᅋ

石川日出志 2008 新Ἠ社　050ࠖࡪ遺跡をᏛࠕࢬ࣮ࣜࢩ弥生時代ࠖのⓎぢ　弥生町遺跡࠘ࠕࠗ

石川日出志 2010ࠗ㎰⪔社会の成❧࠘ࢬ࣮ࣜࢩ日本古代ྐձ岩Ἴ新᭩ 1271 　岩Ἴ᭩ᗑ 

石川日出志・松田　ဴ ㄽࠖࠗ⥲ࠕ2014 ⇃谷ᕷ前中西遺跡をㄒる࠘⪃古Ꮫ࣮࣮ࣜࢲ 23 SS�3�33 㛵東弥生

ᩥ化◊✲会ᇸ⋢弥生土器ほ会編　භ一᭩ᡣ

石川安ྖ・柿沼ᖿኵ・宅間清公 ・ときがわ町◚岩遺跡―㛵東地方西部域 弥生時代中期末ⴥの遺跡ࠕ2017
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遺≀の一―ࠖࠗ ᇸ⋢⪃古࠘第 52 号 SS�19�30 ᇸ⋢⪃古Ꮫ会

石ᆏಇ郎・ 1994ࠗ花ノ木・向原・柿ノ木ᆏ・Ỉ久ಖ・山台࠘ᇸ⋢県ᇙ蔵ᩥ化㈈ㄪᰝᴗᅋሗ࿌᭩第

134 集　㈈ᅋἲேᇸ⋢県ᇙ蔵ᩥ化㈈ㄪᰝᴗᅋ

ᕷẟ　・㌴ᓮ正ᙪ・松本　完・ 1996 ࠗ 下戸塚遺跡のㄪᰝ࠘第 2部  ᪩稲田大Ꮫᰯ地ᇙ蔵ᩥ化㈈ㄪᰝ

ᐊ編　᪩稲田大Ꮫ

ఀ藤⋞୕・Ᏺ屋ᖾ一 2000ࠗ中台␊中遺跡Ⓨ᥀ㄪᰝሗ࿌᭩  ࠘中台␊中遺跡ㄪᰝ会　日❧〇సᡤ

Ụ原　㡰 ᮅ㟘ᕷ郷戸遺跡出土の土器ࠖࠗࠕ1998 あらかわ࠘ห号 SS�23�28 あらかわ⪃古ㄯヰ会 

↷ᯘ敏郎・Ụ原　㡰 2002ࠗ中道・岡台遺跡第 3 地点Ⓨ᥀ㄪᰝሗ࿌᭩࠘ᮅ㟘ᕷᇙ蔵ᩥ化㈈ㄪᰝሗ࿌᭩第

20 集　ᮅ㟘ᕷ教⫱ጤဨ会

大☾町編 2007ࠗ大☾町ྐ 10 ู ⪃古࠘

大村　直 2004ࠗᕷ原ᕷ山田ᶫ大山台遺跡࠘ᕷ原ᕷᩥ化㈈࣮ࢱࣥࢭㄪᰝሗ࿌᭩第 88 集

尾形敏則 志木ᕷ田子山遺跡の弥生時代後期のについて―田木山遺跡第ࠕ1998 31 地点の弥生時代 21

号住ᒃ跡出土の資料―ࠖࠗ あらかわ࠘ห号 SS35�53 あらかわ⪃古ㄯヰ会

尾形則敏 第ࠕ1999 3 ❶　富士前遺跡第 15 地点のㄪᰝࠖࠗ 志木ᕷ遺跡⩌㸷࠘志木のᩥ化㈈第 27 集　

SS�16�21 ᇸ⋢県志木ᕷ教⫱ጤဨ会

柿沼ᖿኵ Ⱚ川流域の宮ノ台式土器ࠖࠗࠕ2003 ᇸ⋢⪃古࠘第 38 号 SS�61�101　ᇸ⋢⪃古Ꮫ会

柿沼ᖿኵ 岩鼻式土器についてࠖࠗࠕ2006 土᭙⪃古࠘第 30 号 SS�1�28 土᭙⪃古Ꮫ◊✲会

柿沼ᖿኵ 2009ࠕ⿵㊊・意ぢ―ගᕷ午王山遺跡におࡅる岩鼻式土器―ࠖࠗ 南㛵東の弥生土器 2―後期土

器を⪃࠼る―࠘⪃古Ꮫ࣮࣮ࣜࢲ 16 SS�192 㸫 202 㛵東弥生時代◊✲会　ᇸ⋢弥生土器ほ会　ඵ༓

代ᰩ谷遺跡◊✲会編　භ一᭩ᡣ

柿沼ᖿኵ 2012ࠗ弥生時代後期地域社会の⪃古Ꮫⓗ◊✲―北武蔵地方を中ᚰに―࠘ᇸ⋢大Ꮫ大Ꮫ㝔ᩥ化⛉

Ꮫ◊✲⛉

柿沼ᖿኵ 2013ࠕⲨ川下流域弥生時代後期土器に㛵するぬ᭩ࠖࠗ ᇸ⋢⪃古  ࠘第 48 号 SS�5�28 ᇸ⋢⪃古Ꮫ

会

柿沼ᖿኵ 前中西遺跡の周辺をᕠるㄢ㢟ࠖࠗࠕ2014 ⇃谷ᕷ前中西遺跡をㄒる࠘⪃古Ꮫ࣮࣮ࣜࢲ 23 SS�67�

89 㛵東弥生ᩥ化◊✲会　ᇸ⋢弥生土器ほ会編　භ一᭩ᡣ

柿沼ᖿኵ ࠗࠖ―㢕⬗部ᖏ⦖ᩥ⏎―ᕪ編年・地域間流の㘽ࠕ2016 ᇸ⋢⪃古࠘第 51 号 SS�19�36 ᇸ⋢

⪃古Ꮫ会

ᰩ原ᩥ蔵・野部ᚨ⛅ 1973ࠗ岩の上・㞡子山࠘ᇸ⋢県遺跡Ⓨ᥀ㄪᰝሗ࿌᭩第 1集　ᇸ⋢県教⫱ጤဨ会

黒ἑ　ᾈ ࠗࠖ―池式土器のᥦၐࢵ池遺跡出土弥生土器の᳨ウ―二ࢵ神ዉ川県二ࠕ2003 明大Ꮫ༤≀㤋

◊✲ሗ࿌  ࠘第 8号 SS�21�58 明大Ꮫ༤≀㤋ົᐊ

黒ἑ　ᾈ 池式土器の᳨ウを中ᚰに―ࠖࠗ㥴台ྐᏛ࠘ࢵる弥生時代後期土器⩌のື向―二ࡅ南㛵東におࠕ2005

第 124 号 SS�49�72 㥴台ྐᏛ会

小出輝雄 1978ࠗ富士ぢᕷ中ኸ遺跡⩌Ⅰ࠘ᩥ化㈈ㄪᰝሗ࿌第 15 集　富士ぢᕷ教⫱ጤဨ会

小出輝雄 1983ࠗ㔪ヶ谷遺跡⩌―南通遺跡第 3 地点のㄪᰝ―࠘富士ぢᕷ遺跡ㄪᰝ会ㄪᰝሗ࿌第 21 集　富

士ぢᕷ遺跡ㄪᰝ会

小出輝雄 ᇸ⋢の弥生後期土器についての一⪃ᐹ（ணᐹ）ࠖࠗᇸ⋢の⪃古ᏛⅡࠕ2006 　࠘SS�251�260　ᇸ⋢

⪃古Ꮫ会編　භ一᭩ᡣ
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合田ⰾ正・本山直子（2012）ࠗ ⅲ森遺跡第１次Ⓨ᥀ㄪᰝሗ࿌᭩࠘目黒区ᇙ蔵ᩥ化㈈Ⓨ᥀ㄪᰝሗ࿌᭩第 24

集　ඹ㛤Ⓨᰴ式会社

小ᯘ行雄・ᮡ原Ⲯ編 1968Dࠗ弥生式土器集成　本編１࠘日本⪃古Ꮫ༠会弥生式土器ᩥ化⥲合◊✲≉ู

ጤဨ会　東ிᇽ

小ᯘ行雄・ᮡ原Ⲯ編 1968Eࠗ弥生式土器集成　本編２࠘日本⪃古Ꮫ༠会弥生式土器ᩥ化⥲合◊✲≉ู

ጤဨ会　東ிᇽ

小ᯘ⌮ᜨ 西台遺跡ࠖࠗࠕ1995 ᯈᶫ区ྐ　資料編１　⪃古  ࠘SS�502�507 ᯈᶫ区

ᩪ木　・ 1974ࠗᕷ原ᕷ菊間遺跡࠘ᡣ⥲⪃古資料ห行会

ᇸ⋢⪃古Ꮫ会編 1976ࠗᇸ⋢県土器集成４࠘

  　今ἨὈஅࠕ㝃川遺跡  ࠖSS�31�32 図∧㸵

  　柿沼ᖿኵࠕ➉間ἑ本村遺跡  ࠖSS�45�47 図∧ 16

  　佐々木ಖಇࠕ南通ࡾ遺跡  ࠖSS�40�42 図∧ 12・13

  　谷　᙭ࠕ台の城山遺跡  ࠖSS�43�45 図∧ 14・15

㰻藤あࡸ 2017ࠗ土器からぢた大田区の弥生時代―久ヶ原遺跡Ⓨぢ、90 年―࠘平成 28 年ᗘ図㘓　大田区

❧郷土༤≀㤋

ᩧ藤　⣧ 第㸶❶　稲荷山・郷戸遺跡第ࠕ2010 9 地点のㄪᰝࠖࠗ ᮅ㟘ᕷᇙ蔵ᩥ化㈈Ⓨ᥀ㄪᰝሗ࿌集ሗ 1࠘

ᮅ㟘ᕷᇙ蔵ᩥ化㈈ㄪᰝሗ࿌᭩第 33 集　ᮅ㟘ᕷ教⫱ጤဨ会

㰻藤⍞✑ 下戸塚式というど点ࠖࠗࠕ2010 古代࠘第 123 号 SS�53�72 ᪩稲田大Ꮫ⪃古Ꮫ会

㰻藤⍞✑ ࠗࠖ―第㸷❶　下戸塚式というど点―㛵東地方後期弥生土器型式のᥦၐࠕ2018 弥生土器型式⣽

ูㄽ  ࠘SS�140�159 ྠ成社

佐々木ಖಇ・小出輝雄 1984ࠗ㔪ヶ谷遺跡⩌࠘富士ぢᕷ遺跡ㄪᰝ会ㄪᰝሗ࿌第 23 集　富士ぢᕷ遺跡ㄪᰝ

会

佐々木ಖಇ・ෆ野⨾ὠỤ・宮川ᖾెࠗ西原大塚遺跡Ⅱ࠘ᇸ⋢県志木ᕷ西原≉ᐃ土地区⏬ᩚ⌮⤌合　ᇸ⋢

県志木ᕷ教⫱ጤဨ会

笹森紀己子 ࠗࠖ―ና形土器のᩥᵝを中ᚰに―久ヶ原式から弥生町式ࠕ1984 土᭙⪃古࠘第 9号 SS�17�40　

土᭙⪃古Ꮫ◊✲会

佐原　┿ �ሮ　2�B⿵ 9ࠕ1987 遠㈡川系土器のᢏἲࠖࠗ 弥生ᩥ化の◊✲࠘4　弥生土器Ⅱ SS�218�222　雄

山㛶

㩪島大 弥生町のናと環濠集落ࠖࠗࠕ1996 東ி大ᏛᩥᏛ部⪃古Ꮫ◊✲ᐊ◊✲紀せ࠘第 14 号　SS�131�

154　東ி大ᏛᩥᏛ部⪃古Ꮫ◊✲ᐊ

篠原大・山下英郎 る後期弥生土器の編年ࠖࠗࡅ㟼岡県におࠕ2000 東日本弥生時代後期の土器編年࠘ࠝ 第

1分  ࠞSS�72�197 東日本ᇙ蔵ᩥ化㈈◊✲会⚟島県ᐇ行ጤဨ会　⚟島県❧༤≀㤋

篠原大 ┦～ື⛣のࢺࣄ㥴Ἑ地域の後期弥生土器と土器の⛣ື（⿵遺）ࠖࠗ㺚㺻㺬㺽㺚㺼㺑㺯 弥生後期のࠕ2001

ᶍ‴からᗈがるୡ⏺～࠘資料集 SS�58�67 西┦ᶍ⪃古Ꮫ◊✲会

篠原大 第Ⅰ部 ྛ地域のᵝ式と編年ࠕ2002 5（2）東遠Ụ　第Ⅴᵝ式ࠖࠗ 弥生土器のᵝ式と編年　東海編࠘

SS�589�610 加⣡ಇ・石黒❧ே編　木⮬社

篠原大 に菊川式土器の東ி‴北東ᓊࡃ南㛵東・東海東部地域の弥生後期土器の地域ᛶ―とࠕ2009

の⛣ືについて―ࠖࠗ 南㛵東の弥生土器 2㸫後期土器を⪃࠼る㸫  ࠘SS�246�254 㛵東弥生時代◊✲会　
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ᇸ⋢弥生土器ほ会　ඵ༓代ᰩ谷◊✲会編　භ一᭩ᡣ
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第４節　午王山遺跡と弥生時代の動向

                                                                 石 川　日 出 志

１　午王山遺跡とその周辺の遺跡分布

　これまで 15 次にわたるㄪᰝのࢱ࣮ࢹと資料を今ᅇ⤫一ⓗに᳨ウした⤖果、午王山遺跡

が営まれたのは弥生時代中期後半と後期前半～後半であࡾ、後期ึ㢌は✵白期のようで、な

おかつ後期後半でも弥生町式土器ẁ㝵の直前には⤊↉を㏄࠼ることが明らかになった。後期

の集落が⥅⥆する㏵中で環濠が二㔜にᕠらࡉれたྍ⬟ᛶが㧗いことも☜ㄆできた。

　本遺跡は、北ഃにⲨ川ప地をᮃࡴ武蔵野台地北縁に⨨し、῝いᾐ㣗地形が南ഃをᶓ᩿す

るために⊂❧ୣとなっている。Ⲩ川流域のࡳならࡎ、㛵東地方の弥生時代遺跡でこれど明

☜な⊂❧ୣに集落が形成ࡉれたᐇはきわめて⛥であࡾ、ಶᛶⓗな❧地といってよい。どの

時代の遺跡も、その遺跡が営まれた地形環ቃ、ࡦいては生ែ環ቃとともに、周ᅖの集落で生

άするே々との間に形成ࡉれた社会ⓗ環ቃの中でᏑ❧した。したがって、遺跡⩌の分ᕸ≧ែ

はその遺跡の住Ẹが生άしたᙜ時の生ែⓗ・社会ⓗ環ቃを▱るᡭがかࡾとなる。第 248 図に

弥生時代中期と後期の本遺跡周辺におࡅる遺跡⩌の分ᕸ≧ែを示した。まࡎ中期（上）と後

期（下）をẚると、遺跡のとࢇどは台地の縁辺部に❧地し、分ᕸᐦᗘは武蔵野台地ഃで

㧗ࡃ、大宮台地でపいというഴ向はඹ通する。しかし、もうᑡしලయⓗにぢてࡳよう。

　㛵東地方で本᱁ⓗな℺₅稲సをᇶ♏とする集落が出⌧するのは中期中㡭の中㔛式・池上式

土器ẁ㝵である。しかし、このẁ㝵では㊊平野の中㔛遺跡、小ᷬ川下流域のᖖ代遺跡、北

武蔵域の池上遺跡などごࡃ㝈られた遺跡しか明☜でなࡃ、これまでⲨ川下流域ではこのẁ㝵

の遺跡はᢕᥱできていない。ところが、中期後半の宮ノ台式土器ẁ㝵になると、南㛵東ྛ地

のἙ川流域に℺₅稲స㎰⪔集落⩌が形成ࡉれる。武蔵野台地北縁（第 248 図上）でも、下流

ഃからᩥி区༓㥏木୕丁目南遺跡・Ⲩ川区道℺山遺跡からᯈᶫ区Ἀ山遺跡までᩘ NP 間㝸で、

１～２KD れ、その間にも小つᶍ集落が点ᅾする。とこࡉどのつᶍをもつ環濠集落が形成

ろが午王山遺跡周辺は集落がẚ㍑ⓗまとまるが環濠をもつ大型集落はࡳられࡎ、黒目川よࡾ

も上流では遺跡分ᕸが⛥ⷧとなる。本遺跡から⣙ 27NP 㐳ったᆏ戸ᕷ木᭮ච遺跡で環濠集落

が☜ㄆࡉれ、㝃島遺跡などもあるが、宮ノ台式土器をకう遺跡の分ᕸᐦᗘはపࡃなっている。

また、Ⲩ川北ഃの大宮台地でも宮ノ台式土器をకう遺跡ࡸ環濠集落がࡳられるが、遺跡は小

つᶍで分ᕸᐦᗘもらである。

　後期になると遺跡の分ᕸᐦᗘは㣕㌍ⓗに㧗ࡃなる。第 248 図下では北区ᚚẊ前遺跡周辺の

遺跡⩌と赤⩚台遺跡⩌周辺の間の遺跡分ᕸがⷧࡃぢ࠼るが、遺跡ㄪᰝ地点の⢒ᐦがᫎした

ぢかࡅ上のጼである。ᐇែは、石神川下流域から柳瀬川下流域までࡰ㐃⥆する≧ែであ

る。それどころか、ここではูの遺跡としてࡉࢺࢵࣟࣉれていても、今後のㄪᰝによっては

ない。ただし、中期後半からࡃとつの遺跡としてまとめられるྍ⬟ᛶのある遺跡⩌もᑡなࡦ

後期になって✺ዴこのような遺跡分ᕸのኚ化が㉳きたのではなࡃ、後期でもึ㢌から前半の

遺跡は中期後半௨上にらな分ᕸᐦᗘであࡴ、ࡾしろ後期前半から後半にかࡅて遺跡分ᕸの

ᛴ⃭なኚືが㉳きている。そうした遺跡⩌ື向をᛕ㢌におきつつ第 248 図下をࡳると、ᯈᶫ
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区四ⴥ地区・Ἀ山遺跡から黒目川までの⣙㸵NP の⠊ᅖに環濠をഛ࠼た遺跡がᐦ集すること

がわかる。午王山遺跡は、その中で白子川下流域ᕥᓊഃの⊂❧ୣに❧地する、二㔜環濠をも

つྍ⬟ᛶが㧗い集落であࡾ、これら遺跡⩌の中᰾ⓗな⨨を༨めたྍ⬟ᛶが㧗いであろう。

　

２　関東における中・後期の土器型式分布の中の午王山遺跡

  午王山遺跡の≉Ⰽのࡦとつに、南㛵東系と北㛵東系、あるいは遠㝸地系の土器型式が明░

な点がᣲࡆられ、ᙜ時のேࡧとの地域間流ࡸ社会㛵ಀを▱るᡭがかࡾとなっている。第

249 図に㛵東地方におࡅる弥生時代中期後半と後期前半の土器型式の分ᕸᅪを示した。⌧代

社会ឤぬで㐣ཤの㛵東を一つの地域としてㄆ㆑するのはㄗࡾであって、時代ごとに㛵東ෆの

地域ごとのᕪ␗が㢧ᅾ化したࡾ、ⷧらいだࡾする。通ྐⓗにࡳると、弥生時代はもっとも地

域ごとのᕪ␗が㢧ⴭな時代であࡾ、中期と後期でも㐪いがある。

　中期後半（第 249 図ᕥ）では、南㛵東は㟼岡県域方㠃と㐃ືᛶの㢧ⴭな宮ノ台式土器、北

西㛵東は㛗野方㠃と㓞ఝする❳ぢ町式、Ⲉ城県域周辺は東北地方南部とᙉい㛵㐃をもつ㊊Ὑ

式などのㅖ型式が分ᕸし、それらにᣳまれるようにᅾ来系のఏ⤫のⰍ⃰いᚚ新田式・北島式

土器、およࡧ㛗野系とᅾ来系のᢡ⾺とࡳられる下ࢵ原・㤿ሙ式系の土器⩌が分ᕸする。しかも、

ྛ遺跡ではいࡎれかの型式がᅽಽⓗከᩘὴを༨めているために、分ᕸቃ⏺を明░に⥺ᘬきで

きるという≉Ⰽをもつ。その中で、午王山遺跡は宮ノ台式土器分ᕸᅪにᒓしておࡾ、前述の

ようにⲨ川流域におࡅる遺跡ᐦ集地の北縁ᐤࡾに⨨する。そのために第 133 号住ᒃ跡の大

型ናの㢕部✺ᖏなどは型ⓗな宮ノ台式土器というよࡾも、東松山ᕷ代正寺遺跡など、よࡾ

上流ഃの地域の≉Ⰽをもつ。

　後期前半（第 249 図ྑ）になると、中期後半に周辺地域との㛵㐃がᙉかった土器型式がྛ
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地にᐃ╔して新たな地域ごとのಶᛶが㢧ᅾ化する。宮ノ台式の後⿰である久ヶ原式はࡸࡸ分

ᕸ⠊ᅖを⊃め、Ⲩ川流域では中期後半の❳ぢ町式の後⿰であるᶡ式とᘵ型式である岩鼻式

が㢧ⴭな分ᕸᅪを形成する。午王山遺跡は、南㛵東系の久ヶ原式と北㛵東系の岩鼻式土器が

ඹᏑしておࡾ、୧地域どうしが流ࡸ᫆を行うᣐ点としてのᙺを果たしたに㐪いない。

　なお、中期後半から後期前半のኚ㑄の㐣⛬で、午王山遺跡は後期ึ㢌に一時ⓗな✵白期

をᣳࢇでいるようである。ୣ㝠上の平ᆠ地の⣙２㸭３をⓎ᥀したとはい࠼、ᮍㄪᰝ区にこの

ẁ㝵の遺構・遺≀がᏑᅾするྍ⬟ᛶはṧࡉれている。ただし、たと࠼後期ึ㢌の遺構・遺≀

がᏑᅾしたとしても遺跡のపῶ・⦰小期であることはኚわらないであろう。しかし、このこ

とをもって本遺跡のಶᛶⓗな≉ᚩとࡳてはならない。࠼ば、かつて西川ಟ一Ặが┦ᶍ川下

流域をとࡾ上ࡆて弥生時代中期後半から後期にかࡅての᳨出住ᒃᩘを集ィし、後期ึ㢌の

᳨出ᩘがⴭしࡃᑡないことから、あたかも↓住の地のような≧ἣであったと述た（西川

1991）。その後、┦ᶍ地域でも後期ึ㢌の住ᒃ᳨出は増࠼たものの⃭ῶしていることにኚわ

る東ி‴ἢᓊでも後期࠼の土器型式のኚ㑄が追はない。宮ノ台式土器から久ヶ原式土器ࡾ

ึ㢌の遺構・遺≀の᳨出ᩘは⃭ῶしているし、南㛵東のࡳならࡎ㛵東・中部地方一でもྠ

ᵝのഴ向が☜ㄆできる。後期ึ㢌におࡅる午王山遺跡のしࡳࡰ⌧㇟は、よࡾᗈ⠊な地域で㐃

ືして㉳こった⌧㇟として⪃࠼るᚲせがある。

　後期中ⴥになると、南㛵東の土器型式⩌に大きなኚືが生ࡌる（第 250 図）。それは第

249 図の久ヶ原式土器分ᕸᅪෆの西半部のྛ地にࡳられる⌧㇟で、東海方㠃に⏤来する土器

型式のᙳ㡪がⴭしࡃなる。┦ᶍ川西ᓊ南部域では東㥴Ἑ系の土器型式が分ᕸᅪをᗈࡆる。と

ころが、┦ᶍ川流域では、かつてᐤ道式・ఀሙ式とばれた東୕Ἑ・西遠Ụの土器型式が✺

ዴ出⌧する。≉に⥤瀬ᕷ神ᓮ遺跡は㠃✚⣙ 0�5KD を環濠でᅖࡴ集落で、ᅾ来系の久ヶ原式土

器は㸳㸣ᮍ‶にとどまࡾ、出土土器の 95㸣௨上は東୕Ἑ・西遠Ụの≉ᚩをもつものであっ

た（第 250 図下ẁ㸸村上か 1992）。土器のΰᮦは┦ᶍ川流域のものであることからᙜ地

域で〇సࡉれたと⪃࠼られるものの、土器の〇సᢏ⾡と器✀⤌成はᨾ地のものとࡰ一⮴す

る。土器だࡅでなࡃ、❿✰住ᒃも▷㍈上に⅔をもつことも東海方㠃に類があࡾ、❿✰住ᒃ

に㔜」がないことから▷期ⓗな⛣住者の࣒ࣛとุ᩿ࡉれた。その後のㄪᰝで、❿✰住ᒃの㔜

」は☜ㄆࡉれたものの、▷期ⓗな⛣住者の࣒ࣛというホ౯はኚわらない。そして神ᓮ遺跡

だࡅでなࡃ、┦ᶍ川流域では東୕Ἑ・西遠Ụの土器型式が㢧ⴭな遺跡がྛᡤにᏑᅾしておࡾ、

これをዎ機として遺跡ᩘと᳨出住ᒃᩘが㣕㌍ⓗに増加する。

　これにᑐして武蔵野台地の東縁部では、東遠Ụの菊川式土器のᙳ㡪をཷࡅた土器が㢧ⴭと

なる。神田川流域の新ᐟ区下戸塚遺跡は菊川式土器のᙳ㡪が≉に㢧ⴭで、下戸塚式土器と

れている（ᩪ藤ࡉྡ ᡪ形ᩥをࡸᩥ≦⩚による✺่ࢣࣁ、らにᯈᶫ区西台遺跡ではࡉ。（2010

し菊川式そのものというき⣽㢕ናが出土しておࡾ、午王山遺跡でも下戸塚式土器が㢧ⴭ

である（第 250 図ྑ上）。ただし午王山遺跡で、ናの中にཷཱྀ≧ཱྀ縁をもࡕ、その下➃に่

✺ิを㐃ࡡእ㠃に⩚≧⦖ᩥをすᐇがあࡾ、その≉ᚩは東遠Ụよࡾも㥴Ἑ地域で菊川式の

ᙳ㡪が㢧ⴭとなるẁ㝵にࡳられる一⩌であࡾ、ここでは東遠Ụ・㥴Ἑ系としておࡃ。ただし、

┦ᶍ地域の東୕Ἑ・西遠Ụ系土器では神ᓮ遺跡を代表としてᨾ地の土器の≉ᚩをⰍ⃰ࡃಖ

ᣢし、器✀⤌成も⌧ᛶが㧗いのにᑐして、東遠Ụ・㥴Ἑ系ᙜ地域ࡸ本遺跡の東遠Ụ・㥴Ἑ
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系土器はそのẚ⋡がࡸࡸపࡉ、ࡃらに東海系土器のなかではናのẚ⋡が㧗いという㐪いがあ

る。しかしながら、ᅾ来系である久ヶ原式土器分ᕸᅪの西半部が東海地域に⏤来するእ来系

土器のᐃ╔によって大きな構造ኚを㉳こしていることはὀ目に್する。

３　住居構造にも東海系が現れる

　それでは東海系のᙳ㡪が㢧ⴭになるのは久ヶ原式土器分ᕸᅪでも西半部だࡅで、東ி‴東

ᓊ域はそのᅪእだったのであろうか。そうしたၥに⟅࠼てࡃれるのが、木更ὠᕷ㧗◁遺跡

の住ᒃ⩌である（第 251 図ᕥ）。㧗◁遺跡は中期末の宮ノ台式最新ẁ㝵に形成ࡉれጞめた、

小ᷬ川流域のప地に❧地する集落である。図は後期の住ᒃ⩌がᐦ集する地区で、⥙かࡅした

のが❿✰住ᒃでいࡎれも後期前半にᒓす。これらの❿✰住ᒃ⩌をษって、図の下方が㏵ษれ

るࡰ環≧の溝がᢡࡾ㔜なっている。このうࡕ溝 6=6 は 6B2 を中ᚰにめࡄってお6、ࡾB2 が

４本ᰕの平地式ᘓ≀であ6=6、ࡾ はそれをᅖࡴ周溝とุ᩿できる。の環≧の溝もᰕ✰は

ኻわれているが平地住ᒃとࡳるきであࡾ、したがって㧗◁遺跡のこの地点は、後期前半は

❿✰ᘓ≀で構成ࡉれていたのが後期中ⴥに一ᩧに平地住ᒃにኚㇺしたことになる。こうした

住ᒃ構造は南㛵東ではඛ行する時期に類はない。一方、東海方㠃では、㟼岡ᕷⓏ࿅遺跡の

ように、ప地に❧地する弥生時代中期後半～後期のྛ地の遺跡で☜ㄆࡉれている。Ⓩ࿅遺跡

の 6B2009 住ᒃ跡でᗋ㠃を᩿ࡕったところ、ཌᩘྛࡉ FP の木Ⅳᒙと白Ⰽ⢓㉁ࢺࣝࢩが 10

ᒙもᒙをなしておࡾ地下Ỉのᾐ㏱・上᪼をᢚ࠼る㜵‵ᥐ⨨と⪃࠼られる。Ⓩ࿅遺跡は㟼岡

平野のప地部の⮬↛ሐ㜵上にᒃ住域をタࡅておࡾ、住ᒃはᙜ時の地表㠃ࣞࣝ࣋の平地式ᘓ≀

で、ᗋ下に㜵‵ᥐ⨨をし、ᘓ≀の周ᅖに溝をᕠらすというప地ᵝの住ᒃ構造を᥇ってい

る（第 251 図ྑ）。こうした住ᒃ構造が、東ி‴東ᓊのప地に❧地する集落に᥇用ࡉれたの
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である。東ி‴東ᓊに、土器型式の上では東海方㠃の明☜なᙳ㡪をぢ出すことはできないが、

住ᒃ構造に㟼岡方㠃からの新しいᩥ化せ⣲のᑟධがᐇ⌧していたことになる。これは༢に住

ᒃ構造のၥ㢟にとどまるものではなࡃ、生⏘ᇶ┙であるỈ田⪔地に᥋するప地に集落を構࠼

るという生άᵝ式の᥇用であࡾ、おそらࡃはそれ௨前よࡾもỈ田⪔地の㛤ᣅに✚ᴟⓗにྲྀࡾ

ࡸάືのᫎであろう。こうした平地住ᒃからなる集落は、戸田ᕷ㘫෬谷・新田ཱྀ遺跡ࡴ⤌

北区㇏島㤿ሙ遺跡・ᯈᶫ区ᾋ間⯚Ώ遺跡のように、Ⲩ川流域でも後期末から古墳時代前期に

㢧ⴭになってࡃる。すでに午王山遺跡の集落は⤊↉を㏄࠼たẁ㝵だが、午王山遺跡にぢられ

る東海系土器の進出のືきが、ࡸがてこうしたື向を生ࡳ出したのであろう。

４　青銅器文化の波及

　後期前半から中㡭にかࡅてࡳられる南㛵東の東海系の土器と平地住ᒃのἼཬはそれのࡳ

にとどまることはなかった。それまで㛵東地方にぢられなかった西日本～東海系の㟷㖡器ࡸ

それを用いた♩行Ⅽも᥇用ࡉれるようになる。午王山遺跡でもそれを▱る資料が出土して

いる。㖡㚫形土〇ရとᖏ≧環㖡㔲である。

　午王山遺跡では、Ａ溝から３点の㖡㚫形土〇ရ（３次・㸳次㹀区・㸵次）がⓎぢࡉれた。

㖡㚫形土〇ရはᕞから㛵東まで分ᕸしておࡾ、神尾ᜨ一Ặの集ィでは 230 点もの出土が

ある（神尾 2012）。Ụ原 㡰Ặのࢱ࣮ࢹ（Ụ原 2016）を⿵記すると、㛵東では神ዉ川県で２

遺跡３点（ཌ木ᕷἙ原ཱྀᆓ中遺跡２点・ᶓᕷ稲荷前遺跡１点）、東ி㒔１点（⇃ࢣ谷遺跡）、

⩌㤿県１遺跡１点（ኴ田ᕷ成塚石ᶫ遺跡）、ᇸ⋢県３遺跡㸴点（午王山遺跡３点・ᮅ㟘ᕷ向

山遺跡２点・ᆏ戸ᕷ下田遺跡１点）とᑡないが、午王山遺跡３点・向山遺跡２点とග・ᮅ

㟘⏺㝰に集中する。㖡㚫ࡸ小㖡㚫などの㟷㖡器は㧗ᗘな㗪造ᢏ⾡をせするために、ᑓ㛛のᢏ
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⾡者が㝈られた集落で㗪造したと⪃࠼られる。一方、㖡㚫形土〇ရは土器の〇సとኚわると

ころがなࡃ、どの遺跡でも〇సすることがྍ⬟であるから、≉ูな意⩏をぢ出そうとするの

はៅ㔜であࡾたいが、午王山・向山୧遺跡の㖡㚫形土〇ရは小㖡㚫を㆑ูできてึめて〇స

できることにὀ目したい。

　㛵東地方では┦ᶍ‴ᓊから東ி‴ἢᓊ周辺にかࡅて 10 遺跡で小㖡㚫が出土し、⩌㤿・ᰣ

木୧県南部でもྛ１遺跡でも᳨出がある（第 252 図）。それらは形ែⓗ≉ᚩから大きࡃ二

分できる。༓ⴥ県ᕷ原ᕷ川↝台遺跡１・２号、神ዉ川県平塚ᕷෆἑ遺跡、ᰣ木県小山ᕷ田間

遺跡はࡸࡸ大型で、㫅と、✺⥺が㗪出ࡉれたᡥ平な㕓をもࡕ、㌟のᶓ᩿形は⣳㗽形（ཌい

㕓が、ࡾ小形のഴ向があࡾ形）を࿊する（Ａ⩌）。一方、の小㖡㚫（㹀⩌）はよࢬࣥࣞ

形で、㫅をもたない。㌟のᶓ᩿形は⣳㗽形と␎形の２✀がある。Ａ⩌は㕓の✺⥺の表ࡰ

⌧と、川↝台１号の㌟の表を▮⩚᰿（᭷㍈⩚≧）ᩥが⿃⿸こ≧にしてあることから、㖡

㚫でも✺⥺㕓式のう୕ࡕ遠式㖡㚫をࣔࣝࢹとして〇సࡉれたことが分かる。〇స地は୕遠式

㖡㚫の㗪造地域である東海西部域と⪃࠼るのがጇᙜである。

　午王山遺跡Ａ溝から出土した３点の㖡㚫形土〇ရのうࡕ㸳次ㄪᰝ㹀区・㸵次ㄪᰝ出土ရは

ᶓ᩿形が⣳㗽形を࿊する㌟の୧ഃに⢓土⣣が㈞ࡉれて㫅が表⌧ࡉれている。一方、３次ㄪ

ᰝ出土ရはᶓ᩿形が形で、㫅の表⌧がない。向山遺跡の２もこうした二者があࡾ、小㖡

㚫Ａ⩌と㹀⩌をࣔࣝࢹとしてసࡾ分ࡅたと⪃࠼られる。すなわࡕ小㖡㚫の２⩌を㆑ูするこ

とがྍ⬟なసࡾᡭでしか〇సすることはできࡎ、小㖡㚫の㆑ูのࡳならࡎ小㖡㚫を用いる

♩の意も▱っていたと⪃࠼るきであろう。そして、午王山・向山୧遺跡の㖡㚫形土〇ရ
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はその時期を明☜にุ᩿できる点でも㔜せである。午王山遺跡ではＡ溝の中ᒙから出土して

おࡾ、菊川式のᙳ㡪Ⰽ⃰い下戸塚式の⠊にまる。向山遺跡では、❿✰住ᒃのᗋ下から出

土した（ᇙ⣡か㸽）小㖡㚫㹀⩌をᶍೌした完形ရは、㌟の上部をᶓ᩿するようにࢣࣁ目ỿ⥺

ᩥを１᮲ᕠらしているから、菊川式・下戸塚式ẁ㝵にᒓすとุ᩿できる。東海西部の編年に

ᑐẚすると山中式後半から廻間Ⅰ式にే行し、୕遠式・近␥式✺⥺㕓式㖡㚫がまࡉしࡃ⤊↉

を㏄࠼るẁ㝵にᙜたっている。このẁ㝵に小㖡㚫が東海道➽を東方にἼཬし、その分ᕸの東

➃の午王山遺跡一ᖏでその形ែⓗ≉ᚩを㆑ูし、そしておそらࡃは⚍♭♩も▱るே々に

よって土〇ရにその形がࡉれたことになる。

　こうしたẁ㝵に㛵東にもたらࡉれた㟷㖡器は小㖡㚫だࡅではない。⃰尾平野௨西で〇సࡉ

れた᭷㖋㖡㔲ࡸ⟄形㟷㖡器が神ዉ川・༓ⴥ୧県域でもᩓぢࡉれる。これらの㟷㖡器が東海道

➽でもたらࡉれたのとዲᑐ↷をなすのがᕮ形㖡器で、⩌㤿県新ಖ遺跡ࡸⲈ城県一本松・宮平

୧遺跡でࡳられ、㛗野県上田ᕷ武石遺跡でもⓎぢࡉれていることからࡳて、㛗野県の༓᭤川

Ỉ系を⤒⏤して北㝣方㠃から北㛵東ともたらࡉれたと⪃࠼られる。午王山遺跡Ａ溝ではᖏ

≧環㖡㔲がⓎぢࡉれているが、類は㟼岡県域・南㛵東およࡧ㛗野県北部であることから

東海道➽と༓᭤川Ỉ系のいࡎれからと⪃࠼るきかุ᩿が㏞うが、ᑡなࡃともいࡎれかの地

域との流を通ࡌてもたらࡉれたことに㐪いはない。

　午王山遺跡は、中期後半に小つᶍな集落として⌧れ、後期ึ㢌の✵白期をᣳࢇで後期前半

から後半にかࡅてᏑ⥆した。後期の午王山集落は、ᙜ地域のᣐ点として遠㝸地との流を㔜

地域社会の編成を≌ᘬした。この集落の後半ẁ㝵になると、Ⲩ川周辺の台地上には大、ࡡ

つᶍ集落⩌が形成ࡉれ、それが次なる古墳時代社会を生ࡳ出すᇶ┙となった。こうしたື向

は、午王山遺跡༢⊂でも、Ⲩ川下流域だࡅでも㐩成し࠼たわࡅではなࡃ、まࡉしࡃ日本ิ島

ྛ地の地域社会が㐃ᦠしてᛴ⃭に次なる時代とኚ㠉していࡃ≧ἣと㐃ືしていた。午王山

遺跡はそうした地域社会のṔྐືែをࡳごとにయ⌧した遺跡というきである。
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